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FAX System (L) をご購入いただきまして誠にありがとうございます。

この使用説明書は、ファクスを良好な状態でご使用いただくために、正しい操作方

法・日常の手入れおよび簡単なトラブルの処置などができるようにまとめたもので

す。ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。また、お読みになった後は、

本体の使用説明書といっしょに大切に保管してください。

本製品使用時の汚れなどによって本使用説明書の注意・警告事項が判読できない場

合や、本使用説明書を紛失した場合には、弊社製品取り扱い店等へご連絡の上、新

しい使用説明書を入手してください。（有償）

〈お願い〉

使用説明書の内容は、機械性能改善のために、予告なく変更する場合がありますの

で御了承ください。

この使用説明書及び本製品への表示では、本製品を正しくお使い頂き、あなたや

他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示を

しています。その表示と意味は次のようになっています。

危険：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または

重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示してい

ます。

警告：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または

重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意：この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う

可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容

を示しています。

絵表示

△記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。図

の中に具体的な注意内容が描かれています。

「注意一般」、 「感電注意」、 「高温注意」

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁止内容が

描かれています。

「禁止一般」、 「分解禁止」

●記号は行為を規制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指

示内容が描かれています。

「強制一般」、 「電源プラグをコンセントから抜け」、 

「必ずアース線を接続せよ」







本書の構成

本書は、機械本体にオプションの FAX System (L) を装着した場合に使用可能となる

ファクス機能についての説明です。

本書では、初めてファクスを使う方から、機械の操作に手慣れた方までが、戸惑い

なくお使いになれるように、いくつかの章に分けて説明しています。

以下に各章の内容を記しますので、本書をご利用になる際の参考にしてください。

重要です！

まず初めにお読みください

本ファクスシステムをご購入後、必ず知っておいていただきたいことについて説明

しています。ファクスを取り扱う際の注意事項など、安全にお使いいただくために

必ずお守りいただきたい事項を記載しています。

本体の基本編の使用説明書の安全上の注意事項と合わせて、必ずお読みください。

1　名称・準備・特徴

各部の名称やはたらき、そして実際にお使いになる前の設定・準備事項について説

明しています。

また、本機の特徴についても説明していますのでご一緒にお読みください。

2　基本編

「原稿を送る」、「原稿を受ける」といったような一般的なファクスの使い方について

説明しています。基本的な機能はこの章を読んでいただければご使用いただけます。

3　活用編

ファクスの使い方に少し慣れたら、この活用編の機能にチャレンジしてみましょう。

送る時刻を指定したり、同じ原稿を複数の相手先に連続して送ったり、両面原稿を

そのまま送信したり、今までよりもっと効率的にファクスを使うことができるよう

になります。

4　こんなときには

ご使用中にトラブルが発生したときは、まずこの章をお読みください。エラーメッ

セージに対する処置方法や、各機能を設定する際の確認事項が記載されています。

処置方法や確認事項をよくお読みになり、正しい処置を行ってください。
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本書の構成
5　応用編

本機を使いこなせる自信のある方は、この応用編の機能にチャレンジしてみましょ

う。送信先や受信先を制限したり、極秘文書を誰にも見られることなく受け取った

り、といった高度なファクス通信を行うことができます。

また、本機には他社機と互換性のある Ｆ コード通信機能や、ファクスの通信状況を

把握するのに便利な部門管理機能も搭載されています。

6　通信情報の管理

最近行われた送受信の状況をメッセージ表示で確認する方法を説明しています。

また、通信結果や機械の設定・登録状況を把握するための管理レポート類の出力方

法についても説明しています。

7　各種設定と登録

エラー時に発生するブザー音の音量を調整するなど、機械や機能に関する各種の設

定や登録について説明しています。

本機のご使用状況に応じて、設定・登録を行ってください。

8　オプション

オプションのハンドセットの使い方やオプション機器を装着した場合に使える機能

について説明しています。また、オプションメモリを装着した場合に使える機能に

ついて説明しています。これによって、受信した原稿を用紙の表裏に印字する両面

受信機能や、よりきれいな送信・受信が可能となるウルトラファインモードが使え

るようになります。

9　Network FAX 設定（オプション）

機械本体にネットワークスキャナ（オプション）を装着し、Network FAX 機能を使用

する方法として、セットアップ方法および本体の設定方法について説明しています。

付属の CD-ROM に納められている使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）も

合わせてお読みください。

10　ご参考

この章には、本ファクスシステムの仕様を記載しています。

また、付録としてメニュー構成一覧、エラーコード一覧表を記載しています。ご使

用になられる際の参考資料としてご活用ください。
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重要です！　まず初めにお読みください

本書は、ファクス機能についての説明書です。

ご使用前には必ず本体の基本編の使用説明書と合わせてお読みいただき、またお読

みになった後は機械の近くに大切に保管してください。

ご使用にあたって、下記の内容については本体の基本編の使用説明書をお読みくだ

さい。

機械を設置する時のご注意

■ 設置環境について

• 本製品は、外光が頭上もしくは頭上の後方から入射するような場所への設置は避

けてください光の関係で原稿サイズを誤検知する場合があります。設置場所を変

更できないときは、弊社代理店またはお買い上げ店にご相談ください。

■ 設置電源・アースについて

• 複写機や空調機器と同じ系統の電源は避けてください。

注意ラベルについて

機械を設置する時のご注意

取り扱い上のご注意

用紙の補給

トナーコンテナと廃棄トナーボックスの交換

紙詰まりが発生したら

トラブルが発生した場合

機械の清掃のしかた
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重要です！　まず初めにお読みください
取り扱い上のご注意

注意..................................................
原稿送り装置を開いた状態のままで、放置しないでください。けがの原因となるこ

とがあります。

その他の注意事項

• 送 / 受信中やコピー中には次のことをしないでください。

本体を開ける。

メインスイッチを切る。

電源プラグを抜く。

• 本製品は日本国内でのみ使用が可能です。海外では安全規格や回線が異なり使用

できません（国際電話回線により国内から海外への交信は可能です）。

• 電話回線や通信事情の悪い地域ではご使用になれない場合があります。

• キャッチホンサービスをご利用されている場合、ファクス送／受信中に電話がか

かってくると、割り込み信号が入るため、送／受信がうまく行えないことがあり

ます。

• 機械がいかなる状態のときであっても、機械内部のモーターの駆動音が聞こえる

ときは、前カバーや左カバーを開けたり、電源を切ったりしないでください。
ix



1 ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
機械各部の名称

本体各部の名称とはたらき

本機をファクスとして利用する場合に使用する部位について説明しています。

その他の部位についての説明は、本体の基本編の使用説明書を参照してください。

1. 操作パネル－ファクスの操作はここで行います。

2. TEL 接続コネクタ (T1、T2) －オプションのハンドセットや市販の電話機を併用する

場合は、ここに接続してください。

3. LINE 接続コネクタ (L) －電話回線用のモジュラーコードを接続してください。

4. メインスイッチ－ファクスやコピーの操作を行うときは、このスイッチをオン ( l )
にしてください。メッセージ表示が点灯し、機械の操作が可能になります。

5. コピー収納部－受信した記録紙はここに収納されます。

ご注意 • メインスイッチが OFF(O) のときには受信が行われませんのでご注意ください。

電源を OFF にする場合は［電源］キーを押してください。

• ファクスを使用するときは、手差しからの用紙は使用できません。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
●原稿送り装置

片面原稿と両面原稿の両方で使用できる両面原稿送り装置です。

6. 原稿テーブル－ここにシート原稿を重ねてセットしてください。A5R ～ A3 サイズ

の用紙が 50 枚までセットできます。

7. 原稿挿入ガイド－原稿幅に合わせて調節してください。

8. 原稿送り装置原稿反転カバー－原稿送り装置部で原稿が詰まったときに開いてくだ

さい。

9. 原稿排出カバー－読み込みが終わった原稿はここに排出されます。

10. 排出ガイド－ A3 および B4 の原稿をセットするときはこのガイドを開いてくださ

い。

11. 原稿送り装置開閉取手－原稿送り装置を開閉するときは、この取手を持ってくださ

い。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
操作パネルの名称とはたらき

本機をファクスとして利用する場合に使用するキーや表示について説明しています。

コピーをとる際に使用するキーについての説明は、本体の基本編の使用説明書を参照し

てください。

1. メッセージ表示－操作の手順や不具合などを表示します。

2. スタートキー－ファクスの通信を開始するときに押してください。

3. ストップ / クリアキー－機械の操作を中断するときに押してください。入力した内

容を訂正したいときに押すと、一つ前の操作に戻すことができます。但し、［OK］
キーを押して入力内容を確定した後は戻すことができません。また、ダイヤル登録

時などに登録番号を消去するときにも使用します。

4. リセットキー－このキーを押すと、機械は操作を中止し、初期モードに戻ります。

5. テンキー－相手先のファクス番号を入力するときなどに使用します。

ダイヤル回線利用時でも相手先応答後に［＊］キーを押すと、それ以降の番号を

トーン信号で送出させることができます。

6. 割り込みキー（表示）－ファクスの受信中に割り込んでコピーをとりたいときに押

してください。割り込みモードになると、割り込み表示が点灯します。

7. 部門管理キー－部門管理モードの場合、コピー終了時に押してください。部門コー

ド入力画面になります。（詳細は本体の応用編の使用説明書を参照してください。）

8. ＜キー－メッセージ表示に表示されるカーソルを左に移動させるときに押してくだ

さい。

9. ▼キー－メッセージ表示に表示されるカーソルを下に移動させるときに押してくだ

さい。

10. ▲キー－メッセージ表示に表示されるカーソルを上に移動させるときに押してくだ

さい。

11. ＞キー－メッセージ表示に表示されるカーソルを右に移動させるときに押してくだ

さい。

12. OK キー－操作時、次の手順に進むときや各種機能の登録・設定時に設定した内容

を確定するときに押してください。

1

512111098

2

3

4

7 6
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
13. 画質選択キー（表示）－原稿の画質を選択するときに押してください。

ノーマル、ファイン、スーパーファイン、ウルトラファイン、ハーフトーンの 5 つ

の中から画質を選択できます。通常はノーマルモードが設定されており、表示は全

て消灯しています。ノーマルモード以外の画質を選択するときは、該当する表示を

点灯させてください。

14. 原稿濃度調整キー（表示）－このキーを押すと、原稿読み取り時の濃度を濃くした

り薄くしたりすることができます。原稿の読み取り時の濃度を 3 段階で表示します。

通常、表示は中央が点灯しています。原稿濃度調整キーを押して右端の表示が点灯

すると原稿読み取り時の濃度が濃くなり、左端の表示が点灯すると原稿読み取り時

の濃度は薄くなります。

15. ダイレクト送信表示－ダイレクト送信モードのとき点灯します。消灯しているとき

はメモリ送信モードです。

16. オンフック表示－［オンフック］キーが押されてオンフック状態になると点灯しま

す。

17. 留守電接続表示－ FAX ／留守番電話自動切替受信モードのとき点灯します。

18. 手動受信表示－手動受信モードのとき点灯します。

19. メモリ表示－メモリ内に出力待ちの原稿があるときや、予約された待機通信がある

ときに点灯します。なお、原稿読み取りや受信によってメモリへのデータ蓄積（記

憶）中は点滅します。

20. 通信中表示－相手先との通信中は点灯します。また、オプションのハンドセットや

併用電話機（市販品）の使用中は点滅します。

21. 通信エラー表示－通信中にトラブルが発生したときに点灯します。

18171615 21 20 19

13 14
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
22. カバープレート－使用するワンタッチキーの番号に応じて、タブのところを手でつ

まんで左右に開いてください。順次同報などの各種機能キーを使用する際は、カ

バープレートを左に開いてください。

23. ワンタッチキー（1 ～ 32）－ 32 個のワンタッチキーを使うことができます。カ

バープレートを右側に開いて 1 ～ 20 番のワンタッチキー、左側に開いて 21 ～ 32 番

のワンタッチキーが配置されています。1 つのワンタッチキーには、ワンタッチダ

イヤル、プログラムダイヤル、グループダイヤル、チェーンダイヤルのうち、どれ

か 1 つだけを登録することができます。また、ワンタッチキーは相手先などの名称

入力時にも使用します。

24. ダイレクト送信キー－メモリ送信モードとダイレクト送信モードを切り替えるとき

に押してください。

25. オンフックキー－このキーを押すと、受話器を置いたままでも、上げたときと同じ

状態になります。もう一度押すと、オフフック状態にもどります。

26. ポーズ / リダイヤルキー－ダイレクト送信時に押すと、直前にダイヤルした番号を

再びダイヤルします。また、相手先の番号入力時に押すと、ダイヤルする番号と番

号の間にポーズ（数秒間の間隔）を入れることができます。ポーズを入れると、

メッセージ表示にはそれを示す「-」が表示されます。

27. 短縮 / 宛先帳キー－短縮ダイヤルや宛先帳機能を使用するときに押してください。

28. ファクスキー（表示）－ファクスモードに切り替えるときに押してください。ファ

クスモードのときは、ファクス表示が点灯します。

29. システムメニュー／カウンタキー（表示）－部門管理や初期設定など機械の設定を

行うときに押してください。（詳細は本体の応用編の使用説明書を参照してくださ

い。）

222328

2726252429
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
30. ファクス登録キー－ファクスについての登録を行うときに押してください。

31. 留守電 / 手動受信キー－受信モードを選択するときに押してください。留守電接続

表示が点灯するときは FAX/ 留守番電話自動切替受信が、手動受信表示が点灯する

ときは手動受信が、両方の表示が消灯しているときは自動受信がそれぞれ選択され

ています。

32. 通信情報キー－送信や受信が正常に行われたか、その結果を知りたいときに押してく

ださい。送信、受信とも最近行われた 50 件分の通信結果をメッセージ表示で確認する

ことができます。また、メモリ内に予約されている待機通信について、通信をキャ

ンセルしたり、通信内容の変更を行うときにも使用します。

33. レポート出力キー－各種レポートやリストを出力したいときに押してください。

34. 両面送信キー－両面原稿を送信するときに押してください。

35. ポーリングキー－ポーリング通信を行うときに押してください。

36. 時刻指定キー－時刻を指定して通信を行うときに押してください。

37. F コードキー－ F コード通信を行うときに押してください。

38. 同報キー－順次同報送信を行うときに押してください。

39. ボックス入出力キー－親展通信を行うときに押してください。

40. 画面切替キー－原稿の送信とコピーなど、2 つの処理が同時並行で行われていると

き（デュアルアクセス時）に押すと、押している間だけ同時並行で行われている別

の動作 ( 裏動作 ) のメッセージ表示画面に切り替えることができます。

参考 文字入力の場合は、2-15 ページの文字を入力するを参照してください。

4039353834 36 37

33323130
1-6



ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
準備しましょう

ファクスシステムを導入後、本機をファクスとして初めてご使用になる場合は、以下に

続く「電話回線種別設定」から「日時登録」の操作を、それぞれの操作説明にしたがっ

て行ってください。

参考 ファクスシステムの設置にお伺いしたサービス担当者がこれらの作業をする場合、導入

時にお客様が操作を行う必要はありません。

電話回線の種類を設定する（電話回線種別設定）

電話会社と契約されている電話回線の種別に合わせて設定を行ってください。この回線

種別を誤って選択すると、ファクスを送信したり、受信したりすることができませんの

でご注意ください。

参考 • 操作の前にファクスの初期モードであることを確認してください。

（1-13 ページの初期モードについて参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。初期モードに戻

ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 「回線」が選択されていることを確認して、

［OK］キーを押してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、回線種別

を選択してください。

回線種別は「プッシュ回線」、「ダイヤル回線 
10pps」、「ダイヤル回線 20pps」のどれか選ぶこ

とができます。

6 ［OK］キーを押してください。回線種別の設定が終了します。

7 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「終了」を選択した後、［OK］キーを押してくだ

さい。設定を終了し、初期モードに戻るときは［リセット］キーを押してください。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
終了
回線 :プッシュ
発信元記録 :原稿外側

回線:
プッシュ回線
ダイヤル回線　20pps
ダイヤル回線　10pps

*

1-7



ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
発信元記録を設定する（発信元記録設定）

発信元記録とは、相手先の記録紙に印字される、送信日時、送信ページ数、名前や電話

番号などのこちら側（発信元）の情報のことです。本機では、発信元記録を受信側で印

字させるかどうかを選択することができます。また、その印字位置についても、送信

ページ画像の内側、外側のどちらにつけるかを選択できます。

参考 • 操作の前にファクスの初期モードであることを確認してください。（1-13 ページの

初期モードについて参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。初期モードに戻

ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▼］キーを押して、「発信元記録」を選択して

ください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、発信元記

録の印字の有無や印字位置を選択してください。

「原稿外側」を選択すると発信元記録はページ画

像の外側に、「原稿内側」を選択するとページ画

像内に印字されます。

7 ［OK］キーを押してください。発信元記録設定が終了します。

8 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「終了」を選択した後、［OK］キーを押してくだ

さい。設定を終了し、初期モードに戻るときは［リセット］キーを押してください。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
終了
回線 :プッシュ
発信元記録 :原稿外側

発信元記録:
原稿外側
原稿内側

*

印字なし
1-8



ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
こちらの情報を登録する（自局情報登録）

自局情報（自局番号 / 自局名称 / 自局 ID）を登録しておくと、相手機側で出力される記

録紙にその情報が印字されるので、受信側ではどこから送られてきた原稿なのかを容易

に知ることができます。自局名称は、“全角漢字”モードと“半角カタカナ”モードの 2
通りで登録することができます。“全角漢字”モードで登録する名称は、受信側で出力

されるファクスに発信元記録として印字されます。“半角カタカナ”モードで登録する

名称は、相手機側の LCD ディスプレイに表示され、また相手機側で出力される通信結

果レポートにも印字されます（この機能は弊社機間通信の場合のみに限られます）。

参考 • 登録内容を変更するときも、同様の操作を行ってください。

• 操作の前にファクスの初期モードであることを確認してください。

（1-13 ページの初期モードについて参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。

1 カバープレートを左にして、［ファクス登録］

キーを押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押してメニュー画

面をスクロールさせ、「自局情報登録」を選択し

てください。

3 ［OK］キーを押してください。

＞自局番号を登録するときは手順 4 に進んでください。

＞自局名称を登録するときは手順 7 に進んでください。

＞自局 ID を登録するときは手順 13 に進んでください。

●自局番号登録

4 もう一度［OK］キーを押してください。

5 テンキーを使って、登録する自局番号を入力し

てください。

最大 20 桁まで入力できます。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した番

号はクリアされます。

6 ［OK］キーを押してください。自局番号の登録が終了します。

初期モードに戻るときは、［▲］キーを押して「終了」を選択して［OK］キーを押す

か、［リセット］キーを押してください。

ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録

終了
自局情報登録:

自局名称
：

:

:_

ファクス番号を入力して下さい
（20桁）
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
●自局名称登録

7 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「自局名

称」を選択してください。

8 ［OK］キーを押してください。

9 自局名称を漢字全角モードで入力してください。

文字の入力のしかたは 2-15 ページの文字を入力

するを参照してください。

全て全角の場合は最大 16 文字まで、全て半角の

場合は最大 32 文字まで入力できます。全ての文字入力モードでの入力が可能です。

ここで入力した名称が相手機側で発信元記録として印字されます。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した名称はクリアされます。

10 ［確定］キーを押してください。

11 半角カタカナモードで自局名称を入力してくだ

さい。

文字の入力のしかたは 2-15 ページの文字を入力

するを参照してください。

半角カタカナと半角の英数大文字小文字の入力が可能で、最大 32 文字まで入力できます。

ここで入力した名称が、相手機の LCD ディスプレイや通信管理レポートに表示されま

す。（弊社機間通信の場合のみ有効）

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した名称はクリアされます。

12 入力後、［▲］キーを押して「入力終了」を選択し、［確定］キーを押してください。自

局名称の登録が終了します。

初期モードに戻るときは、［リセット］キーを押してください。

●自局 ID 登録

13 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「自局 ID」

を選択してください。

14 ［OK］キーを押してください。

15 テンキーを使って、登録する自局 ID の番号を 4
桁で入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと表示はクリア

され、「0000」に戻ります。

16 ［OK］キーを押してください。自局 ID の登録が終了します。

17 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「終了」を選択して、［OK］キーを押してください。
設定を終了し、初期モードに戻るときは［リセット］キーを押してください。

終了
自局情報登録

自局名称
:

:

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角英数大

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角英数大

*

自局情報登録

自局名称
：

:0000自局ID
:

自局ID:0000

ID番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
日付と時刻を登録する（日時登録）

メッセージ表示に表示される日付、時刻を設定することができます。ここで設定した時

刻をもとに時刻指定通信が行われますので、必ず正しい日付と時刻を設定してくださ

い。

参考 • 操作の前にファクスの初期モードであることを確認してください。（1-13 ページの

初期モードについて参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。

1 カバープレートを左にして、［ファクス登録］

キーを押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「自局情

報登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「日時」

を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 テンキーを使って、日付と時刻を入力してくだ

さい。

［＞］キーを押すと、カーソルは次の桁に移動しま

す。

［ストップ / クリア］キーを押すと、表示されている日時がクリアされ、最初から入力し

なおすことができます。

7 ［OK］キーを押してください。日時の登録が終了します。

8 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「終了」を選択して、［OK］キーを押してくださ
い。設定を終了し、初期モードに戻るときは［リセット］キーを押してください。

ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録

自局情報登録
リモート切替

:0000個別ID
:55

日時 :00:44

日時:2000-01-01 00:58

日時を入力して下さい
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
本機の特徴について

ここでは、本機をファクスとして使用する場合の特徴や知っておいていただきたい事柄

について説明しています。

コピーモードからファクスモードへの移行

本機は、元々コピー機能を標準装備しており、コピーモードが初期設定となっていま

す。そのため、こちらから相手先へファクス原稿を送信するときは、一度ファクスモー

ドに切り替える必要があります。

受信については、通常は自動受信モードが設定されているので、コピーモードであって

も相手先からのファクスを受信し、自動的に印字出力が行われます。

コピーモードのときは、通常コピー表示が点灯

しています。

ファクスモードへ切り替えるときは、［ファク

ス］キーを押してください。ファクスモードに

移行すると、ファクス表示が点灯し、メッセー

ジ表示もファクスモードのメッセージに変わり

ます。

2004年04月01日　02時16分

原稿をセットして下さい
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
初期モードについて

ファクスモードで操作を始める際には、メッ

セージ表示がファクスの初期モードになってい

るか必ず確認してください。初期モードとは、

機械が待機中で操作可能な初期状態のことです。

機械はファクスの送 / 受信動作が正常に終了する

と初期モードに戻ります。また、オートクリア機能が働いたときも、初期モードに戻り

ます。

●部門管理モード時のメッセージ表示について

操作を行うためには、部門コードまたは暗証番

号の入力が必要です。正しいコードを入力し、

［OK］キーを押すと、通常のファクスの初期

モードの表示に変わります。

ご注意 部門管理設定が設定されているときに各種番号登録や設定を行うためには、部門コード

入力画面において暗証番号を入力する必要があります。部門コードを入力して操作を行

おうとしても、登録や設定のメニューは表示されません。詳しくは、5-73 ページの部門

ごとに使用を管理する（部門管理機能）および本体の応用編の使用説明書を参照してく

ださい。

暗証番号について

本機では、ファクスモードでの使用を部門ごと

に管理したり、暗号通信時のセキュリティを高

める目的で、下記 (1) と (2) の場合には暗証番号

の入力が必要となります。暗証番号は 1 つだけ

しか登録できませんので、本機の管理責任者の

方が使用されるようおすすめいたします。

参考 暗証番号は工場出荷時の段階で 16 枚機は“1600”、20 枚機は“2000”、25 枚機は

“2500”に設定されています。暗証番号を変更するときは本体の応用編の使用説明書を

参照してください。

(1) 常に入力が必要な場合

• 部門管理モードを設定するとき

• 部門コードを登録するとき

• 暗号鍵を登録するとき

• 暗号鍵リストを出力するとき

(2) 部門管理モード設定時に入力が必要な場合

• 通信管理レポート以外のレポート / リスト類を出力するとき

• 各種設定や登録を行うとき

ご注意 登録した管理者番号は何かに書き留めておかれることをおすすめいたします。もしこの

番号がわからなくなってしまうと、各種の設定・登録・変更・取消などができなくなる

こともありますのでご注意ください。

2004年04月01日　02時16分

原稿をセットして下さい

部門コードを入力して下さい
確定

暗証番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
［リセット］キーを押したとき

操作を途中で中止したいときなどは、［リセッ

ト］キーを押してください。機械はファクスの

初期モードに戻ります。

原稿がセットされている状態のときは、一度検

知した原稿サイズはクリアされません。

操作の状況によっては、［リセット］キーを受け

つけないことがあります。

自動的に設定をリセットする（オートクリア機能）

送信や用紙の印字出力後、あるいは操作途中に 10 ～ 270 秒間キー入力などの操作が行わ

れないと、それまでに設定していた内容などをクリアし、初期モードに戻す機能です。

ただし、原稿送り装置に原稿がセットされている場合は、内容はクリアされません。

3 桁の番号で文書を管理する（文書番号）

本機では、3 桁の文書番号を使って送信や受信に

ついての管理を行います。文書番号は、通信の

予約や実際の送・受信が行われたときに、行わ

れた順に付与されます。付与されるタイミング

は、通信の形態によって異なります。文書番号

は、操作中のメッセージ表示や通信結果表示、開始時刻を指定したときに出力されるタ

イマー予約レポートや通信予約確認レポートでも確認することができます。

（6-1 ページの通信結果の内容を確認する（通信結果表示）、6-4 ページの通信予約確認レ

ポートの出力のしかた、7-1 ページの各種レポートの出力条件を設定する（レポート出

力設定）参照）

:0235465

メモリに読み込み中です
原　稿　:

01ページ 文書番号:010
E       F
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
自動的に節電モードに移行する（オートスリープ機能）

オートスリープ機能は、キー入力や原稿の

セットなどの操作あるいは印字出力などが一

定時間経過しても何も行われない場合に、機

械内部の定着ヒーターとファンを停止状態に

する節電機能です。複写機やファクスは、一

般に送受信動作や印字作業中よりも待機状態

が多く、待機時に消費する電力が全体の大き

な割合を占めています。待機中に定着ヒー

ターやファンを停止状態にすることにより、

不要な電力の消費を抑えることができ、電気

料金の削減を行うことができます。

参考 オートスリープ機能が働くまでの時間（オートスリープタイム［初期値：15 分］）は変

更することができます。本機を頻繁に使用される場合はオートスリープタイムを長め

に、待機時間が多い場合はオートスリープタイムを短めに設定されることをお薦め致し

ます。（本体の応用編の使用説明書参照）

オートスリープ機能が働くと、主電源表示だけ

が点灯し、後は全て消灯します。この状態でも

ファクス受信は行いますが、ファクス操作を行

うときは、［電源］キーを押してください。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
ネットワーク上の PC から送信する（Network FAX 機能［オプション］）

ネットワークスキャナを装着することによって、Network FAX 機能が使用できます。

ネットワーク上の PC で作成した原稿を外部ファクスへ送信したり、逆に外部ファクス

からネットワーク上の PC に受信することができます。主な機能は以下の通りです。

●送信機能

ネットワーク上に本ファクスと PC がある状

態で、PC のアプリケーションで作成した原

稿を本機に装着したネットワークスキャナで

画像を転送し、外部ファクス等に送信しま

す。

●受信機能

外部ファクスなどから送られた原稿を本ファ

クスで受信し、ネットワークスキャナを介し

てネットワーク上のサーバー PC（付属の

Scanner File Utility がインストールされている

PC）の指定されたフォルダーに保存します。

このとき原稿は PDF ファイルか TIFF ファイ

ルで保存できます。

●アドレス帳機能

送信する際、あらかじめ相手先のファクス番

号を登録しておくことができます。また、そ

の登録した相手先を最大 80 件までグループ

化することができます。これにより、順次同

報送信を簡単に行うことができます。さらに

他のアプリケーションで作成された CSV 形

式のアドレス帳であれば本アドレス帳にイン

ポートすることができます。

●アドレス編集機能

アドレス編集機能は、ファクス本体の自局情報やダイヤル情報を PC から登録／変更を

行う場合に使用します。アドレス編集機能を使用することにより、ファクスの登録情報

の設定を PC 上で容易に行えるようになります。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
デュアルアクセス機能

2 つの処理を同時並行で行う機能です。例えば、通信中であっても次に原稿を送信する

ための操作を行うことができます。また、コピー中にファクスの受信を行うこともでき

ます。受信した原稿はコピーが終わった後で自動的にプリントされます。本機では、

デュアルアクセス機能が働くため、メッセージ表示部に「原稿をセットして下さい」が

表示されていれば、送信のための操作を行うことができます。この機能に関して、特に

設定などの必要はありません。

＞通信中の動作を確認するには

カバープレートを左にして、［画面切替］キーを

押してください。

参考 ［画面切替］キーを押している間だけ、通信中の裏動作をメッセージ表示に表示させる

ことができます。このとき［ストップ / クリア］キーを押すと、裏動作の通信をキャン

セルすることができます。押しているキーから手を放すと、メッセージ表示は元に戻り

ます。

＜デュアルアクセス機能が働かないとき＞

デュアルアクセス機能が働かない場合もあります。例えば、送信または受信中に各種機

能の登録や設定をすることはできません。通信が終わってから操作を行ってください。

また、相手先と回線がつながり通信中であるときに、別の相手先からファクスを受信す

ることはできません。デュアルアクセスの可否については、「●デュアルアクセス可否

表」を参照してください。

参考 • 時刻指定送信などのように指定時刻がくれば、自動的に送信が行われるようなもの

は、現在行われている処理が終わると、その動作が開始されます。

• 2 つの処理を同時に行えない場合には、操作を行おうとして各種機能キーを押すと

エラー音が鳴り、メッセージ表示に操作不可能を示すメッセージが表示されます。

文書番号:001
:1234567

ダイヤル中です
1-17



ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
●デュアルアクセス可否表

＜表のみかた＞

表中の記号は以下の意味を示しています。

※：表の現行動作に含まれないメニュー操作中は、この動作と同様に動作します。

○：現行動作に対して無条件で追加動作が動作します。

注１：ファクス設定中は不可、ファクス登録中は可能。

注２：ファクス設定中はプリンタモードで印字可能になれば出力します。

ファクス登録中は可能。

－：本体側操作のため、ファクス側には無関係。

×：現行動作に対して追加動作が動作しない。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
△：現行動作に対して条件付で追加動作が動作します。各数字は以下の通りです。

１：Twain は不可、Scan to PC と E-mail の送信中は可能。

２：ポーリング送信の通信中に、ポーリング送信原稿を追加することはできません。

また、F コード親展受信中に、受信中の親展ボックスへ原稿を入力することはできません。

３：現行動作が終了し、印字可能になったら出力します。

４：Twain は不可、Scan to PC と E-mail の単送信モードは可能で連続送信モードでは不可能。 

５：Twain 使用時は現行動作が終了し、印字可能になったら出力します。Scan to PC と E-mail 使用時は可能。

６：Twain の追加動作は不可。Scan to PC と E-mail の追加動作は可能。

７：Scan to PC と E-mail の連続送信モードを使用している場合か、もしくは Twain を使用している場合は、

現行動作が終了し印字可能となったら出力を行います。Scan to PC と E-mail の単送信モードを使用して

いる場合は可能。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
複数の原稿を一括で送信する（一括送信機能）

相手先だけでなく送信指定時刻も同一の予約

原稿がメモリ内に複数ある場合、最大 10 通

信分を自動的にまとめて一度の通信で送信を

行います。予約された数だけ通信を繰り返す

といったムダがなくなり、通信コストの削減

にもつながります。

参考 • ダイレクト送信は一括送信されません。

• ワンタッチダイヤルと短縮ダイヤルに同じ相手先番号が登録されていている場合に、

そのワンタッチダイヤルを使った送信と短縮ダイヤルを使った送信は、同時刻の指

定であっても一括送信はしません。

• 別々に予約された 2 つの順次同報送信において、同じ同報先（同じ相手先番号）が

あった場合、同時刻の指定であっても一括送信されません。

• 予約時刻になり原稿が送信される際に、同じ相手先に対してリダイヤル待機中の原

稿があるときは、そのリダイヤル待機原稿も一括送信されます。

• 部門管理モード設定時は、同じ部門コードを使って送信を予約した原稿だけが一括

送信されます。したがって、相手先と送信指定時刻が同一であっても予約の際に使

用した部門コードが異なる場合には別通信となります。

原稿を回転して送信する（回転送信機能）

原稿送り装置あるいはコンタクトガラス上

に、A4 ヨコサイズの原稿がセットされたと

き、読み込んだ原稿データを反時計回りに自

動的に 90°回転し、A4 タテサイズの原稿とし

て送信する機能です。

参考 • 原稿送り装置に原稿をセットして回転送信を行うためには、原稿送り装置読み込み

の設定を「定形原稿」に設定しておく必要があります。

（7-10 ページの原稿の読み込み条件を設定する（原稿送り装置読込設定）参照）

• A4 ヨコサイズの原稿をセットしたときのみ回転送信が行われます。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
F コードで相手先を確認する（F コード通信機能）

F コード通信とは、他社機でも採用されている F コードと呼ばれる番号や文字列を付加

してやりとりを行う通信をいいます。F コードを使用することにより、本来自社機間で

しか行えなかった親展通信のような機能通信が他社機との間でも可能になります。本機

には、こうした F コード通信機能が備わっています。本機では、F コード通信用に設け

た F コードボックスを使って原稿の受け渡しを行うことにより、他社機との親展通信、

掲示板通信、中継同報を可能にしています。F コード通信を行うためには、相手機も同

様の F コード通信機能が備わっている必要があります。そのため、事前に相手側とお互

いの機械性能などについて充分な打ち合わせを行ってから実際の通信を行うようにして

ください。本機の F コード通信機能についての具体的な説明は、5-15 ページの F コード

を使って通信する（F コード通信）を参照してください。

用紙が無くても受信する（代行受信機能）

用紙切れや紙詰まりなどで出力できない場合

でも、送られてきた原稿をいったんメモリに

受信し記憶します。そして、出力可能な状態

になれば印字出力を行う機能です。

ご注意 停電などにより電源断状態になった場合、代行受信が行われた原稿については保持でき

ず消えることがあります。失われた原稿については再受信を行ってください。（4-1 ペー

ジ参照）

停電時にもメモリをバックアップする（画像メモリバックアップ機能）

停電や電源プラグを誤って抜いてしまったな

どの不慮の事故があった場合でも、バック

アップ電池により、画像メモリに受信してい

た原稿や送信待機原稿を約 60 分間は保持し

ておくことができます。したがって、機械が

その内容を保持している間に再び電源が投入

されれば、予約されていた通信などは、ほぼ

元通り行われます。復活できず、失われてし

まった内容などがある場合は、電源が再投入

されると自動的に出力される電源断レポート

で確認してください。

参考 ご使用状況や環境によっては、バックアップできる時間に差異が生じることがありま

す。
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ファクスの操作方法（名称・準備・特徴）
セットされている用紙に合わせて回転受信する（回転受信機能）

受信原稿とカセットにセットされている用紙

の向きが異なる場合でも、A4 サイズどうし

であれば、受信画像を反時計回りに 90°回転

して出力します。この機能は機械が自動で行

います。特に設定などを行う必要はありませ

ん。

参考 • 向きの異なる同サイズの用紙がセットされている場合でも、条件によっては回転受

信できないことがあります。受信サイズと出力される用紙サイズ、用紙の向きにつ

いては、10-7 ページの受信サイズと出力用紙優先順位表をご覧ください。

• 相手機側で発信元記録の印字位置がページ画像の外側に設定されているときは、回

転受信されず縮小印字されることがあります。

NTT の F ネットを使用する（F ネット無鳴動受信機能）

NTT が提供するファクス通信網（F ネット）

に接続してファクス通信をする場合に無鳴動

で自動的に受信することができます。

参考 この機能を使用するかどうかは、7-17 ページのファクス通信網を使用して受信する（F
ネット無鳴動受信設定）を参照してください。
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2 ファクスの操作方法（基本編）
自動で送信する

ここでは、テンキーを使ってごく一般的な原稿の送信方法について説明しています。

原稿についての注意事項などをよくお読みになり、正しい操作を行ってください。

1 ファクスモードへの切替

［ファクス］キーを押して、ファクスに切り替え

てください。

ファクスモードになると、ファクス表示が点灯

します。

メッセージ表示で初期モードであることを確認

してください。初期モードでないときは、［リ

セット］キーを押してください。

2 送信モードの確認

送信モードを確認してください。

本機の送信モードには、メモリ送信とダイレク

ト送信の 2 つのモードがあります。本機では、

メモリ送信モードが初期設定になっており、通

常はダイレクト送信表示が消灯しています。

ダイレクト送信表示が点灯しているときは、ダ

イレクト送信モードが設定されています。

2004年04月01日　02時16分

原稿をセットして下さい
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ファクスの操作方法（基本編）
送信モードをメモリ送信からダイレクト送信に、

またはその逆に切り替えるときは、［ダイレクト

送信］キーを押してください。

参考 初期モードの状態で選択される送信モードを設定することができます。(7-11 ページの

送信方法の初期値を設定する（送信モードの初期値設定）参照 )

＜送信モードについて＞

●メモリ送信モード（原稿送り装置に原稿をセットする場合）

原稿送り装置から順次原稿をメモリに読み込み記憶した後に相手先へのダイヤルを行い

ます。利用者は送信の完了を待たずとも、自分の原稿を手元に戻すことができるため非

常に便利です。複数ページのシート原稿の送信に適した方法です。

●メモリ送信モード（コンタクトガラスに原稿をセットする場合）

原稿送り装置にセットできないブック原稿などの送信に適しています。コンタクトガラ

ス上に順次セットされる原稿を 1 ページずつメモリに読み込み、全ての原稿の読み込み

が終わってから相手先へのダイヤルを行います。この方法で送信を行う場合は、原稿を

1 ページ読み込むごとに、読み込み継続を行う必要があります。2-8 ページの＜原稿をコ

ンタクトガラスにセットしたとき＞を参照してください。

●ダイレクト送信モード（原稿送り装置に原稿をセットする場合）

相手先と回線がつながってから、原稿送り装置にセットされた原稿の読み込みを始めま

す。複数ページの原稿がセットされている場合は、1 ページ分の原稿を送信してから、

次の原稿の読み込みを開始します。

通信を中止するときは、［ストップ／クリア］キーを押してから原稿を原稿送り装置か

らとりのぞいてください。

●ダイレクト送信モード（コンタクトガラスに原稿をセットする場合）

原稿送り装置にセットできないブック原稿などの送信に適しています。相手先と回線が

つながってから、コンタクトガラス上にセットされた原稿を読み込み送信するという動

作を原稿のページ数分繰り返して行う方法です。この方法で送信を行う場合は、原稿を

1 ページ送信するごとに、読み込み継続を行う必要があります。2-8 ページの＜原稿をコ

ンタクトガラスにセットしたとき＞を参照してください。

原稿 1 ページを送信するごとに次の原稿セットを促すアラーム音が鳴ります。アラーム

音が鳴り終わって、一定時間経過しても次の原稿セットが行われないと通信は終了しま

す。
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ファクスの操作方法（基本編）
3  原稿のセット

●使用できる原稿

> 原稿送り装置にセットする場合

• 種類…シート原稿

• サイズ…A3 ～ A5R
1600mm を超える長さの原稿が送信された場合、メッセージ表示部に原稿送り装置

での紙詰まり表示が出ます。

• 厚さ…片面原稿：45 ～ 160g/m2

両面原稿：50 ～ 120g/m2

• セット可能原稿枚数（普通紙）

A3 ～ A5R：50 枚（50 ～ 80g/m2）

> コンタクトガラスにセットする場合

• 最大サイズ… A3

●原稿についての注意事項

• 文字の色が極端に薄い原稿は、送信されてもはっきり印字されないことがあります。

• インクや糊などが乾いていない原稿は、完全に乾かしてからセットしてください。

• 原稿送り装置に原稿をセットする場合、クリップやステイプルで綴じられた原稿は、

故障の原因となりますので、必ずそれらを取り除いてからセットしてください。

• 使用可能なサイズ以外の原稿は送信できない場合があります。

• 原稿送り装置にパンチ穴の空いた原稿をセットすると、まれに相手先で出力された

用紙にグレーのすじが印字されることがあります。そのようなときは、原稿のセッ

ト方向を変えて送信しなおしてください。

（1）原稿の幅に合わせて原稿挿入ガイドを調節

してください。

（2）A3 および B4 などのサイズの大きな原稿を

セットするときは、排紙ガイドを開いてくだ

さい。
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ファクスの操作方法（基本編）
（3）原稿面を上にして原稿テーブルにセットし

てください。

参考 • 奥側の原稿挿入ガイドに貼付されている目盛を超えないよう原稿をセットしてくだ

さい。規定枚数を超える原稿をセットすると、原稿が詰まる原因になります。

• 原稿送り装置の詳細については本体の基本編の使用説明書を参照してください。

• 両面原稿をセットして、表と裏の両方の原稿を送信することもできます。（3-1 ペー

ジ参照）

＜コンタクトガラスへの原稿のセット方法＞

原稿送り装置を開いて、コンタクトガラス上に原稿をセットすることもできます。ブッ

ク原稿などは、コンタクトガラス上にセットしてください。

（1）原稿は原稿サイズ指示に確実に合わせ、 原稿

面を下向きにセットしてください。

（2）シート原稿をセットした場合には、原稿送り装置を閉めてください。

原稿送り装置を閉めずに、送信する場合は、［原稿サイズ選択］キーで原稿サイズを

選択してください。

注意
原稿送り装置を開いたままで、放置しないで下さい。けがの原因となることがあります。
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ファクスの操作方法（基本編）
4 画質の選択

5 種類の画質モードの中から原稿に適したモードを選択できます。

• ノーマル：普通の大きさの文字の原稿を送るとき

• ファイン：比較的小さい文字や細い線のある原稿を送るとき

• スーパーファイン：微細な文字や線のある原稿を送るとき

• ウルトラファイン：微細な文字や線のある原稿をできるかぎりきれいに送るとき

オプションメモリを増設しないときはウルトラファインは選択できません。

• ハーフトーン：文字だけでなく写真も入っている原稿をきれいに送りたいとき

工場出荷時は“ノーマル”に設定されています。通常はノーマルに設定されており、画

質選択表示は全て消灯しています。ノーマルのままでよければ、特に操作の必要はあり

ません。

画質の選択は、［画質選択］キーを押して行いま

す。好みの画質モードの表示を点灯させてくだ

さい。

ご注意 • ファインやスーパーファインを選択すると画像は鮮明になりますが、ノーマルに比

べて送信時間は長くなります。

• ハーフトーンではグレイ（灰色）をきれいに再現しますが、ノーマルやファインよ

りも送信時間は長くなります。

• ウルトラファインで送信する場合は、オプションメモリ（32MB）を増設する必要

があります。オプションメモリを増設していない場合は、ウルトラファインは選択

できません。

• スーパーファインやウルトラファインで送信する場合は、受信側の機械もそれらの

モードで受信する機能を備えていなければなりません。受信側がその機能を備えて

いない場合は、ファインの画質で送信されます。

5 原稿濃度の選択

原稿の読み取り時の濃度は［原稿濃度調整］

キーを押して選択してください。3 段階で調節で

きます。

通常は原稿濃度表示の真ん中が点灯しています。

濃くするときは、右端の原稿濃度表示を、薄く

するときは、左端を点灯させてください。
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ファクスの操作方法（基本編）
6 相手先をダイヤル

テンキーを使って相手先の番号を入力してくだ

さい。

相手先の番号は 32 桁まで入力できます。

間違えて入力した場合は、［＜］キーや［＞］

キーを押して、訂正したい箇所までカーソルを

移動させ、正しい番号を入力してください。ま

た、［ストップ / クリア］キーを押すと、最初か

ら入力しなおすことができます。

操作を途中で中止したいときは、［リセット］キーを押してください。入力途中の内容

などはクリアされて初期モードに戻ります。

入力時の操作ミスなどのために、操作を途中で止めたときなどは、操作を最初からやり

なおしてください。

＜［ポーズ］キーについて＞

このキーを押すとダイヤル時に約 3 秒の待ち時間が設定されます。０発信（構内交換機

を使って内線から外線への発信）するときや、情報サービスを受けるときなどの待ち時

間の設定に使用します。

＜ダイヤルのしかた＞

ダイヤルのしかたはテンキーを使って行う他、以下のような方法があります。

• ワンタッチダイヤル…2-26 ページ参照

• 短縮ダイヤル…2-32 ページ参照

• プログラムダイヤル…5-52 ページ参照

• グループダイヤル…5-42 ページ参照

• 手動リダイヤル…2-37 ページ参照

:0_

スタートキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（基本編）
7 送信スタート

［スタート］キーを押してください。機械は送信

のための動作を開始します。

原稿読み取り中やダイヤル中には原稿濃度や画

質が選択できます。

＞送信の確認をするには…

カバープレートを左にして、［画面切替］キーを

押してください。キーを押している間はメッ

セージ表示に送信の状況を表示し、キーを離す

と元の表示に戻ります。

＞送信を中止するには…

送信を中止したいときは、カバープレーを左に

して、［画面切替］キーを押しながら［ストップ 
/ クリア］キーを押してください。機械は送信を

中止します。 

文書番号:001
:1234567

ダイヤル中です
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ファクスの操作方法（基本編）
＜原稿をコンタクトガラスにセットしたとき＞

原稿をコンタクトガラスにセットしたときは、原稿サイズを検知させるために原稿送り

装置を閉じてください。また、ブック原稿などで原稿送り装置を閉じないときは原稿サ

イズを選択してください。

原稿をコンタクトガラスにセットしたときは、

［スタート］キーを押した後で以下のような原稿

の読み込み画面が表示されます。以下の手順を

行ってください。

＞原稿の読み込みを継続する場合

（1）次の原稿と交換してください。

原稿を原稿送り装置にセットすることもできます。

（2）「はい」が選択されていることを確認して［OK］キーを押してください。

（3）［スタート］キーを押してください。

原稿を原稿送り装置にセットしたときは、自動的に読み込みを行い、送信を行いま

す。

残りの原稿に対しても同じように（1）～ (3) を行ってください。

＞原稿の読み込みを終了する場合

（1）［▼］キーを押して、「いいえ」を選択して

してください。

（2）［OK］キーを押してください。送信動作を開始します。

原稿の読み込みを継続する:
はい
いいえ

原稿の読み込みを継続する:
はい
いいえ
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ファクスの操作方法（基本編）
自動で受信する（FAX 専用自動受信）

ファクス専用として使用する場合は、FAX 専用受信モードを選択してください。受信時

には特に操作の必要はありません。

参考 FAX 専用受信モードで受信を行うときは、7-12 ページの受信方法を設定する（受信モード

設定）を参照して、「FAX 受信」を選択してください。

＜受信モードについて＞

受信モードには以下のような受信モードがあります。

• FAX 専用自動受信

• 手動受信…3-23 ページ参照

• FAX/TEL 自動切替受信…5-1 ページ参照

• FAX/ 留守番電話自動切替受信…5-3 ページ参照

1 受信モードの確認

手動受信表示と留守電接続表示が両方消灯して

いることを確認してください。

＞受信モードを変更するとき

カバープレートを左にし、［留守電 / 手動受信］

キーを押して、両方の表示を消灯させてくださ

い。
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ファクスの操作方法（基本編）
2 受信開始

相手先のファクスから原稿が送られてくると、設定された回数の呼出しが行われた後、

受信を開始します。

受信が開始されると通信中表示が点灯しますが、メッセージ表示は特に変わりません。

＞受信を中止するには…

カバープレート左にし、［画面切替］キーを押し

ながら［ストップ / クリア］キーを押してくだ

さい。受信を中止します。

＜受信時コピー切替機能＞

機械がダイレクト受信（画像メモリを使わない受信）中であるときでも、コピーをとる

ことができます。

受信中に［割り込み］キーを押してください。ダイレクト受信が代行受信に切り替わ

り、コピー操作が可能となります。

＜代行受信＞

用紙切れや紙詰まりなどで出力できない場合、機械は送られてきた原稿をいったん画像

メモリに記憶します。そして出力可能な状態になると、印字出力を行います。

3 印字出力

受信した原稿は、コピー収納部に印字された面

を下にして出力されます。

参考 • コピー収納部や制限収納枚数は本体の基本編の使用説明書を参照してください。制

限収納枚数を超えるときは、コピー収納部の用紙を全て取り出してください。

• 用紙がカセットになかったり、紙詰まりなどで機械が出力できない状態であっても

受信は行われます。（代行受信）

• ウルトラファインで受信するためには、オプションメモリ（32MB）を増設する必

要があります。
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ファクスの操作方法（基本編）
通信を中止する

本機には通信中断機能が備わっているため、通信途中であってもその通信を中止するこ

とができます。通信の中止方法は、送信モード（メモリ送信あるいはダイレクト送信）

や通信形態によって異なります。ここでは、様々なケースでの通信の中止方法を説明し

ます。

メモリ送信の中止のしかた

メモリ送信モードで送信操作を行なうと、送信は裏動作で実行されるため、まずメッ

セージ表示に裏動作を表示させる必要があります。下記の手順にしたがって、中止操作

を行ってください。

1 カバープレートを左にし、［画面切替］キーを押

してください。メッセージ表示に通信中の裏動

作が表示されます。

2 ［画面切替］キーを押したまま、送信中の文章番

号を確認して［ストップ / クリア］キーを押し

てください。送信が中止されます。

順次同報送信などのように複数宛先への送信中

に中止操作を行ったとき、まだ送信する宛先が

残っている場合は、メッセージ表示に残りの宛

先への送信を続けるかどうかの選択画面が表示

されます。

＞「はい」を選択したときは、残りの宛先への送信が再開されます。

＞「いいえ」を選択する、または選択せずにオートクリアが行われたときは、残りの宛

先への送信が全て中止されます。

文書番号:001
:1234567

ダイヤル中です

はい
通信を続行する:

いいえ
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ファクスの操作方法（基本編）
ダイレクト送信の中止のしかた

ダイレクト送信モードで送信操作を行なうと、送信は表動作で実行されるため、メッ

セージ表示には送信の状況が表示されています。下記の手順にしたがって、中止操作を

行ってください。

1 メッセージ表示には通信中の状況が表示されて

いますので、内容を確認してください。

2 ［ストップ / クリア］キーを押してください。送

信が中止されます。

送信待機中のときは、［▼］キーで「いいえ」を

選択して［OK］キーを押してください。送信が

中止されます。

原稿送り装置に原稿をセットしたときは、現在

送信中の原稿は原稿送り装置の上カバーに排出

されます。

受信の中止しかた

受信は裏動作で実行されるため、まずメッセージ表示に裏動作を表示させる必要があり

ます。下記の手順にしたがって、中止操作を行ってください。

1 カバープレートを左にし、［画面切替］キーを押

してください。メッセージ表示に通信中の裏動

作が表示されます。

01ページ　　文書番号:001
:1234567

原　稿 :A4
送信中です

01ページ
:0123456

受信中です
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ファクスの操作方法（基本編）
2 ［画面切替］キーを押したまま、［ストップ / ク
リア］キーを押してください。受信が中止され

ます。

ポーリング受信などのように複数の相手先から

の受信中に中止操作を行ったとき、まだ受信す

る相手先が残っている場合は、メッセージ表示

に残りの相手先から受信を続けるかどうかの選

択画面が表示されます。

＞「はい」を選択したときは、残りの相手先からの受信が再開されます。

＞「いいえ」を選択する、または選択せずにオートクリアが行われたときは、残りの相

手先からの受信は全て中止されます。

はい
通信を続行する:

いいえ
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ファクスの操作方法（基本編）
コピー中に受信原稿を出力する（ファクス優先出力）

コピー機能使用中にファクス原稿の受信が行われ、コピーの出力を待たずにファクスの

出力を優先させることができます。

1 ファクス原稿を受信すると通信中表示が点灯します。

2 ［割り込み］キーを押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「FAX 優先

出力」を選択し、［OK］キーを押してください。

受信原稿を出力します。また、受信原稿の出力

が終わると自動的にコピーを再開します。

受信原稿出力中にコピーする（コピー優先出力）

ファクスの受信原稿の出力中にその出力を中断してコピー作業を優先して行うことがで

きます。

1 ［割り込みコピー］キーを押してください。

2 「割り込みコピー」が表示されていることを確認

して、［OK］キーを押してください。

3 割り込みコピーを行ってください。

割り込みコピーが終了したら、［割り込みコピー］キーを押してください。受信原稿の

出力を再開します。

割り込みコピー
割り込みモードを選んで下さい

ファクス優先出力

割り込みコピー
割り込みモードを選んで下さい

プリンタ優先出力
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ファクスの操作方法（基本編）
文字を入力する

本機では、相手先名称入力などで使用する文字を入力するために、7 つの入力モード

（全角漢字 / 全角英数大文字 / 全角英数小文字 / 半角カタカナ / 半角英数大文字 / 半角英数

小文字 / 全角区点コード）が用意されています。文字の入力は、カバープレートを左右

に開き、ワンタッチキーと機能キーを使用して行います。各入力モードでの入力例を参

照して文字入力を行ってください。

配置文字と機能キーの働き

各ワンタッチキーには、下表のとおり英文字や記号が配置されています。また、各機能
キーには文字入力の際に下表のような働きをします。

ワンタッチキーと

機能キー

配置文字または

キーの働き

ワンタッチキーと

機能キー

配置文字または

キーの働き

ワンタッチキー 1 「ABC」の入力 ワンタッチキー 21 あ行の入力

ワンタッチキー 2 「DEF」の入力 ワンタッチキー 22 か行の入力

ワンタッチキー 3 「GHI」の入力 ワンタッチキー 23 さ行の入力

ワンタッチキー 4 「JKL」の入力 ワンタッチキー 24 た行の入力

ワンタッチキー 5 「MNO」の入力 ワンタッチキー 25 な行の入力

ワンタッチキー 6 「PQR」の入力 ワンタッチキー 26 は行の入力

ワンタッチキー 7 「ST」の入力 ワンタッチキー 27 ま行の入力

ワンタッチキー 8 「UVW」の入力 ワンタッチキー 28 や行の入力

ワンタッチキー 9 「XYZ」の入力 ワンタッチキー 29 ら行の入力

ワンタッチキー 10 「0~9」の入力 ワンタッチキー 30 「ーわをん」の入力

ワンタッチキー 11 「. , ' "」の入力 ワンタッチキー 31 「 ﾞ ﾟ」の入力

ワンタッチキー 12 「_ － + &」の入力 ワンタッチキー 32 ［記号］キー

ワンタッチキー 13 「/():」の入力 ［両面送信］キー ひらがな、半角カタ

カナの切り替え

ワンタッチキー 14 「;?[ ]%!@=」の入力 ［ポーリング］キー ［▲］キー

（上へカーソル移動）

ワンタッチキー 15 「 * #」の入力 ［時刻指定］キー ［変換］キー

ワンタッチキー 16 スペースの入力 ［Ｆコード］キー 無変換

ワンタッチキー 17 ［＜］キー

（左へカーソル移動）

［同報］キー ［＜］キー

（左へカーソル移動）

ワンタッチキー 18 ［▲］キー

（上へカーソル移動）

無印キー ［▼］キー

（下へカーソル移動）

ワンタッチキー 19 ［＞］キー

（右へカーソル移動）

［ボックス入出力］

キー

［＞］キー

（右へカーソル移動）

ワンタッチキー 20 大文字、小文字の

切り替え

［画面切替］キー ［確定］キー
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ファクスの操作方法（基本編）

2

文字入力モードの切り替え方

文字入力モードの切り替えには、カバープレートの左右への移動、ワンタッチキー 20
及び［ひら / 半角カナ切り替え］キー（［両面送信］キー）を組み合わせ使用します。相

手先名称などの入力時、入力モードを切り替えるときは、下記の手順にしたがって、操

作を行ってください。

参考 メッセージ表示の 3 行目右側に表示されている文字は、現在設定されている入力モード

を示しています。

●全角漢字モード

（カバープレートが左

に開いている状態 )

カバープレートを左に開く カバープレートを右に開く

●全角英数大モード

 ワンタッチキー 20 を押す ワンタッチキー 20 を押す

●全角英数小モード

カバープレートを右に開く カバープレートを左に開く

●全角漢字モード

     ［両面送信］キーを押す ［両面送信］キーを押す

●半角カタカナモード

  カバープレートを右に開く

●半角英数大モード

    ワンタッチキー 20 を押す ワンタッチキー 20 を押す

●半角英数小モード

 ［ストップ / クリア］キーを押す テンキーの「＃」を押す

●全角区点モード

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角英数大

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角英数小

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角ｶﾀｶﾅ

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角英数大

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角英数小

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角区点

*
［          ］
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ファクスの操作方法（基本編）
入力のしかた

●全角漢字モードでの入力

全角漢字モードで相手先名称などを入力するときは、カバープレートを左に開きひらが

なの配置されたワンタッチキーと［変換］キー（［時刻指定］キー）を使って、文字を

入力します。下記の例を参考にして操作を行ってください。

参考 • 漢字の入力は単漢字変換で１文字ずつ入力してください。

• 全角漢字モードでは、全角のカタカナは入力できますが英字は入力できません。

【例】「京ｾﾗ」の「京」と入力する場合

1 2-16 ページの文字入力モードの切り替え方を参

照して、全角漢字モードを選択してください。

2 ワンタッチキー 22（か行）を 2 回押してくださ

い。「き」の文字がメッセージ表示の 3 行目に入

力されます。

3 同様にワンタッチキー 28（や行）を 6 回押し、

ワンタッチキー 21（あ行）を 3 回押してくださ

い。「きょう」の文字がメッセージ 3 行目に入力

されます。

4 ［変換］キーを押してください。変換候補の文字

が表示されます。

漢字に変換せずに“ひらがな”で入力するとき

は、［無変換］キーを押してください。手順 3 で

メッセージ表示された「きょう」の文字が確定し、2 行目に表示されます。

5 ［▲］キー、［▼］キー、［＜］キー、［＞］キー

を押してカーソルを動かし、変換したい文字を

選択してください。

［▲］キーまたは［▼］キーを押すと、矢印カー

ソルは上下に動きます。

［＜］キーまたは［＞］キーを押すと、四角カーソルは左右に動きます。メッセージ表

示は左右にスクロールしますので、該当する文字がないときは、その文字が表示される

まで［＞］キーを押してください。

6 ［確定］キーを押してください。選択した文字が

確定します。

このとき［＜］キーを押すと、カーソル位置は 1
文字分左へ戻ります。

7 文字の入力がすべて終了したら、［▲］キーを押して、「入力終了」を選択し、［確定］

キーを押してください。

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

入力終了

［き
文字入力後→変換、無変換キー

全角漢字
*

］

入力終了

［きょう
文字入力後→変換、無変換キー

全角漢字
*

］

杏 亨 供 兇 凶 卿 境 彊 恭

で選択→確定キー

橿 享 侠 競 協 叫 峡 怯 挟
叶 京 僑 共 匡 喬 強 恐 教

杏 亨 供 兇 凶 卿 境 彊 恭

で選択→確定キー

橿 享 侠 競 協 叫 峡 怯 挟
叶 京 僑 共 匡 喬 強 恐 教

入力終了

［
文字入力後→変換、無変換キー

全角漢字
*京

］
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ファクスの操作方法（基本編）
ご注意 同一行で２文字以上ひらがなを入力して漢字変換する場合は、文字入力後、［OK］キー

を押してから次の文字を入力してください。

【例】「あい」と入力して「愛」を選択する場合

1 ワンタッチキー 21（あ行）を 1 回押して「あ」を入力してください。

2 ［OK］キーを押してください。

3 ワンタッチキー 21（あ行）を 2 回押して「い」を入力してください。

4 ［変換］キーを押した後、［▲］キーまたは［▼］キーで「愛」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

●半角カタカナモードでの入力

半角カタカナで相手先名称などを入力するときは、ひらがなの配置されたワンタッチ

キーを使って、文字を入力します。下記の例を参考にして操作を行ってください。

参考 半角カタカナモードでは、漢字、ひらがな、英字は入力できません。

【例】「京ｾﾗ」のｾﾗを入力する場合

1 2-16 ページの文字入力モードの切り替え方を参

照して、半角カタカナモードを選択してくださ

い。

2 ワンタッチキー 23（さ行）を 4 回押してくださ

い。「ｾ」の文字が入力されます。

次の文字を入力するときは［＞］キーを押して

カーソルを 1 文字移動させてください。

3 ワンタッチキー 29（ら行）を押してください。

「ﾗ」の文字が入力されます。

最初から入力しなおすときは、［ストップ / クリ

ア］キーを押してください。入力した文字が全

てクリアされます。

4 文字の入力が全て終了したら、［▲］キーを押して、「入力終了」を選択し［確定］キー

を押してください。

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角ｶﾀｶﾅ

*京

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角ｶﾀｶﾅ

*京ｾ

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角ｶﾀｶﾅ

*京ｾﾗ
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ファクスの操作方法（基本編）
●全角英数大文字 / 小文字モードでの入力

全角英数大文字モードや全角英数小文字モードでの入力は、カバープレートを右に開い

た状態で英文字や記号が配置されているワンタッチキーを押すことによって行います。

ここでは、先頭 1 文字が大文字、残りを小文字で入力するケースを考え、大文字モード

と小文字モードでの入力方法を一緒に説明しています。下記の例を参考にして操作を

行ってください。

参考 全角英数大文字 / 小文字モードでは、漢字、ひらがな、カタカナは入力できません。

【例】「Ｋｙｏｃｅｒａ」と入力する場合

1 2-16 ページの文字入力モードの切り替え方を参

照して、全角英数大文字モードを選択してくだ

さい。

2 ワンタッチキー 4（JKL）を 2 回押してくださ

い。メッセージ表示には全角の「Ｋ」の文字が

入力されます。

［＞］キーを押してカーソルを 1 文字移動させて

ください。

3 ワンタッチキー 20（大文字 / 小文字）を押して

ください。入力モードが全角英数小文字モード

に切り替わります。

再び全角英数大文字モードに戻したいときは、

「全角英数大」の文字が表示されるまで、ワンタッチキー 20（大文字 / 小文字）を押し

てください。

4 手順 2 と同様にして、小文字の「ｙｏｃｅｒａ」

を入力してください。

最初から入力しなおすときは、［ストップ / クリ

ア］キーを押してください。入力した文字が全

てクリアされます。

5 文字の入力が全て終了したら、［▲］キーを押して、「入力終了」を選択し［確定］キー

を押してください。

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角英数大

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角英数大

*Ｋ

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角英数小

*Ｋ

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角英数小

*Ｋｙｏｃｅｒａ
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ファクスの操作方法（基本編）
●半角英数大文字 / 小文字モードでの入力のしかた

半角英数大文字モードや半角英数小文字モードでの入力は、カバープレートを右に開い

た状態で英文字や記号が配置されているワンタッチキーを押すことによって行います。

ここでは、先頭 1 文字が大文字、残りを小文字で入力するケースを考え、大文字モード

と小文字モードでの入力方法を一緒に説明しています。下記の例を参考にして操作を

行ってください。

参考 半角英数大文字 / 小文字モードでは、漢字、ひらがな、カタカナは入力できません。

【例】「Kyocera」と入力する場合

1 2-16 ページの文字入力モードの切り替え方を参

照して、半角英数大文字モードを選択してくだ

さい。

2 ワンタッチキー 4（JKL）を 2 回押してくださ

い。メッセージ表示には半角の「K」の文字が入

力されます。次の文字を入力するときは［P］
キーを押してカーソルを 1 文字移動させてくだ

さい。

3 ワンタッチキー 20（大文字 / 小文字）を押して

ください。入力モードが半角英数小文字モード

に切り替わります。

再び半角英数大文字モードに戻したいときは、

「半角英数大」の文字が表示されるまで、ワンタッチキー 20（大文字 / 小文字）を押し

てください。

4 手順 2 と同様にして、小文字の「ｙｏｃｅｒａ」

を入力してください。

最初から入力しなおすときは、［ストップ / クリ

ア］キーを押してください。入力した文字が全

てクリアされます。

5 文字の入力が全て終了したら、［▲］キーを押して、「入力終了」を選択し［確定］キー

を押してください。

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角英数大

*

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角英数大

*K

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角英数小

*K

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
半角英数小

*Kyocera
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ファクスの操作方法（基本編）
●全角区点コードモードでの入力のしかた

全ての文字をテンキーを使って区点コードで入力する方法です。漢字、ひらがな、カタ

カナ、英数字、記号を入力することができます。

参考 • 入力できる文字は全角文字に限ります。半角文字は入力できません。

• 各文字の区点コードは、10-8 ページの区点コード表を参照してください。

• 文字と文字の間にスペースを入力するときは、ワンタッチキー 19 を押すか、［＞］

キーを押してカーソルを次の文字入力位置に動かしてください。

• 最初から入力しなおすときは、［ストップ / クリア］キーを押してください。入力し

た文字が全てクリアされます。

【例】「大阪」と入力する場合

1 10-8 ページの区点コード表を参照して、入力に必要な全ての文字の区点コード（4 桁）

をメモしてください。この例で入力する「大」の区点コードは“3471”、「阪」の区点

コードは“2669”となります。

漢字を探すときは、音読みで探してください。

2 ［＃］キーを押すと、全角区点コードモードにな

ります。

3 テンキーを使って“347”と入力してください。

入力した区点コードの 3 桁目までが、メッセー

ジ表示の 3 行目に入力されます。

4 テンキーを使って“1”を入力してください。

「大」の文字がメッセージ表示の 2 行目に入力さ

れます。

区点コードの 4 桁目を入力すると、文字が表示

されます。

このとき［＞］キーを押すと、カーソル位置は 1 文字分左へ戻ります。

5 手順 2 ～ 4 と同様にして、区点コード“2669”
を入力してください。「阪」の文字が「大」の後

に続いて入力されます。

6 ［▲］キーを押して、「入力終了」を選択してください。

「入力終了」を選択後、［確定］キーを押すと文字の入力が終了します。

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角区点

*
［          ］

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角区点

*
［3 4 7     ］

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角区点

*
［          ］
大

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角区点

*
［          ］
大阪
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ファクスの操作方法（基本編）
ワンタッチキーで送信する（ワンタッチダイヤル）

ワンタッチキーに相手先のファクス番号を登録しておくと、ワンタッチダイヤルとして

使うことができます。また、ワンタッチダイヤルは、暗号通信時の相手先指定にも使わ

れます。

登録のしかた

参考 • 32 個のワンタッチキー全てにワンタッチダイヤルを登録できます。

• 登録時に［F コード］キーを押してサブアドレスを入力した場合、暗号通信に関す

る登録を行うことはできません。

• 登録したワンタッチダイヤルの内容を確認するときは、ワンタッチダイヤルリスト

を出力してください。

• ワンタッチダイヤルの登録時には、ファクス番号だけでなく相手先名称も登録され

ることをおすすめします。相手先名称が登録されていると、宛先帳機能を使って相

手先を検索するときに役立ちます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。（1-13
ページの初期モードについて参照）

機械がファクスモードでないときは、［ファクス］キーを押して、ファクス表示を点灯

させてください。

2 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キー

を押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「ワン

タッチダイヤル登録」を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。

5 未登録のワンタッチキーを押してください。

ファクス登録:

短縮ダイヤル登録
ワンタッチダイヤル登録

終了
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ファクスの操作方法（基本編）
6 テンキーを使って、相手先のファクス番号を入

力してください。

相手先番号は最大 32 桁まで入力することができ

ます。

7 F コード通信を行うときは、［F コード］キーを

押した後、次の手順 8 へ進んでください。

F コード通信を行わないときは、手順 11 へ進ん

でください。

8 テンキーを使って、サブアドレスを入力してく

ださい。

サブアドレスは F コード通信を行う際、相手先

の原稿受渡しボックス（F コードボックス）を

指定するために必要です。0 ～ 9 の数字を使って最大 20 桁までで入力してください。

9 ［OK］キーを押してください。

10 テンキーを使って、F コードパスワードを入力

してください。

F コードパスワードは、F コード通信を行うとき

に使用します。相手先との取り決め上、不要な

場合は入力する必要はありません。

＞ F コードパスワードを入力するときは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、“#”の文字を使って最

大 20 桁までで入力してください。

＞ F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 11 へ進んでください。

11 ［OK］キーを押してください。

12 相手先名称を入力してください。

参考 全角文字なら最大 10 文字、半角文字なら最大 20 文字まで登録することができます。

（2-15 ページの文字を入力する参照）

13 ［確定］キーを押してください。

14 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して画面をスク

ロールさせ、宛先帳タグを選択してください。

15 ［OK］キーを押してください。

:_

ファクス番号を入力して下さい

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

宛先帳タグ選択:
あ
か
さ
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ファクスの操作方法（基本編）
16 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、送信開始

速度を選択してください。

「33600bps」を選択して通信エラーが多発する

場合は、「14400bps」または「9600bps」を選択

してください。ただし、通信時間は長くなります。

＞手順 7 で［F コード］キーを押し、F コード通信の設定を行ったときは、手順 22 へ進ん

でください。

＞手順 7 で［F コード］キーを押していないときは、［OK］キーを押した後、手順 17 へ

進んでください。

17 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、現在登録

中のワンタッチダイヤルを暗号通信用として登

録するかどうかを選択してください。

＞暗号通信用として登録するときは「On」を選択した後、次の手順 18 へ進んでくださ

い。

＞暗号通信用として登録しないときは、「Off」を選択した後、手順 22 へ進んでくださ

い。

18 ［OK］キーを押してください。

19 使用する暗号鍵に対応する暗号鍵番号を、テン

キーを使って 01 ～ 20 までの 2 桁で入力してく

ださい。

20 ［OK］キーを押してください。

21 受信側に設定されている暗号ボックスのボック

ス番号を入力してください。

22 ［OK］キーを押してください。ワンタッチダイヤルの登録が終了します。

＞引き続き別のワンタッチダイヤルの登録を行うときは、手順 5 に戻ってください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

送信開始速度:
33600bps
14400bps
9600bps

暗号通信:
On
Off

暗証鍵番号:00

暗号鍵の番号を入力して下さい

BOX番号:0000

BOX番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（基本編）
内容の変更と削除のしかた

登録内容の変更時、F コード通信の設定が ON のときは暗号通信に関する登録を行うこ

とはできません。また、同様に暗号通信の設定が ON のときは F コード通信に関する登

録を行うことができません。

1 2-22 ページの登録のしかたの手順 1 ～ 4 の操作を行ってください。

2 対象となるワンタッチダイヤルが登録されてい

るワンタッチキーを押してください。

3 ＞登録内容を変更するとき

（1）［▲］キーまたは［▼］キーを押して画面を

スクロールさせ、変更したい内容を選択して

ください。

（2）［OK］キーを押してください。

参考 個々の内容の変更手順については、2-22 ページの登録のしかたを参照し操作を行ってく

ださい。

＞ワンタッチダイヤルを削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

削除を中止するときは、もう一度［ストッ

プ / クリア］キーを押してください。

（2）［OK］キーを押してください。

4  登録内容の変更や削除が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は

初期モードに戻ります。

終了
ワンタッチ:02

大阪支社
:1236567

:123656

ファクス番号を入力して下さい

ワンタッチ:02

OKキーを押して下さい

削除します
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ファクスの操作方法（基本編）
使いかた

あらかじめ登録されたワンタッチダイヤルを使って相手先にダイヤルすることができま

す。

1 機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。（1-13
ページの初期モードについて参照）

機械がファクスモードでないときは、［ファクス］キーを押して、ファクス表示を点灯

させてください。

2 原稿をセットしてしてください。

3 使いたいワンタッチダイヤルが登録されているワンタッチキーを押してください。

参考 • コンタクトガラスに原稿をセットしたときは、原稿 1 枚ごとに読み込みの継続の選

択操作を行う必要があります。（2-8 ページ参照）

• 機械は送信のための動作を開始します。［スタート］キーを押す必要はありません。

• ワンタッチキーを押したときに以下のようなメッセージが表示されるときは、7-7
ページの相手先の名称を確認してダイヤルする（ダイヤル確認設定）が「On」に

なっています。

相手先名称など登録内容を確認して、メッセー

ジ表示のしたに表示される数字をテンキーで入

力してください。ダイヤルを開始します。

:関東エリア

1番のキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（基本編）
ワンタッチダイヤルリストの出力のしかた

ワンタッチダイヤルに登録されているファクス番号は、ワンタッチダイヤルリストを出

力することによって確認できます。

参考 • ワンタッチダイヤルが全く登録されていない場合、ワンタッチダイヤルリストは出

力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。

2 カバープレートを左にし、［レポート出力］キー

を押してください。

［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤル

登録情報リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ワンタッ

チダイヤルリスト」を選択し、［OK］キーを押し

てください。ワンタッチダイヤルリストの出力が

開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

ワンタッチダイヤルが全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機械

は初期モードに戻ります。

レポート出力:
FコードBOXリスト
暗号BOXリスト
ダイヤル登録情報リスト

ダイヤル登録情報リスト出力:

宛先帳リスト
ワンタッチダイヤルリスト
短縮ダイヤルリスト
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ファクスの操作方法（基本編）
3 桁の数字で相手先にダイヤルする（短縮ダイヤル）

相手先のファクス番号と一緒に 3 桁の短縮番号を登録しておくと、短縮ダイヤルとして

使うことができます。また、短縮ダイヤルは、暗号通信時の相手先指定にも使われま

す。

登録のしかた

参考 • 短縮ダイヤルは最大 200 個（000 ～ 199）まで登録できます。

• 登録時に［F コード］キーを押してサブアドレスを入力した場合、暗号通信に関す

る登録を行うことはできません。

• 登録した短縮ダイヤルの内容を確認するときは、短縮ダイヤルリストを出力してく

ださい。

• 短縮ダイヤルの登録時には、ファクス番号だけでなく相手先名称も登録されること

をおすすめします。相手先名称が登録されていると、宛先帳機能を使って相手先を

検索するときに役立ちます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。(1-13
ページの初期モードについて参照）

機械がファクスモードでないときは、［ファクス］キーを押して、ファクス表示を点灯

させてください。

2 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キー

を押してください。

3 メッセージ表示で「短縮ダイヤル登録」が選択

されていることを確認し、［OK］キーを押して

ください。

4 テンキーを使って、登録したい短縮番号を 3 桁

（000 ～ 199）で入力してください。

5 ［OK］キーを押してください。

ファクス登録:

短縮ダイヤル登録
ワンタッチダイヤル登録

終了
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ファクスの操作方法（基本編）
6 テンキーを使って、相手先のファクス番号を入

力してください。

相手先番号は最大 32 桁まで入力することができ

ます。

7 F コード通信を行うときは、［F コード］キーを押した後、次の手順 8 へ進んでくださ

い。

F コード通信を行わないときは、手順 11 へ進んでください。

8 テンキーを使って、サブアドレスを入力してく

ださい。

サブアドレスは F コード通信を行う際、相手先

の原稿受渡しボックス（F コードボックス）を

指定するために必要です。0 ～ 9 の数字を使って最大 20 桁までで入力してください。

9 ［OK］キーを押してください。

10 テンキーを使って、F コードパスワードを入力

してください。

F コードパスワードは、F コード通信を行うとき

に使用します。相手先との取り決め上、不要な

場合は入力する必要はありません。

＞ F コードパスワードを入力するときは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、“#”の文字を使って最

大 20 桁までで入力してください。

＞ F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 11 へ進んでください。

11 ［OK］キーを押してください。

12 相手先名称を入力してください。

全角文字なら最大 10 文字、半角文字なら最大 20
文字まで登録することができます。（2-15 ページ

の文字を入力する参照）

13 ［確定］キーを押してください。

14 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して画面をスク

ロールさせ、宛先帳タグを選択してください。

15 ［OK］キーを押してください。

:_

ファクス番号を入力して下さい

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

宛先帳タグ選択:
あ
か
さ
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ファクスの操作方法（基本編）
16 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、送信開始

速度を選択してください。

「33600bps」を選択して通信エラーが多発する

場合は、「14400bps」または「9600bps」を選択

してください。ただし、通信時間は長くなります。

＞手順 7 で［F コード］キーを押し、F コード通信の設定を行ったときは、手順 22 へ進ん

でください。

＞手順 7 で［F コード］キーを押していないときは、［OK］キーを押した後、手順 17 へ

進んでください。

17 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、現在登録

中の短縮ダイヤルを暗号通信用として登録する

かどうかを選択してください。

＞暗号通信用として登録するときは「On」を選択した後、次の手順 18 へ進んでくださ

い。

＞暗号通信用として登録しないときは、「Off」を選択した後、手順 22 へ進んでくださ

い。

18 ［OK］キーを押してください。

19 使用する暗号鍵に対応する暗号鍵番号を、テン

キーを使って 01 ～ 20 までの 2 桁で入力してく

ださい。

20 ［OK］キーを押してください。

21 受信側に設定されている暗号ボックスのボック

ス番号を入力してください。

22 ［OK］キーを押してください。短縮ダイヤルの登録が終了します。

＞引き続き別の短縮ダイヤルの登録を行うときは、手順 4 に戻ってください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

33600bps
送信開始速度:

11400bps
9600bps

暗号通信:
On
Off

暗証鍵番号:00

暗号鍵の番号を入力して下さい

BOX番号:0000

BOX番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（基本編）
内容の変更と削除のしかた

登録内容の変更時、F コード通信の設定が「ON」のときは暗号通信に関する登録を行う

ことはできません。また、同様に暗号通信の設定が「ON」のときは F コード通信に関

する登録を行うことができません。

1 2-28 ページの登録のしかたの手順 1 ～ 3 の操作を行ってください。

2  対象となる短縮ダイヤルの短縮番号（3 桁）を

入力し、［OK］キーを押してください。

3  ＞登録内容を変更するとき

（1）［▲］キーまたは［▼］キーを押して画面を

スクロールさせ、変更したい内容を選択して

ください。

（2）［OK］キーを押してください。

参考 個々の内容の変更手順については、2-28 ページの登録のしかたを参照し操作を行ってく

ださい。

＞短縮ダイヤルを削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

削除を中止するときは、もう一度［ストッ

プ / クリア］キーを押してください。

（2）［OK］キーを押してください。

登録内容の変更や削除が全て終了すれば、

［リセット］キーを押してください。機械は

初期モードに戻ります。

短縮:
終了

:263541256325
京町支店

:263541256325

ファクス番号を入力して下さい

短縮:003

OKキーを押して下さい

削除します
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ファクスの操作方法（基本編）
使いかた

あらかじめ登録された短縮番号（3 桁）を使って相手先にダイヤルすることができます。

1  機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。（1-13
ページの初期モードについて参照）

機械がファクスモードでないときは、［ファクス］キーを押して、ファクス表示を点灯

させてください。

2 原稿をセットしてください。

参考 コンタクトガラスに原稿をセットしたときは、原稿 1 枚ごとに読み込みの継続の選択操

作を行う必要があります。（2-8 ページ参照）

3 カバープレートを右にして、［短縮 / 宛先帳］

キーを押してください。

4 テンキーを使って、相手先を登録している短縮

番号を（3 桁）で入力してください。

機械は送信のための動作を開始します。［スター

ト］キーを押す必要はありません。

入力された短縮番号に何も登録されていない場合は、エラーメッセージが表示され、機

械は初期モードに戻ります。

短縮:_

宛先を入力して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（基本編）
短縮ダイヤルリストの出力のしかた

短縮ダイヤルに登録されているファクス番号は、短縮ダイヤルリストを出力することに

よって確認できます。

参考 • 短縮ダイヤルが全く登録されていない場合、短縮ダイヤルリストは出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。

2 カバープレートを左にし、［レポート出力］キー

を押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤル

登録情報リスト」を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。

5 「短縮ダイヤルリスト」が選択されていることを

確認した後、もう一度［OK］キーを押してくだ

さい。短縮ダイヤルリストの出力が開始されま

す。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

短縮ダイヤルが全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機械は初期

モードに戻ります。

レポート出力:
FコードBOXリスト
暗号BOXリスト
ダイヤル登録情報リスト

ダイヤル登録情報リスト出力:

宛先帳リスト
ワンタッチダイヤルリスト
短縮ダイヤルリスト
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ファクスの操作方法（基本編）
宛先帳でダイヤルする（宛先帳）

短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルに登録している相手先の名前を検索し、その検索し

た相手先にすぐにダイヤルできる機能です。宛先帳では、グループダイヤル、プログラ

ムダイヤルも検索することができます。登録している相手先が多い場合などは非常に役

立ちます。

参考 • 相手先番号の登録時（プログラムダイヤル / グループダイヤル / メモリー転送）や各

種機能通信の相手先番号入力にも宛先帳を使用することができます。

• 短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤル、プログラムダイヤル、

チェーンダイヤルの登録時に、名称（相手先名称／グループ名称／プログラム名称）

を登録しておくことをお薦めします。名称を登録していない場合は、相手先のファ

クス番号が表示されます。

＜宛先帳タグ＞

宛先帳機能では、相手先を探しやすくするために、ダイヤル登録時に宛先帳タグ（見出

し）を登録し、そのタグを使って検索を行います。宛先帳タグは、「かな」と「数字」

の 2 種類のうちのどちらかを選ぶことができます。7-18 ページの宛先帳のタグを選択す

る（宛先帳タグ設定）参照）

かな：あ、か、さ、た、な、は、ま、や、ら、わ、英数字

数字：０、１、２、３、４、５、６、７、８、９

＜検索ルール＞

検索は、選択したタグ内において、まず短縮番号の若い順に表示され、その後ワンタッ

チキーの番号の若い順に表示されます。

宛先帳の使用のしかた

ここでは例として、「かな」の宛先帳タグが設定されている場合の検索方法を説明して

います。

[ 例 ]「京セラミタ」を検索する場合

1 機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。（1-13
ページの初期モードについて参照）

機械がファクスモードでないときは、［ファクス］キーを押して、ファクス表示を点灯

させてください。

2 送信するときは原稿をセットしてください。
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ファクスの操作方法（基本編）
3 カバープレートを右にして、［短縮 / 宛先帳］

キーを 2 回押してください。

ダイヤル登録時の宛先帳タグ選択で「あ」を選

んで登録した相手先がメッセージ表示の上の行

から順に表示されます。

相手先の名称を登録しなかったときは、相手先

の番号が表示されます。

4 ［＜］キーもしくは［＞］キーを押して、宛先帳

タグの「か」を選択してください。

ダイヤル登録時の宛先帳タグ選択で「か」を選

んで登録した相手先がメッセージ表示の上の行

から順に表示されます。

属する相手が何もない宛先帳タグについては、エラーメッセージが表示されます。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「京セラ

ミタ」を選択してください。

6 ［OK］キーを押してください。選択した相手先へのダイヤルが行われます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

関東支店
神奈川営業所

 あ　か　さ　た　な　→
京セラミタ

関東支店
神奈川営業所

 あ　か　さ　た　な　→
京セラミタ
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ファクスの操作方法（基本編）
宛先帳リストの出力のしかた

宛先帳機能で検索できる相手先は宛先帳リストを出力すれば確認できます。

参考 • 検索できる相手先がない場合、宛先帳リストは出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1  機械がファクスの初期モードであることをメッセージ表示で確認してください。

2 カバープレートを左にし、［レポート出力］キー

を押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「ダイヤ

ル登録情報リスト」を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「宛先帳リ

スト」を選択し、［OK］キーを押してください。

宛先帳リストの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

検索できる相手先が全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機械は

初期モードに戻ります。

レポート出力:
FコードBOXリスト
暗号BOXリスト
ダイヤル登録情報リスト

ダイヤル登録情報リスト出力:

宛先帳リスト
ワンタッチダイヤルリスト
短縮ダイヤルリスト
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ファクスの操作方法（基本編）
同じ相手にダイヤルする（リダイヤル）

リダイヤルは、直前にダイヤルした相手先の番号をもう一度ダイヤルする機能です。

自動リダイヤルのしかた

原稿を送信しようとしても、相手先がすでに通信中で応答しないときもあります。そん

なときに機械が再び自動でダイヤルを行ってくれる機能です。

参考 • 機械が自動で行うため、何ら操作の必要はありません。自動リダイヤルは一定の間

隔をあけて数回行われますので、相手先の通信が長引いた場合でも安心です。

• ダイレクト送信時は、自動リダイヤルは行われません。

手動リダイヤルのしかた

送信を試みたが、相手先が応答しない。そんなときに［ポーズ / リダイヤル］キーを押

すと、直前にダイヤルした相手先の番号を、機械がもう一度ダイヤルする機能です。

カバープレートを右にして、［ポーズ / リダイヤ

ル］キーを押してください。機械がもう一度ダ

イヤルを行います。
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ファクスの操作方法（基本編）
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3 ファクスの操作方法（活用編）
両面原稿を送信する（両面送信）

オプションの原稿送り装置を装着時に両面原

稿の表と裏の両方の原稿を送信することがで

きる機能です。両面送信は、原稿送り装置か

ら原稿読み込みを行う全てのメモリ送信で行

うことができ、各種機能通信と組み合わせて

行うことも可能です。ここでは、1 宛先に両

面原稿を送信する方法をご紹介します。

参考 • 両面送信を行うためには、事前に原稿送り装置読込設定で「定形原稿」を選択して

おく必要があります。「長尺原稿」に設定されているときは、両面送信を行うことが

できません。（7-10 ページの原稿の読み込み条件を設定する（原稿送り装置読込設

定）参照）

• 操作途中で一度でも［両面送信］キーを押すと、短縮ダイヤルやワンタッチダイヤ

ルのオートスタート機能は働かなくなります。

• 開始時刻を指定するときは、相手先ファクス番号の入力終了までに［時刻指定］

キーを押してください。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1  両面原稿を原稿送り装置にセットしてください。

2 カバープレートを左にし、［両面送信］キーを押

してください。

メッセージ表示の 1 行目に、両面送信であるこ

とを示す「D」の文字が表示されます。

もう一度［両面送信］キーを押すと、両面送信

は解除されます。
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ファクスの操作方法（活用編）
3 相手先のファクス番号を入力してください。

相手先番号の入力には、短縮ダイヤル、ワン

タッチダイヤル、チェーンダイヤル、宛先帳機

能を使用することもできます。

4 ［OK］キーを押してください。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、カバー

ページの有無を選択してください。

＞両面原稿の先頭に片面印字された送り状などを添付して送信するときは、「あり」を

選択してください。機械は、原稿 1 枚目の片面（裏面）は読み込まずに送信を行いま

す。

＞両面原稿だけを送るときは、「なし」を選択してください。

6 ［OK］キーを押してください。

7 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、原稿裏面

を天地反転して読み込むかどうかを選択してく

ださい。

＞原稿を文字に対して垂直に読み込むときは、

「する」を選択してください。機械は、読み込

み時にメモリ内で原稿の裏面を反時計回りに

180 度回転します。

＞原稿を文字に対して水平に読み込むときは、

「しない」を選択してください。

8 ［OK］キーを押してください。機械はいったん原稿をメモリに読み込み、送信のための

動作を開始します。

:_

宛先を入力して下さい
原 稿 :

D

カバーページ:
あり
なし

裏面天地反転:
する
しない
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ファクスの操作方法（活用編）
通信中に次の原稿を予約する（送信予約）

送信予約とは、機械が通信中であるときに次

の送信を予約することです。通信中に原稿を

セットして相手先のファクス番号を入力して

おくと、その通信が終われば自動的に送信が

開始されます。

参考 • 時刻指定をした通信や割り込み通信と合わせて最大 50 件まで予約することができ

ます。

• 順次同報送信などの機能通信を予約することもできます。

• ダイレクト送信時に送信予約を解除する場合は、原稿送り装置またはコンタクトガ

ラス上からセットされた原稿を取り除いてください。

• 操作を途中で中止するときは、[ リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 原稿送り装置またはコンタクトガラス上に原稿

をセットしてください。

2 相手先のファクス番号を入力してください。

相手先番号の入力には、短縮ダイヤル、ワン

タッチダイヤル、グループダイヤル、プログラ

ムダイヤル、チェーンダイヤル、宛先帳機能を

使用することもできます。

3 ［スタート］キーを押してください。セットした

原稿がメモリに読み込まれます。

ダイレクト送信モード時は、セットされた原稿

は原稿送り装置またはコンタクトガラス上で待

機状態となります。

通信が終了すると、機械は送信のための動作を

開始します。

:0_

スタートキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（活用編）
＜ダイレクト送信予約中に［ストップ / クリア］キーを押したとき…＞

ダイレクト送信モードで送信予約が行われたと

きに［ストップ / クリア］キーを押すと、送信予

約をキャンセルするかどうかの選択を促すメッ

セージが表示されます。

（1）送信予約をキャンセルするかどうかを［▲］

キーまたは［▼］キーで選択してください。

＞送信予約をそのまま継続するときは、「はい」を選択してください。

＞送信予約をキャンセルするときは、「いいえ」を選択してください。

（2）［OK］キーを押してください。

［OK］キーを押さずに放置したときは、一定時間経過後に送信予約は自動的にキャ

ンセルされます。

はい
通信を続行する:

いいえ
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ファクスの操作方法（活用編）
たくさんの相手先に送信する（順次同報送信）

一度の操作で同じ原稿を順次何カ所もの相手

先に送ることができる機能です。本社から複

数の支店に同じ原稿を送る場合など、この機

能を使うと操作が一回で済むので非常に便利

です。機械は送信する原稿をいったんメモリ

に蓄積（記憶）し、その後で指定された相手

先の分だけ自動的にダイヤルと送信を繰り返

して行います。

参考 • 原稿を送信する複数の相手先番号の全てを、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、

グループダイヤルのいずれかによって入力する場合は、１回の操作で最大 232 ケ所

の相手先に送信することができます。

• 順次同報送信時は、ダイレクト送信モードが設定されている場合でもメモリ送信で

送信が行われます。

• Ｆ コード送信や時刻指定送信も合わせて行うことができます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 原稿送り装置またはコンタクトガラスに原稿を

セットしてください。

2 カバープレートを左にし、［同報キー］を押して

ください。

3 相手先のファクス番号を入力してください。

相手先番号の入力には短縮ダイヤル、ワンタッ

チダイヤル、グループダイヤル、チェーンダイ

ヤル、宛先帳機能を使用することもできます。

4 ［OK］キーを押してください。

:_

宛先を入力して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（活用編）
5 引き続き相手先の入力を行うかどうかを選択してください。

＞まだ相手先ファクス番号の入力を続けるときは、手順 3 に戻ってください。

＞相手先の入力が全て終わったときは、次の手順 6 へ進んでください。

6 ［スタート］キーを押してください。機械は原稿

をメモリに読み込み、送信のための動作を開始

します。

開始時刻を指定したときは、指定時刻になると

機械は送信を開始します。
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ファクスの操作方法（活用編）
別の原稿を優先して送信する（割込送信）

複数の相手先と順次連続した通信（同報送信

やポーリング受信など）が行われているとき

や、既にメモリに送信予約された原稿がある

ときでも、手持ちの原稿を割り込ませて先に

送信させることができます。

参考 • 割込送信は、1 宛先に送信する場合にのみ可能です。

• 送信予約や時刻指定された通信などがすでに 50 件分ある場合、割込送信を行うこ

とはできません。

• 割込操作のタイミングによっては、現在行われている送信のすぐ後に割り込めない

場合があります。

• 割込送信を中止する場合は、セットした原稿を取り除いてください。

• 割込送信の待機中に［ストップ / クリア］キーを押したときは、P3-4 ページの＜ダイ

レクト送信予約中に［ストップ / クリア］キーを押したとき…＞を参照して操作を

行ってください。

1 カバープレートを右にし、［ダイレクト送信］

キーを押してください。

メモリ送信表示が消灯し、ダイレクト送信モー

ドが設定されます。

2 原稿送り装置またはコンタクトガラス上に原稿

をセットしてください。

3 相手先のファクス番号を入力してください。

4 ［スタート］キーを押してください。原稿はメモリには読み込まれず、そのままの状態で待

機中となります。そして現在行われている通信が終了すれば、機械は送信を開始します。

:0_

スタートキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（活用編）
指定の時間に送信する（時刻指定通信）

通信を開始する時刻をあらかじめセットして

おくと、指定の時刻がくれば機械が自動的に

通信を行う機能です。時刻指定通信は、順次

同報送信などの各種機能通信とも併用するこ

とができます。ここでは、1 宛先に開始時刻

を指定して原稿を送信する方法をご紹介しま

す。

参考 • 開始時刻を指定した場合、ダイレクト送信モードが設定されている場合でも、送信

はメモリ送信で行われます。

• 時刻の指定は、00：00 ～ 23：59 までの 1 分単位で行うことができます。

• 送信予約、割り込み通信と合わせて最大 50 件まで時刻指定通信を行うことができ

ます。

• 指定時刻が同じ通信予約が 2 つ以上ある場合、原則的には予約が行われたもの順に

通信が開始されますが、予約順が逆でも、単一相手先への通信は複数相手先への通

信よりも優先して先に行われます。

• 待機通信のキャンセルや予約した内容の変更を行うことができます。（3-14 ページ

の予約中の原稿を編集する（メモリ編集）参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 原稿送り装置またはコンタクトガラスに原稿を

セットしてください。

2 カバープレートを左にし、［時刻指定］キーを押

してください。

メッセージ表示の 1 行目に、時刻指定通信であ

ることを示す「T」の文字が表示されます。

すでに通信予約限度（50 件まで）に達している

場合は、エラーメッセージが表示されます。

［OK］キーを押すと、機械は初期モードに戻り

ます。

3 相手先のファクス番号を入力してください。

相手先番号の入力には、短縮ダイヤル、ワン

タッチダイヤル、チェーンダイヤル、宛先帳機

能を使用することもできます。

:_

宛先を入力して下さい
原 稿 :

T
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ファクスの操作方法（活用編）
4 ［OK］キーまたは［スタート］キーを押してください。

5 テンキーを使って通信を開始したい時刻を入力

してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、時刻表示は

「00：00」にクリアされます。

6 ［OK］キーを押してください。機械は原稿をメモリへ読み込み、指定時刻になると送信を

開始します。

参考 タイマー予約レポートの出力設定が「ON」に設定されている場合は、タイマー予約レ

ポートが出力されます。（7-1 ページ参照）

通信時刻:02:43

通信時刻を入力して下さい
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ファクスの操作方法（活用編）
登録したダイヤルとテンキーでダイヤル（チェーンダイヤル）

チェーンダイヤルとは、ワンタッチキーに登録済みの番号（チェーン番号）を相手先の

ファクス番号の前につなげてダイヤルする機能です。

［例］チェーンダイヤルとしてワンタッチキーに「0120」が登録されていて、

0120-XXXXXXX とダイヤルするとき

ワンタッチキー（「0120」が登録されてるキー）を押し、テンキーで「XXXXXXX」と入

力してください。

参考 • チェーンダイヤルは、相手先番号入力時の先頭で一度だけ使用できます。

• チェーンダイヤルは順次同報送信などの各種機能通信の相手先番号入力にも使用で

きます。

• チェーンダイヤルの登録時には、キー名称も登録されることをおすすめします。相

手先名称が登録されていると、宛先帳機能を使って相手先を検索するときに役立ち

ます。

• チェーンダイヤルとグループダイヤル / プログラムダイヤルは併用できません。

登録のしかた

参考 • 32 個のワンタッチキーの全てにチェーンダイヤルを登録することができます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1  カバープレートを左にし、［ファクス登録］キー

を押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「チェーン

ダイヤル登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 未登録のワンタッチキーを押してください。

ファクス登録:

チェーンダイヤル登録
グループダイヤル登録
プログラムダイヤル登録
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ファクスの操作方法（活用編）
5 テンキーを使って、チェーン番号として登録す

る番号を入力してください。

チェーンダイヤル番号は最大 32 桁まで入力する

ことができます。

6 ［OK］キーを押してください。

7  チェーン名称を入力してください。

全角文字なら最大 10 文字、半角文字なら最大 20
文字まで登録することができます。

（2-15 ページの文字を入力する参照）

8 ［確定］キーを押してください。

9 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して画面をスク

ロールさせ、宛先帳タグを選択してください。

10 ［OK］キーを押してください。チェーンダイヤルの登録が終了します。

＞引き続き別のチェーンダイヤルの登録を行うときは、手順 4 ～ 10 を繰り返してくだ
さい。

＞登録が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

:_

ファクス番号を入力して下さい

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

宛先帳タグ選択:
あ
か
さ
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ファクスの操作方法（活用編）
内容の変更と削除のしかた

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 3-10 ページの登録のしかたの手順 1 ～ 3 の操作を行ってください。

2 対象となるチェーンダイヤルが登録されている

ワンタッチキーを押してください。

3 「＞登録内容を変更するとき」、「＞チェーンダイヤルを削除するとき」それぞれの手順

にしたがって操作を行ってください。

＞登録内容を変更するとき

［▲］キーまたは［▼］キーを押して変更したい

内容を選択し、［OK］キーを押してください。

個々の内容の変更手順については、3-10 ページ

の登録のしかたを参考にして操作を行ってくだ

さい。

＞チェーンダイヤルを削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

削除を中止するときは、もう一度［ストッ

プ / クリア］キーを押してください。

（2）［OK］キーを押してください。

4 登録内容の変更や削除が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は

初期モードに戻ります。

終了
チェーン:07

フリーダイヤル
:0120
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ファクスの操作方法（活用編）
使いかた

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1  原稿を送信するときは、原稿をセットしてくだ

さい。

2 使いたいチェーンダイヤルが登録されているワ

ンタッチキーを押してください。

3 相手先のファクス番号を入力してください。

相手先番号の入力には、短縮ダイヤル、ワン

タッチダイヤル、または宛先帳機能を使用する

こともできます。

番号を入力すると、メッセージ表示に表示されていたチェーンダイヤル番号または

チェーン名称は消え、後から入力した番号や名称だけが表示されます。

入力途中に［ストップ / クリア］キーを押すと、番号を最初から入力しなおすことがで

きます。

4 ［スタート］キーを押してください。機械は通信

のための動作を開始します。

:フリーダイヤル

宛先を入力して下さい
原 稿 :
3-13



ファクスの操作方法（活用編）
予約中の原稿を編集する（メモリ編集）

メモリ内で待機中の予約通信に関して、予約内容の変更や予約された通信のキャンセル

を行うことができます。また、その他にも送信待ちの原稿イメージを出力させたり、予

約時刻を待たずに通信をすぐに開始させたりすることなどもできます。

通信原稿の印字のしかた

メモリ内で待機中の送信原稿を確認したいとき、その原稿を出力させることができま

す。

参考 • 原稿イメージを出力させても送信は予定どおり行われます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［通信情報］キーを押

してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「メモリ編

集」を選択し、［OK］キーを押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「内容印

字」を選択し、［OK］キーを押してください。

メモリ内に対象となる通信がない場合は、エラーメッセージが表示され、メモリ編集メ

ニュー画面に戻ります。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、出力した

い原稿を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。メモリ内で送信待機中の原稿イメージが出力されます。

通信情報:
送信結果表示
受信結果表示
メモリ編集

内容印字
メモリ編集:

変更追加
即時通信

文書番号:007
内容印字:リスト

 22:22　送信
P01:5555555
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ファクスの操作方法（活用編）
通信の即時実行のしかた

メモリ内で待機中の予約通信を、予約時刻を待たずにすぐに開始させることができま

す。

参考 • 即時通信は他のどの通信よりも優先して先に行われます。

• リダイヤル待機中の原稿を即時送信させることもできます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。

機械は初期モードに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［通信情報］キーを押

してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「メモリ編

集」を選択し、［OK］キーを押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「即時通

信」を選択し、［OK］キーを押してください。

メモリ内に対象となる通信がない場合は、エラーメッセージが表示され、メモリ編集メ

ニュー画面に戻ります。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、即時通信

したい文書番号を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。機械はすぐに通信のための動作を開始します。

通信情報:
送信結果表示
受信結果表示
メモリ編集

内容印字
メモリ編集:

変更追加
即時通信

文書番号:007
即時通信:リスト

 22:22　送信
P01:5555555
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ファクスの操作方法（活用編）
通信内容の変更のしかた

メモリ内に保持（記憶）されている予約通信の内容について、変更や追加及び削除を行

うことができます。変更方法は、送受信の各機能通信を利用する場合などによって異な

ります。ここでは、順次同報送信の場合を例にあげて説明を行います。その他の機能通

信の予約内容を変更する場合は、下記の操作説明を参考にしながら、メッセージ表示の

指示にしたがって行ってください。

参考 • 親展ボックス内にある原稿や代行受信した原稿を消去することはできません。

• ポーリング送信やリダイヤル待機中の通信については、内容の変更を行うことはで

きません。

• 相手先番号の入力には短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤル、

チェーンダイヤル、宛先帳機能を使用することもできます。

＜変更できる内容＞

• 通信時刻

• 通信相手先の追加

• 通信相手先の削除

• 通信相手先の変更

• Ｆ コード通信の ON ／ OFF

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 カバープレートを左にし、［通信情報］キーを押

してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「メモリ編

集」を選択し、［OK］キーを押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「変更追

加」を選択し、［OK］キーを押してください。

メモリ内に対象となる通信がない場合は、エ

ラーメッセージが表示され、メモリ編集メ

ニュー画面に戻ります。

通信情報:
送信結果表示
受信結果表示
メモリ編集

内容印字
メモリ編集:

変更追加
即時通信
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ファクスの操作方法（活用編）
4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、変更した

い予約通信を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。メッセージ表示には変更可能な項目が表示されます。

●通信時刻の変更

6  通信時刻を変更するときは、［▲］キーまたは

［▼］キーを押して「通信時刻」を選択し、

［OK］キーを押してください。

通信時刻を変更しないときは、この操作は必要

ありません。手順 9 へ進んでください。

7  テンキーを使って、変更したい時刻を入力して

ください。

このとき［ストップ / クリア］キーを押すと、時

刻表示はクリアされ「00：00」となります。

8 ［OK］キーを押してください。新たに入力した時刻が設定されます。

ここで操作を終了する場合は、手順 38 へ進んでください。

●相手先の追加

9 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「同報リス

ト」を選択し、［OK］キーを押してください。

10  相手先を追加するときは、［▲］キーまたは

［▼］キーを押して「相手先追加」を選択してく

ださい。

相手先を追加しないときは、手順 19 へ進んでく

ださい。

11 ［OK］キーを押してください。

12 追加したい相手先のファクス番号を入力してくだ

さい。

文書番号:007
変更追加:リスト

 22:22　送信
:5555555 P01

終了
送信変更追加:

通信時刻
:5555555

:22:22

通信時刻:22:22

通信時刻を入力して下さい

終了
同報変更追加:

通信時刻 :22:33
同報リスト

終了
同報リスト:

変更／削除
相手先追加

:_

ファクス番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（活用編）
13  F コード通信を行うときは［F コード］キーを

押してください。行わないときは手順 16 へ進ん

でください。

14  F コード通信で使用するサブアドレスを入力し、

［OK］キーを押してください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

15 必要であれば、F コードパスワードを入力して

ください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 16 へ進んでください。

16 ［OK］キーを押してください。

入力した相手先がすでに登録されている場合は、エラーメッセージが表示されます。

［OK］キーを押した後、手順 17 へ進んでください。

相手先の数が多すぎる場合は、エラーメッセージが表示されます。［OK］キーを押した

後、手順 18 へ進んでください。

17 引き続き送信先の追加を行うかどうかを選択してください。

＞まだ送信先の追加を行うときは、手順 12 に戻ってください。

＞送信先の追加が全て終わったときは、次の手順 18 へ進んでください。

18 ［OK］キーを押してください。

ここで操作を終了する場合は、手順 36 へ進んでください。

●相手先の削除

19 相手先を変更したり削除するときは、［▲］キー

または［▼］キーを押して「変更／削除」を選

択してください。

20 ［OK］キーを押してください。

21 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、削除した

い相手先を選択してください。

相手先を削除しないときは、手順 23 へ進んでく

ださい。

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_

終了
同報リスト:

変更／削除
相手先追加

ファクス番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（活用編）
22 ［ストップ / クリア］キーを押してください。選

択した相手先が削除されます。

＞相手先の削除を続ける場合は、手順 21 ～ 22 を繰り返してください。

＞ここで操作を終了する場合は、手順 34 へ進んでください。

●相手先の変更

23 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、変更した

い相手先を選択してください。

24 ［OK］キーを押してください。

25 ［ストップ / クリア］キーを押してください。

26 新たな相手先のファクス番号を入力してくださ

い。

27 ［OK］キーを押してください。

＞手順 26 で相手先のファクス番号をテンキーで入力したときは、次の手順 28 へ進んで

ください。

＞手順 26 で相手先のファクス番号をワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルで入力し

たときは、手順 32 へ進んでください。

28 新たに入力した相手先に対して、F コード通信

を行うかどうかを選択してください。

29 ［OK］キーを押してください。

＞手順 28 で「On」を選択したときは、次の手順 30 へ進んでください。

＞手順 28 で「Off」を選択したときは、手順 33 へ進んでください。

同報変更／削除:
:大阪支店
:京都支店
:名古屋支店

ファクス番号を入力して下さい

Fコード通信:
On
Off
*
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ファクスの操作方法（活用編）
30 F コード通信で使用するサブアドレスを入力し、

［OK］キーを押してください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

31  必要であれば、F コードパスワードを入力して

ください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 32 へ進んでください。

32 ［OK］キーを押してください。

入力した相手先がすでに登録されている場合は、エラーメッセージが表示されます。

［OK］キーを押した後、次の手順 33 へ進んでください。

33 引き続き相手先の変更を行うかどうかを選択してください。

＞まだ相手先の変更を行うときは、手順 23 に戻ってください。

＞相手先の変更が全て終わったときは、次の手順 34 へ進んでください。

●操作の終了

34 ［▼］キーを押して「終了」を選択してくださ

い。

35 ［OK］キーを押してください。

36 ［▼］キーを押して「終了」を選択してくださ

い。

37 ［OK］キーを押してください。

38 ［▼］キーを押して「終了」を選択してくださ

い。

39 ［OK］キーを押してください。タイマー予約レポートの出力設定が「ON」に設定され

ている場合は、タイマー予約レポートが出力されます。（7-1 ページ参照）

サブアドレス:
12345678901234567890

（20桁）
サブアドレスを入力して下さい

パスワード:
12345678901234567890

（20桁）
パスワードを入力して下さい

同報変更／削除:
終了

:大阪支店
:京都支店

同報変更／削除:
終了

:大阪支店
:京都支店

同報リスト
終了
相手先追加
変更/削除

終了
同報変更追加:

通信時刻 :22:33
同報リスト
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ファクスの操作方法（活用編）
通信の削除のしかた

メモリ内で待機中の通信の通信予約をキャンセルすることができます。

参考 • メモリ内で転送待機中の通信を削除することはできません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［通信情報］キーを押

してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「メモリ編

集」を選択し、［OK］キーを押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「削除」

を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。

メモリ内に対象となる通信がない場合は、エラーメッセージが表示され、メモリ編集メ

ニュー画面に戻ります。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、削除した

い通信を選択してください。

6 ［OK］キーを押してください。通信が削除されます。

通信情報:
送信結果表示
受信結果表示
メモリ編集

即時通信
メモリ編集:

削除
変更追加

文書番号:007
削除:リスト

 22:22　送信
:5555555 P01
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ファクスの操作方法（活用編）
手動で送信する（手動送信）

相手先との回線がつながったことを確認した後、［スタート］キーを押して送信する方

法です。原稿を送信する前に相手と電話で話したいときや、相手側機がファクスへの切

り替えを必要とする場合には、この方法で送信してください。

参考 • 相手先と会話をし、手動送信を行うためには、本機にオプションのハンドセットあ

るいは併用電話機（市販品）を接続することが必要です。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 原稿をセットしてください。

2 電話の受話器 ( またはオプションのハンドセッ

ト ) を上げるか［オンフック］キーを押してく

ださい。

［オンフック］キーを押したときは、オンフック

表示が点灯します。

3 相手先の番号を入力してください。

4 相手先のファクスとつながったかどうか確認してください。

＞ " ピー " という音が聞こえたときは…

相手側はファクスです。［スタート］キーを押し

てください。機械は原稿の送信を開始します。

＞相手先の話し声が聞こえたときは…

相手側の電話につながっています。会話が終わったら、［スタート］キーを押してくだ

さい。機械は原稿の送信を開始します。

5 メッセージ表示に「送信中です」が表示された

ら、受話器（またはオプションのハンドセット）

を元に戻してください。

:0_

スタートキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（活用編）
手動で受信する（手動受信）

相手先との回線がつながったことを確認した後、［スタート］キーを押して受信する方法で

す。原稿を受信する前に相手と電話で話したいときなどは、この方法で受信してください。

参考 • 手動受信を行うためには、本機にオプションのハンドセットあるいは併用電話機

（市販品）を接続することが必要です。

• 本機の受信モードは、通常 FAX 専用自動受信モードに設定されています。手動受信

を行うためには、受信モードを手動受信モードに変更する必要があります。

●準備事項

カバープレートを左にし、［留守電 / 手動受信］

キーを押し、手動受信表示を点灯させてくださ

い。

1 着信すると接続された電話機 ( またはオプショ

ンのハンドセット ) で呼出音が鳴ります。

2 電話の受話器を上げてください。

3 相手先のファクスとつながったかどうか確認してください。

＞ " ポーッポーッ " という音が聞こえたときは…

相手側はファクスです。［スタート］キーを押して

ください。機械は原稿の受信を開始します。

＞相手先の話し声が聞こえたときは…

相手側の電話につながっています。会話が終わったら、［スタート］キーを押してください。

機械は原稿の受信を開始します。

4 受信が始まったら、受話器 ( またはオプションのハンドセット ) を元に戻してください。
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ファクスの操作方法（活用編）
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4 こんなときには
メモリ表示が点灯しているとき

メモリを使った送 / 受信を行うと、一度画像メモ

リ内に原稿が蓄積（記憶）されるためメモリ表

示が点灯します。また、用紙切れや紙詰まりなど

で代行受信が行われたときにも、メモリ表示は点

灯します。

参考 メモリへの蓄積（記憶）中は、メモリ表示は点滅します。

電源を切るときの注意

メモリは原稿データを電気的に記憶しているため、電源を完全に切るときはメモリ表示

が点灯しているかを必ず確認してください。原稿がメモリの中に蓄積（記憶）されてい

るような場合は、それらを全て出力し、メモリ表示が消灯したことを確認してから電源

を切るようにしてください。

参考 画像メモリバックアップ機能が働くため、電源断になっても約 60 分間は、メモリ内の

原稿データを保持しておくことができます。但し、機械の状態によっては、原稿データ

が消失することがあります。消失した原稿については再受信を行ってください。

電源断レポートが出力されるとき

電源断により原稿や予約されていた通信などの情報が失われた場合は、再度電源が入る

と電源断レポートが出力されます。失われた情報などは、このレポートで確認してくだ

さい。

参考 失われた情報が何もない場合、電源断レポートは出力されません。

エラー表示が点灯したとき（アラーム音が鳴ったとき）

通信中に異常が発生すると、アラーム音とともに

通信エラー表示が点滅し点灯します。通信エラー

表示が点灯したときは、メッセージ表示を確認し

てエラーの内容を把握し、必要な処置を行ってく

ださい。（4-2 ページのこんな表示が出たときは、

4-4 ページの“故障かな ?”と思ったら参照 )

必要な処置を行い異常が解決しても、まだエ

ラー表示が消灯しないときは、［ストップ / クリ

ア］キーを押して消灯させてください。
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こんなときには
こんな表示が出たときは

メッセージ表示に下記のような表示が出たときは、それぞれの処置方法にしたがって適

切な操作あるいは作業を行ってください。

表示内容 処置方法 参照ページ

「××カバーを閉じて下さい」 メッセージ表示に表示されたカバーが開いています。確実に閉めてくだ

さい。

ー

「原稿送り装置を閉じて下さい」 原稿送り装置が開いています。確実に閉じてください。 ー

「用紙を補給して下さい」 カセットに用紙が入っていません。本体の基本編の使用説明書を参照し

て、カセットに用紙を補給してください。

カセットが正しく挿入されていないときにも表示されます。カセットを

奥まで確実に押し込んでください。

ー

「○○の用紙をセットして下さい」 ファクス給紙設定でサイズ固定モードが選択されています。表示された

サイズの用紙をカセットにセットしてください。

受信した原稿のサイズとセットされている用紙のサイズが印字不可能な

組み合わせとなっています。受信した原稿と同サイズの用紙をカセット

にセットしてください。

ー

「受信原稿があります」 カセットに用紙が入っていないため、代行受信が行われました。カセッ

トに用紙を補給してください。受信した原稿が出力されます。「用紙を

補給して下さい」と表示されているときは、カセットに用紙をセットし

てください。

ー

「トナーコンテナをセットして下

さい」

トナーコンテナがセットされていない、または、正しくセットされてい

ません。本体の基本編の使用説明書を参照してトナーコンテナを正しく

セットしてください。

ー

「コピーできます。

トナーを補給して下さい」

トナーコンテナ内のトナーが残り少なくなっています。本体の基本編の

使用説明書を参照して、トナーコンテナを早めに交換してください

ー

「トナーを補給して下さい」 トナーコンテナ内のトナーが無くなりました。本体の基本編の使用説明

書を参照し、トナーコンテナを交換してください。

ー

「受信原稿があります /トナーなし」印字出力中にトナーがなくなり、出力できなくなりました。残りの原稿

は代行受信されています。本体の基本編の使用説明書を参照して直ちに

トナーコンテナを交換してください。新しいトナーコンテナがセットさ

れ、出力可能な状態になると、残りの原稿が出力されます。

ー

「紙詰まりです」 機械本体で紙詰まりが発生しています。本体の基本編の使用説明書を参

照して、機内に紙片を残さないように適切に取り除いてください。

ー

「原稿をセットし直して下さい」 原稿送り装置の原稿給紙時、一枚目の原稿が送られませんでした。もう

一度原稿を取り出しセットしなおして下さい。

ー

「原稿送り装置で紙詰まりです」 原稿を取り出してください。 ー

「メモリがいっぱいです」 原稿をメモリへ読み込み中にメモリがいっぱいになりました。［OK］
キーを押した後、途中まで読み込んだ原稿を送る場合には「はい」を、

送信を中止する場合は「いいえ」を［▲］キーまたは［▼］キーを押し

て選択し、［OK］キーを押してください。［OK］キーを押さずに一定時

間経過すると、オートクリア機能が働き既にメモリに読み込まれた原稿

データは自動的に消去されます。送信を中止した後、全ての原稿をもう

一度送る場合はメモリに空きができるのを待つか、空きを作ってから

行ってください。

3-14 ページ

5-22 ページ

5-70 ページ

「サービス担当者に連絡して下さ

い」

サービス担当者によるメンテナンスが必要です。弊社代理店またはお買

い上げ店までご連絡ください。このメッセージと同時に C と数字が出

ているときは、その数字もサービス担当者にお知らせください。

ー
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こんなときには
「定期点検の時期です」 サービス担当者によるメンテナンスが必要です。弊社代理店またはお買

い上げ店までご連絡ください。

ー

「通信エラーです」 送信時または受信時に通信上のエラーが発生しました。通信結果レポー

トが出力されますので、記されているエラーコードを元にエラーの内容

を確認してください。

10-14 ページ

「通信を続行する」 複数相手先との通信中（同報送信やポーリング受信など）に［画面切替］

キーを押しながら、［ストップ / クリア］キーを押すと表示されます。

［▲］キーまたは［▼］キーを押して「はい」を選択すると、続きの通

信が再開されます。ただし、［ストップ / クリア］キーが押された時点

で行われていた通信はキャンセルされます。

［▲］キーまたは［▼］キーを押して「いいえ」を選択すると、それ以

降の相手先との通信を中止します。

ー

「原稿が長すぎます」 原稿送り装置で送信されようとしている原稿の長さが 1600mm（ノー

マルの画質の場合）を越えました。［OK］キーを押して原稿送り装置の

原稿を排出させてください。機械は初期モードに戻ります。スーパー

ファインやファインなど高画質で送信している場合は、画質を下げて送

信してください。

2-3 ページ

表示内容 処置方法 参照ページ
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こんなときには
“故障かな ?”と思ったら

トラブルが発生した場合は、下表の事項をお調べいただき、処置を行ってください。

それでもなお異常が見られるときには、弊社代理店またはお買い上げ店までご連絡くだ

さい。

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ

原稿サイズの誤検知が

たびたびおこる。

外光が頭上もしくは頭上の後方から入

射するような場所に本製品を設置して

いますか。

本製品を、外光が頭上もしくは頭上の

後方から入射するような場所に設置し

た場合、光の関係により原稿サイズを

誤検知する場合があります。弊社代理

店またはお買い上げ店にご相談くださ

い。

ー

送信できない。

　

　

　

モジュラーコードが正しく接続されて

いますか。

モジュラーコードを正しく接続してく

ださい。

1-1 ページ

「通信エラーです」が表示されていませ

んか。

エラーの原因を除去した上で、もう一

度送信してください。

10-14 ページ

パスワードチェック送信を設定してい

ませんか。

パスワードチェック送信設定を解除し

てください。

5-59 ページ

電話回線種別は正しいですか。 電話回線種別を確認してください。 1-7 ページ

メモリ送信ができない。 メモリがいっぱいになっていませんか。メモリに空きができてから送信を行う

か、メモリ内に空きを作ってください。

3-14 ページ

5-22 ページ

5-70 ページ

暗号ボックスの登録時、

入力したボックス番号が

エラーとなり登録でき

ない。

入力したボックス番号が F コード中継

ボックス（または F コード親展ボック

ス）のサブアドレスと同じ番号になっ

ていませんか。

暗号ボックスのボックス番号は F コー

ド中継ボックスと F コード親展ボック

スのサブアドレスと別のものを使用し

てください。

5-65 ページ

暗号ボックスから出力で

きない。

暗号ボックスのボックス番号、ボック

ス ID 番号は正しいですか。

暗号ボックスのボックス番号、ボックス

ID 番号の登録内容を確認してください。

5-72 ページ

暗号通信ができない。

　

　

送信側が暗号通信に使用する短縮また

はワンタッチダイヤルは、受信側との

取り決めどおり正しく登録されていま

すか。

送信側、受信側の両者で登録内容をも

う一度確認してください。

2-22 ページ

2-28 ページ

受信側が使用する暗号ボックスは、送

信側との取り決めどおり正しく登録さ

れていますか。

送信側、受信側の両者で登録内容をも

う一度確認してください。

5-65 ページ

使用する暗号鍵は正しいですか。 送信側、受信側の両者で登録内容をも

う一度確認してください。

5-62 ページ

リモート切替機能が使用

できない。

　

ダイヤル（パルス）回線を使用してい

ませんか。

電話機によっては　ボタン等でトーン

信号を送出できる場合があります。電

話機の使用説明書を参照してください。

ー

リモート切替番号は正しいですか。 登録内容を確認してください。

（初期設定：55）
5-8 ページ

受信したが、印字出力さ

れず、メモリにもない。

メモリ転送を設定していませんか。 メモリ転送を設定しているときは、転

送先を確認してください。

5-38 ページ
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こんなときには
受信できない。

　

　

モジュラーコードが正しく接続されて

いますか。

モジュラーコードを正しく接続してく

ださい。

1-1 ページ

「通信エラーです」が表示されていませ

んか。

エラーの原因を除去した上で、もう一度

相手先から送信してもらってください。

10-14 ページ

パスワードチェック受信を設定してい

ませんか。

パスワードチェック受信設定を解除し

てください。

5-59 ページ

代行受信できない。 メモリがいっぱいになっていませんか。メモリに空きができてから受信を行う

か、メモリ内に空きを作ってください。

3-14 ページ

5-22 ページ

5-70 ページ

ポーリング受信ができな

い。

相手側機でポーリング送信操作が正し

くおこなわれていますか。

相手側機を確認してください。 5-10 ページ

F コード中継同報指示送

信ができない。　

相手側中継機は同様の F コード中継機

能を有していますか。

相手側中継機が同様の F コード中継機

能を有していない場合、F コード中継

同報指示送信は行えません。相手側機

を確認してください。

5-27 ページ

相手側中継機で原稿受渡しボックス (F
コード中継ボックス ) が登録されてい

ますか。

相手側機を確認してください。 5-27 ページ

入力したサブアドレスや Ｆコード通信

パスワードは中継機で登録されている

F コード中継ボックのサブアドレスや

パスワードと一致していますか。

入力内容に誤りがない場合は、相手先

に問い合わせてください。

5-31 ページ

相手側中継機のメモリがいっぱいに

なっていませんか。

相手側機を確認してください。 ー

F コード親展ボックス

（または F コード中継ボッ

クス）の登録時、入力し

たサブアドレスがエラー

となり、登録できない。

F コード中継ボックス（または F コー

ド親展ボックス）の登録で、その入力

したサブアドレスが同じ番号になって

いませんか。または暗号ボックスの登

録で同じ番号をボックス番号として使

用していませんか。

F コード中継ボックスと F コード親展

ボックスのサブアドレスそして暗号

ボックスのボックス番号は別のものを

使用してください。

5-27 ページ

Ｆコード親展送信ができ

ない。

相手側機は同様の Ｆコード親展通信機

能を有していますか。

相手側機が同様の Ｆコード親展通信機

能を有していない場合、Ｆ コード親展

通信は行えません。相手側機を確認し

てください。

5-20 ページ

相手側機で原稿受渡しボックス (Ｆコード

親展ボックス )が登録されていますか。

相手側機を確認してください。 5-20 ページ

入力したサブアドレスや Ｆコード通信

パスワードは正しいですか。

入力内容に誤りがない場合は、相手先

に問い合わせてください。

ー

相手側機のメモリがいっぱいになって

いませんか。

相手側機を確認してください。 ー

Ｆコード親展ボックスか

ら出力できない。

入力した Ｆコード親展ボックスのサブ

アドレスや Ｆコード通信パスワードは

正しいですか。

Ｆ コード親展ボックスの登録内容を確

認してください。

5-23 ページ

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ
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こんなときには
F コード掲示板受信がで

きない。　

相手側機は同様の F コード掲示板通信

機能を有していますか。

相手側機が同様の F コード掲示板通信

機能を有していない場合、F コード掲

示板受信は行えません。相手側機を確

認してください。

5-26 ページ

相手側機で原稿受渡しボックス (F コー

ドボックス ) が登録されていますか。

相手側機を確認してください。 5-26 ページ

入力したサブアドレスや F コードパス

ワードは正しいですか。

入力内容に誤りがない場合は、相手先

に問い合わせてください。

ー

Ｆ コード親展ボックスへ

入力できない。

入力したＦ コード親展ボックスのサブ

アドレスは正しいですか。

Ｆコード親展ボックスの登録内容を確

認してください。

5-23 ページ

トラブル内容 確認事項 処置方法 参照ページ
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5 ファクスの操作方法（応用編）
ファクスと電話を自動で切り替える（FAX/TEL 自動切替受信）

1 回線で電話とファクスの両方を使用するときに便利な受信方法です。ファクス原稿が

送られてくれば自動的に受信を行い、相手先が電話のときは本機で呼出音が鳴り、応答

を促します。

参考 • FAX/TEL 自動切替受信を行うためには、本機にオプションのハンドセットもしくは

併用電話機（市販品）を接続することが必要です。

• 電話機で呼出音が設定回数分鳴った後は、受信側が応答しない場合でも発信側に電

話料金がかかります。

［受信フロー］

●準備事項

7-12 ページの受信方法を設定する（受信モード設定）を参照して、「FAX/TEL 自動切替」

を選択してください。

手動受信表示と留守電接続受信表示の両方が消

灯していることを確認してください。点灯して

いるときは、カバープレートを左にし、［留守電 /
手動受信］キーを押してください。
5-1



ファクスの操作方法（応用編）
1 接続された電話機 ( またはオプションのハンド

セット ) で呼出音が鳴ります。ただし、出荷時

の設定は鳴る回数が“０”に設定されているた

め呼出音は鳴りません。

参考 呼出音が鳴る回数は変更することができます。（7-6 ページの呼び出しベルの回数を設定

する（FAX/TEL 自動切替受信）参照）

2 本機で、相手先が電話かファクスかを判断します。

＞相手先が電話のとき

（1）電話機で呼出音が鳴り、応答を促します。

30 秒間以内に電話の受話器を上げてくださ

い。

30 秒間以内に受話器 ( またはオプションの

ハンドセット ) を上げない場合、ファクスの

受信に切り替わります。

（2）会話をしてください。

会話終了後に手動で受信することもできます。（3-23 ページの手動で受信する（手

動受信）参照）

＞相手先がファクスのとき

ファクスの受信を開始します。
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ファクスの操作方法（応用編）
ファクスと留守番電話を自動で切り替える（FAX/ 留守番電話自動切替受信）

留守番電話機とファクスを併用するときに便利な受信方法です。ファクス原稿が送られ

てくれば自動的に受信を行い、相手先が電話のときは接続された留守番電話機の機能に

したがうため、不在の場合には相手先からのメッセージを留守番電話に残すことができ

ます。

［受信フロー］

参考 • FAX/ 留守番電話自動切替受信を行うためには、本機に留守番機能付電話機（市販

品）を接続することが必要です。

• 応答メッセージ等は、各留守番電話機の使用説明書を参照してください。

• 留守番電話機側で設定する呼出音の回数は、本機で設定する呼出音の回数より少な

く設定してください。本機の呼出音が鳴る回数は変更することができます。（7-5
ページの呼び出しベルの回数を設定する（FAX/ 留守番電話自動切替受信）参照）

• FAX/ 留守番電話自動切替受信機能の使用時、相手先からの電話がつながってから、

1 分間経過するまでの間に 9 秒以上無音状態が続くと、本機の無音検出機能が働き、

ファクス受信に切り替わってしまうことがありますのでご注意ください。

●準備事項

カバープレート左にし、［留守番電話 / 手動受信］

キーを押して、留守電接続表示を点灯させてくだ

さい。
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ファクスの操作方法（応用編）
1 接続された電話機で設定された回数の呼出音が

鳴ります。

参考 電話機で呼出音が鳴っているときに受話器を上げた場合は、手動受信のときと同じ状態

になります。（3-23 ページの手動で受信する（手動受信）参照）

2 留守番電話機が応答します。

＞相手先は電話だが不在のとき

留守番電話機から応答メッセージが流れ、用件録音を開始します。

録音中に無音状態が 9 秒間続くとファクスの受信に切り替わります。

＞相手先がファクスのとき

ファクスの受信を開始します。
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ファクスの操作方法（応用編）
ファクス番号と電話番号を使い分けする（ダイヤルイン）

NTT のダイヤルインサービスを利用することにより、1 回線で電話とファクスとの併用

を可能にする機能です。ダイヤルインサービスでは、契約時に NTT から電話用とファ

クス用の 2 つの番号が与えられます。相手先に対して、電話用とファクス用にそれぞれ

別の番号を伝えておけば、相手側では、電話をかけるときは電話用の番号を使い、ファ

クスを送るときはファクス用の番号を使います。本機側では、それらの番号を事前に電

話用とファクス用に登録しておくため、電話かファクスかを区別して受信することがで

きます。

参考 • ダイヤルインサービスのサービス内容や契約方法については、NTT の営業窓口にお

問い合せください。また、サービスをお受けになるときは、ダイヤルイン番号を 4
桁送出でお申し込みください。

• FAX/TEL 自動切替受信や FAX/ 留守番電話自動切替受信との併用はできません。

• 電話を受けるためには、オプションのハンドセットあるいは併用電話機（市販品）

を接続することが必要です。

• モデムダイヤルインには対応していません。

［受信フロー］

ダイヤルイン FAX 番号の登録のしかた

NTT からファクス用として与えられた番号（4 桁）をダイヤルイン FAX 番号として登録

してください。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「自局情報登

録」を選択してください。
ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録
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ファクスの操作方法（応用編）
3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤルイ

ン ＦＡＸ」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6  テンキーを使って、ダイヤルイン FAX 番号を 4
桁で入力してください。

このとき［ストップ / クリア］キーを押すと、表

示されている番号はクリアされ、「0000」となり

ます。

7 ［OK］キーを押してください。ダイヤルイン FAX 番号の登録が終了します。

［リセット］キーを押すと、機械は初期モードに戻ります。

ダイヤルイン TEL 番号の登録しかた

NTT から電話用として与えられた番号（4 桁）をダイヤルイン TEL 番号として登録して

ください。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 5-5 ページのダイヤルイン FAX 番号の登録のしかたの手順 1 ～ 3 の操作を行ってくださ

い。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤルイ

ン TEL」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 テンキーを使って、ダイヤルイン TEL 番号を 4
桁で入力してください。

このとき［ストップ / クリア］キーを押すと、表

示されている番号はクリアされ、「0000」となり

ます。

5 ［OK］キーを押してください。ダイヤルイン TEL 番号の登録が終了します。

［リセット］キーを押すと、機械は初期モードに戻ります。

自局情報登録
自局名称

:0000自局ID
:

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝFAX :0000

ダイヤルインFAX:0000

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号を入力して下さい

自局情報登録

:0000
自局ID :0000
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝFAX

:0000ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝTEL

ダイヤルインTEL:0000

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
ダイヤルイン設定のしかた

NTT のダイヤルインサービスを利用するときは、この設定を行ってください。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ファクス初

期設定」を選択して、［OK］キーを押してくださ

い。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤルイ

ン」を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押してダイヤルイ

ン機能を使用するかどうかを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されている

ことを示しています。

ダイヤルイン機能を使用する場合は、「On」を選択してください。

6 ［OK］キーを押してください。ダイヤルイン設定が終了します。

［リセット］キーを押すと、機械は初期モードに戻ります。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
:自動選択FAX給紙

2in1受信
ダイヤルイン

:OFF
:OFF

ダイヤルイン:
On
Off*
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ファクスの操作方法（応用編）
接続した電話機から受信を開始させる（リモート切替機能）

接続された電話機からの操作で、ファクスの受信を開始させることができます。本機と

電話機（市販品）を離れた場所に設置して併用するときに便利な機能です。

参考 リモート切替を行うためには、トーン信号を送出できる併用電話機（市販品）を本機に

接続することが必要です。

リモート切替ダイヤルの登録のしかた

リモート切替番号は、工場出荷時設定で“55”に設定されていますが、変更することも

できます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「自局情報登

録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「リモート切

替」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 テンキーを使って、新たに登録したい番号を 2
桁で入力してください。

このとき［ストップ / クリア］キーを押すと、表

示されている番号はクリアされ、「00」となりま

す。

7 ［OK］キーを押してください。リモート切替番号の登録が終了します。

［リセット］キーを押すと、機械は初期モードに戻ります。

ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録

自局情報登録:
許可ID
メモリ転送
リモート切替 :55

リモート切替:55

ﾘﾓｰﾄ切替番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
使いかた

接続された電話機からの操作でファクスの受信を開始させるときは、下記の操作を行っ

てください。

1 接続された電話機で呼出音が鳴ります。

2 電話機の受話器を上げてください。

3 受話器からファクスの発信音が聞こえたら、2 桁のリモート切替番号を電話機側のダイ

ヤルボタンで入力してください。

工場出荷時設定では、リモート切替番号（2 桁）は“55”に設定されています。

4 回線は機械本体側に切り替わり、受信が開始されます。
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ファクスの操作方法（応用編）
相手の操作で通信を開始する（ポーリング通信）

ポーリング通信とは、送信側の操作で機械に送信を開始させるのではなく、受信側から

の操作で機械に送信を開始させる通信方法です。受信側は自分の都合に合わせて原稿を

受け取ることができます。

参考 この通信は、受信側から送信側にダイヤルし操作を行うため、電話料金は通常受信側の

負担になります。

ポーリング送信のしかた

ポーリング送信用として原稿をメモリに読み込ませておき、相手先からのポーリング受

信要求があると自動的に送信を行う機能です。

参考 • ポーリング送信は、ダイレクト送信モードが設定されている場合であっても、全て

メモリ送信で行われます。

• ポーリング送信は、手動受信モードのときには行えません。手動受信モードになっ

ているときは、それ以外の受信モードに切り替えてください。（3-23 ページの手動

で受信する（手動受信）参照）

• 相手先からポーリング送信要求があるまでは、送信したい原稿を後から追加することが

できます。

• 掲示板機能と合わせて使用すると、不特定多数の相手先に同じ原稿を何度でもポー

リング送信することができます。（7-3 ページの掲示板機能の設定をする（掲示板設

定）参照）

• ポーリング送信を取り消す場合は、3-21 ページの通信の削除のしかたを参照して操

作を行ってください。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 原稿をセットしてください。

2 カバープレートを左にし、［ポーリング］キーを

押してください。

3 「ポーリング送信」が選択されていることを確認

し、［OK］キーを押してください。

＞すでにメモリに記憶されたポーリング送信用原稿があるときは手順 4 へ進んでください。

＞初めて原稿を記憶させるときは、手順 6 へ進んでください。

ポーリング通信:
ポーリング送信
ポーリング受信
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ファクスの操作方法（応用編）
4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、原稿の追

加方法を選択してください。

＞原稿を追加するときは、「追加」を選択してください。

＞メモリ内のポーリング送信用原稿を全て消去し、新しい原稿を記憶させるときは、「上

書き」を選択してください。

＞原稿の追加を中止するときは、「中止」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

＞手順 4 で「追加」を選択したときは、手順 8 へ進んでください。

＞手順 4 で「上書き」を選択したときは、次の手順 6 へ進んでください。

＞手順 4 で「中止」を選択したときは、機械は初期モードに戻ります。

6 相手先を限定する場合は、テンキーを使って 4
桁のポーリング ID（相手機側の自局 ID 番号）

を入力してください。

相手先を限定しない場合は、入力は不要です。

「0000」以外のポーリング ID を指定する相手先の限定は、同機能を有する弊社ファクス

間でのみ可能です。

7 ［OK］キーを押してください。

8 ［スタート］キーを押してください。原稿はメモリに読み込まれ、送信待機状態になりま

す。

原稿を追加する:
追加
上書き
中止

ポーリングID:0000

ポーリングIDを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
ポーリング受信のしかた

受信側から相手先にダイヤルを行い、送信側にセットしてある原稿を自動的に送信さ

せ、受信する機能です。複数の相手先を指定した場合には、順次ダイヤルと受信を繰り

返します。受信側の都合に合わせて受信する時刻を指定することもできます。

参考 • 複数の相手先番号のすべてを短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤ

ルのいずれかによって入力する場合は、１回の操作で最大 232 ケ所の相手先から原

稿を受信することができます。ただし、暗号通信用として登録した短縮ダイヤルや

ワンタッチダイヤルは使用できません。

• ポーリング受信を行うためには、相手先があらかじめポーリング送信操作を行って

いる必要があります。（5-10 ページのポーリング送信のしかた参照）

●相手先と F コード通信（F コード掲示板受信）を行うときは…

• 相手先と F コード通信を行う場合、相手先ファクス番号が同じであっても、指定し

た F コードボックスが違えば、異なる相手先とみなされ、入力が可能となります。

• すでに入力した同じ相手先（F コード通信は指定していない）があるときでも、F
コード通信を指定した場合は異なる相手先とみなされ、その相手先番号の入力が可

能となります。ただし、相手先番号の入力は両方ともテンキーで行う必要がありま

す。

• すでにテンキーで入力した同じ相手先（F コード通信を指定した）があるときでも、

その同じ相手先番号を登録した F コード通信用のワンタッチダイヤルまたは短縮ダ

イヤルを使う場合は異なる相手先とみなされ、入力が可能となります。

• 同一のファクス番号が登録された短縮ダイヤルとワンタッチダイヤルを使ってそれ

ぞれ入力を行うときは、異なる相手先とみなされ、入力が可能となります。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

1 カバープレートを左にし、［ポーリング］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ポーリング

受信」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

ポーリング通信:
ポーリング送信
ポーリング受信
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ファクスの操作方法（応用編）
4 相手先のファクス番号を入力してください。

相手先番号の入力には短縮ダイヤル、ワンタッ

チダイヤル、グループダイヤル、チェーンダイ

ヤル、宛先帳機能を使用することもできます。

5  F コード通信（F コード掲示板受信）を行うと

きは、［F コード］キーを押してください。

＞［F コード］キーを押したときは、次の手順 6 へ進んでください。

＞［F コード］キーを押さないときは、手順 9 へ進んでください。

6  F コード通信で使用するサブアドレスを入力し

てください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

7 ［OK］キーを押してください。

8 必要であれば、F コードパスワードを入力して

ください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。相手先との取り決め上、不要な場合は入力する必要はありません。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 9 へ進んでください。

9 ［OK］キーを押してください。

入力した相手先がすでに登録されていたり、相手先の数が多すぎる場合は、エラーメッ

セージが表示されます。［OK］キーを押すと、メッセージ表示は宛先入力画面に戻りま

す。

10 引き続き相手先の入力を行うかどうかを選択してください。

＞まだ相手先ファクス番号の入力を続けるときは、手順 4 に戻ってください。

＞相手先の入力が全て終わったときは、次の手順 11 へ進んでください。

:_

宛先を入力して下さい

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_
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ファクスの操作方法（応用編）
11  開始時刻を指定したい場合は、［時刻指定］キー

を押してください。

通信予約限度（最大 50 件まで）に達した場合

は、エラーメッセージが表示されます。［OK］
キーを押すと操作は中止され、初期モードに戻

ります。

開始時刻を指定しないときは、この操作は必要

ありません。手順 14 へ進んでください。

12 ［OK］キーを押してください。

13 テンキーを使って開始したい時刻を入力してく

ださい。

［ストップ / クリア］キーを押すと、時刻表示は

「00：00」にクリアされます。

14 ［OK］キーを押してください。機械は受信のための動作を開始します。

開始時刻を指定したときは、指定時刻になると機械は受信を開始します。

通信時刻:02:43

通信時刻を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
F コードを使って通信する（F コード通信）

F コード通信とは、他社機でも採用されている F コードと呼ばれる番号や文字列を付加

してやりとりを行う通信をいいます。F コードを使用することにより、本来弊社機間で

しか行えなかった親展通信や中継同報送信が他社機との間でも可能になります。本機の

F コード通信では、F コードボックス（F コード親展ボックス、F コード中継ボックス）

を使って、相手機と原稿の受け渡しを行います。その際、F コードボックスやパスワー

ドを指定するために F コード（本機ではサブアドレスとパスワード）を使います。本機

では、他社機との間で親展通信や中継同報送信を行う機能が用意されています。もちろ

ん同様の F コード通信機能が備わった弊社機間でも可能です。

参考 • F コード通信を行うためには、相手機にも同様の F コード通信機能が備わっている

必要があります。

• F コードを使った通信は、各種機能通信とも併用することができます。また、サブ

アドレスや F コードパスワードをワンタッチダイヤルにあらかじめ登録しておく

と、通信開始時にそれらの入力を省略することができます。詳しくは、各通信方法

や登録方法の手順内の記述を参照してください。

F コードについて

本機では、サブアドレスと F コードパスワードが F コードにあたります。

●サブアドレス

F コード親展送信や Ｆ コード中継同報送信を行うときに送信側で、F コード掲示板受信

を行うときに受信側で入力します。サブアドレスは、相手機側に設定された F コード親

展ボックスまたは F コード中継ボックスを指定するために使われます。サブアドレスの

有効桁数は相手機によって異なります。有効桁数内で番号が一致しないと、相手機との

F コード通信は成立しません。実際に F コード通信を行うときは、事前に相手側に確認

してください。本機では、サブアドレスは 0 ～ 9 までの数字と“ * ”、“＃”を使って 20
桁まで入力することができます。本機間で F コード親展通信や F コード中継同報送信を

行うときは、入力したサブアドレスの下 4 桁と相手機側で設定された 4 桁のサブアドレ

スが一致する必要があります。

● F コードパスワード

F コード親展送信や F コード中継同報送信を行うときに送信側で入力します。F コード

パスワードは、相手機に設定された F コード親展ボックスまたは F コード中継ボックス

のパスワードを指定するために使われます。F コードパスワードの有効桁数は相手機に

よって異なります。有効桁数内で F コードパスワードが一致しないと、相手機との F
コード通信は成立しません。実際に F コード通信を行うときは、事前に相手側に確認し

てください。本機では、F コードパスワードは 0 ～ 9 までの数字と“ * ”、“＃”の文字を

使って 20 桁まで入力することができます。

参考 • 本機に F コード親展ボックスが設定されていて受信側になるときは、送信側で F
コードパスワードを入力しなくても F コード通信は成立します。F コード中継ボッ

クスの場合、送信側で F コードパスワードの入力が必要になります。

• F コード親展ボックスから原稿を取り出す掲示板受信で、本機が送信側になるとき、

F コード親展ボックスのパスワードを「0000」で登録した場合は、受信側が入力す

る F コードパスワードを省略することができます。
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ファクスの操作方法（応用編）
F コードボックスについて

F コードを使った通信では、他社機間でも親展通信や中継同報送信のような通信を行う

ことができます。それを実現するために、事前にメモリ内に仮想のボックスを作ってお

き、そのボックスを使って相手先と原稿の受け渡しを行います。この原稿受け渡しのた

めの仮想ボックスを本機の F コード親展通信では F コード親展ボックス、Ｆ コード中継

同報送信では F コード中継ボックスとよびます。これらのボックスは、サブアドレスと

F コードパスワードを使って登録します。サブアドレスは、ボックス番号を指定するた

めのもので、本機では、“0000”～“9999”までの 4 桁の数字を使って登録します。F
コードパスワードは、ボックスから原稿を引き出す際に必要となります。本機では、0
～ 9 までの数字と“ * ”、“＃”の文字を使って 4 桁で登録します。

参考 • F コード親展ボックスは 100 個と F コード中継ボックスは 15 個まで登録できます。

（5-17 ページの F コード親展ボックスの登録のしかた、5-27 ページの F コード中継

ボックスの登録のしかた参照）

• 登録した F コード親展ボックスと F コード中継ボックスのボックス番号や F コード

ボックスへの原稿の蓄積情報は、それぞれ F コード親展ボックスリストと F コード

中継ボックスリストを出力すれば確認することができます。（5-23 ページの F コー

ド親展ボックスリストの出力のしかた、5-34 ページの F コード中継ボックスリスト

の出力のしかた参照）
5-16



ファクスの操作方法（応用編）
親展で通信する（F コード親展通信）

親展通信は機密文書など他人には見られたくない原稿を誰にも見られずに受信できる通

信方法です。F コード親展通信では、受信側の F コード親展ボックスを使って機密文書

などの受け渡しを行います。

参考 F コード親展送信を行うときは、送・受信側で F コード通信機能および親展通信機能を

備えていることが必要です。

F コード親展ボックスの登録のしかた

新たに F コード親展ボックス登録を行うときは、以下の手順にしたがって操作を行って

ください。

参考 F コード親展ボックスは最大 100 個まで登録できます。

〈ご注意〉

F コード親展ボックスを登録する際、すでに暗号ボックスのボックス番号や F コード中

継ボックスのサブアドレスに使用されている番号をサブアドレスとしては登録できませ

ん。

F コードパスワードがわからなくなると、F コード親展ボックスに入っている原稿を出

力したり、F コード親展ボックス自体を削除することができなくなります。F コードパ

スワードの取扱いには充分ご注意ください。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード

BOX 登録」を選択して［OK］キーを押してくだ

さい。

3 「F コード親展 BOX 登録」が選択されているのを

確認して、［OK］キーを押してください。

ファクス登録:

チェーンダイヤル登録
FコードBOX登録

グループダイヤル登録

FコードBOX登録:

Fコード中継BOX登録
Fコード親展BOX登録
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ファクスの操作方法（応用編）
4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、未登録の

登録エリアを選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6  F コード親展ボックスのサブアドレスとして登

録したい番号を入力してください。

サブアドレスは、“0000”～“9999”の 4 桁の数

字で入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容は「0000」にクリアされます。

7 ［OK］キーを押してください。

8  F コードパスワードとして登録したい番号を入

力してください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って 4 桁で入力してください。

F コードパスワードを「0000」で登録したときは、F コード親展ボックスからの出力時

に F コードパスワードのチェックが行われません。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容は「0000」にクリアされます。

9 ［OK］キーを押してください。F コード親展ボックスの登録が終了します。

＞引き続き別の F コード親展ボックスの登録を行うときは、手順 4 に戻ってください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

F コード親展ボックスの登録内容の変更 / 削除のしかた

F コード親展ボックスのサブアドレスを変更したり、F コード親展ボックス自体を削除

するときは以下の手順で行ってください。

参考 • F コードパスワードを変更することはできません。F コードパスワードを変更した

いときは、F コード親展ボックスを一度削除し、新しい F コードパスワードで登録

しなおしてください。

• 原稿が入っている F コード親展ボックスは削除できません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 5-17 ページの F コード親展ボックスの登録のしかたの手順 1 ～ 3 を行ってください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して対象となる

F コード親展ボックスを選択してください。

Fコード親展BOX登録:

#001
終了

#002

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:0000

サブアドレスを入力して下さい

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:0000

パスワードを入力して下さい

Fコード親展BOX登録:

#001  5655
終了

#002
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ファクスの操作方法（応用編）
3 登録内容を変更するときは［OK］キーを、F コード親展ボックスを削除するときは［ス

トップ / クリア］キーを押してください。

4 登録済の F コードパスワード（4 桁）を入力し

てください。

＞手順 3 で［OK］キーを押したときは、F コードパスワードの入力後、次の手順 5 へ進ん

でください。

＞手順 3 で［ストップ / クリア］キーを押したときは、F コードパスワードの入力後、手

順 6 へ進んでください。

5 ［OK］キーを押してください。F コード親展ボックスの登録内容が表示されます。（1）
～（5）の操作を行ってください。

（1）［▲］キーまたは［▼］キーを押して「サブア

ドレス」を選択してください。

ここで［ストップ / クリア］キーを押すと、F
コード親展ボックスの削除操作を行うこと

もできます。

（2）［OK］キーを押してください。

（3）変更したいサブアドレスを 4 桁で入力して

ください。（5-17 ページの F コード親展ボッ

クスの登録のしかた参照）

（4）［OK］キーを押してください。

（5）［▲］キーで「終了」を選択してください。

6 ［OK］キーを押してください。登録内容の変更あるいは F コード親展ボックスの削除が

終了します。

＞引き続き別の F コード親展ボックスの登録内容変更あるいは削除を行うときは、手順

2 に戻ってください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい

Fコード親展BOX:#
終了

:5655サブアドレス
パスワード :1111

サブアドレス:5655

サブアドレスを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
F コード親展送信のしかた

相手機に設定された F コード親展ボックスに原稿を送信する場合、送信側では下記の手

順にしたがって操作を行ってください。

参考 開始時刻を指定した場合、ダイレクト送信はできません。

＜前提条件＞

●送信側では…

相手先で登録されている原稿受渡しボックス（本機では F コード親展ボックスと呼ぶ）

の番号（本機では 4 桁のサブアドレス）と F コードパスワードを入力する必要があるた

め、それらを事前に知っている必要があります。

●受信側では…

原稿受渡しボックス（本機では F コード親展ボックスと呼ぶ）を登録し、その番号（本

機では 4 桁のサブアドレス）を送信側に伝えておく必要があります。原稿受渡しボック

スに受信した原稿はそのボックス番号とパスワードを入力して出力します。5-22 ページ

の F コード親展ボックスからの出力のしかた参照）

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

1  原稿をセットしてください。

2 開始時刻を指定するときは、カバープレートを左にし、［時刻指定］キーを押してくださ

い。メッセージ表示の 1 行目に「T」の文字が表示されます。

通信予約限度（最大 50 件まで）に達した場合は、エラーメッセージが表示されます。

［OK］キーを押すと操作は中止され、初期モードに戻ります。

開始時刻を指定しないときは、この操作は必要ありません。次の手順 3 へ進んでください。

3 テンキーを使って、相手先のファクス番号を入

力してください。

相手先番号の入力には F コード通信用に登録し

たワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを使用す

ることもできます。また、その場合には、手順 4 ～ 7 の操作を省略することができま

す。

:0_

スタートキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（応用編）
4 カバープレートを左にし、［F コード］キーを押

してください。

5 テンキーを使って、サブアドレスを入力してく

ださい。

サブアドレスは F コード通信を行う際、相手先

の原稿受渡しボックスを指定するために必要で

す。0 ～ 9 の数字を使って最大 20 桁までで入力してください。

6 ［OK］キーを押してください。

7 F コードパスワードは、F コード通信を行う際に

使用します。相手先との取り決め上、不要な場

合は入力する必要はありません。

＞ F コードパスワードを入力するときは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、“＃”の文字を使って最

大 20 桁までで入力してください。

＞ F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 8 へ進んでください。

8 次のそれぞれの場合に合わせて操作を行ってください。

＞手順 2 で［時刻指定］キーを押したときは、次の手順 9 へ進んでください。

＞手順 2 で［時刻指定］キーを押していないときは、手順 11 へ進んでください。

9 ［OK］キーを押してください。

10 テンキーを使って開始時刻を入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、時刻表示は「00：00」にクリアされます。

11 ［OK］キーを押してください。機械は送信のための動作を開始します。

開始時刻を指定したときは、指定時刻になると機械は送信を開始します。

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_
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ファクスの操作方法（応用編）
F コード親展ボックスからの出力のしかた

相手先から自機の F コード親展ボックスへ送られた原稿は、下記の出力操作を行って出

力してください。出力が正常に行われると、F コード親展ボックス内の原稿データは消

去されます。また、F コード掲示板通信で本機が送信側となる場合に、F コード親展

ボックスに入力した原稿を消去するときも、F コード親展ボックスから原稿を出力すれ

ば、F コード親展ボックス内の原稿データは消去されます。

参考 • F コード親展ボックスの登録時に F コードパスワードを「0000」で登録したときは、

F コード親展ボックスからの出力操作時に F コードパスワードの入力が不要です。

入力したサブアドレスが正しければ、出力が行われます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ボックス入出力］キー

を押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード親

展 BOX 出力」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 テンキーを使って、原稿を出力したい F コード

ボックスのサブアドレス（4 桁）を入力してくだ

さい。

5 ［OK］キーを押してください。

F コードボックスの登録時に F コードパスワードを「0000」で登録しているときは、こ

の時点で F コードボックスからの出力が開始されます。次の手順 6 以降の操作を行う必

要はありません。

F コードボックスに原稿がないときは、エラーメッセージが表示され、機械は初期モー

ドに戻ります。

入力したサブアドレスが登録されていないときは、エラーメッセージが表示され、その

後メッセージ表示はサブアドレスの入力画面に戻ります。

ボックス入力先:
Fコード親展BOX入力

暗号BOX出力
Fコード親展BOX出力

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:0000

サブアドレスを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
6 F コードパスワード（4 桁）を入力してくださ

い。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容

は「0000」にクリアされます。

7 ［OK］キーを押してください。F コードボックスからの出力が開始されます。

入力した F コードパスワードが正しくないときは、エラーメッセージが表示され、その

後メッセージ表示は F コードパスワードの入力画面に戻ります。正しい番号を入力しな

おしてください。

F コード親展ボックスリストの出力のしかた

F コード親展ボックスに登録されている内容あるいはその中に保存されている原稿の情

報は、F コード親展ボックスリストを出力することによって確認できます。

参考 • F コード親展ボックスが全く登録されていない場合、F コード親展ボックスリスト

は出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード

BOX リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード親

展 BOX リスト」を選択し、［OK］キーを押してく

ださい。F コード親展ボックスリストの出力が

開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

F コード親展ボックスが全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機

械は初期モードに戻ります。

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:0000

パスワードを入力して下さい

ユーザー設定リスト
レポート出力:

FコードBOXリスト
暗号BOXリスト

FコードBOXリスト:

Fコード中継BOXリスト
Fコード親展BOXリスト
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ファクスの操作方法（応用編）
F コード親展ボックスへの原稿の入力のしかた

F コード掲示板通信のために F コード親展ボックス（原稿受渡しボックス）へ原稿を入

力するときは、下記の手順にしたがって操作を行ってください。F コード親展ボックス

へは、すでに原稿がある場合でも後から原稿を追加あるいは上書き入力することもでき

ます。

参考 • F コード親展ボックスへ入力した原稿データを消去するときは、その原稿を F コー

ド親展ボックスから出力させてください。（5-22 ページの F コード親展ボックスか

らの出力のしかた参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1  原稿をセットしてください。

2 カバープレートを左にし、［ボックス入出力］キー

を押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード親

展 BOX 入力」を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。

5 テンキーを使って、原稿を入力したい F コード

親展ボックスのサブアドレス（4 桁）を入力して

ください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容

は「0000」にクリアされます。

6 F コード親展ボックスに初めて原稿を記憶させるときは手順 9 へ、すでに F コード親展

ボックスに記憶された原稿があるときは次の手順 7 へ進んでください。

7 ［OK］キーを押してください。

ボックス入力先:
Fコード親展BOX入力

暗号BOX出力
Fコード親展BOX出力

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:0000

サブアドレスを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
8 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、原稿の追

加方法を選択してください。

＞原稿を追加するときは、「追加」を選択してください。

＞ F コード親展ボックス内の原稿を全て消去し、新しい原稿を記憶させるときは、「上書

き」を選択してください。「上書き」を選択すると、F コード親展受信した原稿も消去

されますので注意してください。

＞原稿の追加を中止するときは、「中止」を選択してください。

9 ［OK］キーを押してください。機械は原稿の読み込みを開始します。

「中止」を選択したときは、機械は初期モードに戻ります。

全ての原稿の読み込みを終了すると、機械は初期モードに戻ります。

入力した F コード親展ボックスのサブアドレスが登録されていないときは、エラーメッ

セージが表示され、その後メッセージ表示はサブアドレスの入力画面に戻ります。

原稿を追加する:
追加
上書き
中止
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ファクスの操作方法（応用編）
F コード掲示板受信のしかた

F コード掲示板通信は送信側の F コード親展ボックスを掲示板のごとく使うことにより、

不特定多数の相手先との原稿の受け渡しを可能にする通信方法です。送信側では、事前

に機械のメモリ内に F コードボックスを登録し、その F コードボックスに原稿を入力し

ておきます。F コードボックス内の原稿は消去するまで F コードボックス内に保持され

るため、サブアドレスと F コードパスワードが合致すれば、何度でも F コードボックス

内の原稿を送信することができます。

受信側は、ポーリング受信操作を行って送信側の F コードボックスから原稿を受信しま

すが、このときサブアドレスと F コードパスワードを使って送信側の F コードボックス

を指定します。他社機でも採用されている F コード（本機ではサブアドレスと F コード

パスワード）を使用するため、相手機が他社機であっても、同様の F コード掲示板通信

機能を備えていれば通信を行うことができます。

制限事項： F コード通信機能を伴った同様の掲示板通信機能を相手機が備えていること

が必要です。機械によっては、原稿受渡しボックスへ原稿を入力できなかったり、ポー

リング受信が行えない場合があるので、それぞれの状況に合わせた機能を備えているか

を送信側と受信側の両者で事前に確認してください。（例えば、本機が送信側で原稿受

渡しボックス（F コード親展ボックス）に原稿を入力しても、受信側の機械にポーリン

グ受信機能が備わっていない場合は掲示板通信は成立しません。）

＜前提条件＞

●送信側では…

事前に原稿受渡しボックス（F コード親展ボックス）を登録し、そのボックスに送信す

る原稿を入力しておく必要があります。

そして、そのボックス番号（本機では 4 桁のサブアドレス）とパスワード（本機では F
コードパスワード）を受信側に伝えておく必要があります。（5-24 ページの F コード親

展ボックスへの原稿の入力のしかた参照）

●受信側では…

ポーリング受信操作時に相手先で登録されている原稿受渡しボックス（F コード親展

ボックス）のボックス番号（本機では 4 桁のサブアドレス）とパスワード（本機では 4
桁の F コードパスワード）を入力する必要があります。したがって、それらの番号は事

前に知っている必要があります。

参考 操作のしかたは、5-12 ページのポーリング受信のしかたを参照してください。
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ファクスの操作方法（応用編）
中継機で原稿を転送する（F コード中継同報指示送信）

中継同報指示送信とは、多数の遠方の相手先

へ原稿を送る場合に、途中で一度別のファク

スに中継させて送信する方法です。例えば、

送信開始機から中継機が市外通話で中継機か

ら複数の最終相手先が市内通話になると、電

話料金を節約することができます。

参考 • 中継機では F コード中継ボックスを登録してください。（「F コード中継ボックスの

登録のしかた」参照）登録内容は F コード中継ボックスリストで確認してくださ

い。(5-34 ページの F コード中継ボックスリストの出力のしかた参照）

• 送信開始機から中継指示送信を行うときは、5-31 ページの F コード中継同報指示送

信のしかたを参照してください。

F コード中継ボックスの登録のしかた

新たに F コード中継ボックスの登録を行うときは、以下の手順にしたがって操作を行っ

てください。

参考 F コード中継ボックスは最大 15 個まで登録することができます。

〈ご注意〉

F コード中継ボックスを登録する際、すでに暗号ボックスのボックス番号や F コード親

展ボックスのサブアドレスに使用されている番号をサブアドレスとしては登録できませ

ん。

ここで登録した F コードパスワードがわからなくなると、F コード中継ボックスの内容

変更および削除ができなくなります。F コードパスワードの取扱いには充分ご注意くだ

さい。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。
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ファクスの操作方法（応用編）
2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード

BOX 登録」を選択して、［OK］キーを押してくだ

さい。

3 ［▼］キーを押して「F コード中継 BOX 登録」を選

択して、［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、未登録の

登録エリアを選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 F コード中継ボックスのサブアドレスとして登

録する番号を入力してください。

サブアドレスは、“0000”～“9999”の 4 桁の数

字で入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容は「0000」にクリアされます。

7 ［OK］キーを押してください。

8 F コードパスワードとして登録したい番号を入

力してください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って 4 桁で入力してください。

F コードパスワードを「0000」で登録したときは、F コード中継ボックスへの受信時に F
コードパスワードのチェックが行われません。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容は「0000」にクリアされます。

9 ［OK］キーを押してください。

10 以下の手順（1）、（2）を繰り返して最終送信先のファクス番号を入力してください。

（最大 232 局）

（1）相手先のファクス番号を入力してください。

相手先の入力には、テンキー、短縮ダイヤ

ル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤ

ルおよびチェーンダイヤルが使用できます。

（2）［OK］キーを押してください。

11 ［OK］キーを押してください。

ファクス登録:

チェーンダイヤル登録
FコードBOX登録

グループダイヤル登録

FコードBOX登録:

Fコード中継BOX登録
Fコード親展BOX登録

Fコード中継BOX登録:
終了
#01
#02

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:0000

サブアドレスを入力して下さい

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:0000

パスワードを入力して下さい

:

送信局を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
12 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、中継局で

送信原稿を出力するかどうか選択してください。

「On」を選択すると、中継局で送信原稿を出力し

ます。

13 ［OK］キーを押してください。

14 中継同報の送信結果レポートを送る場合は、送

信先のファクス番号を入力してください。

送らない場合は手順 15 に進んでください。

相手先の入力には、テンキー、短縮ダイヤル、

ワンタッチダイヤル、およびチェーンダイヤルが使用できます。

15 ［OK］キーを押してください。F コード中継ボックスの登録が終了します。

＞引き続き別の F コード中継ボックスの登録を行うときは、手順 4 に戻ってください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

自局出力:
On
Off

:_

レポート送信先を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
F コード中継ボックスの登録内容の変更 / 削除のしかた

最終相手先の追加や削除の他、登録されている内容を変更するときや、F コード中継

ボックスを削除するときは以下の手順で行ってください。

参考 • F コードパスワードを変更することはできません。F コードパスワードを変更した
いときは、F コード中継ボックスを一度削除し、新しい F コードパスワードで登録
しなおしてください。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー
ドに戻ります。

1 5-27 ページの F コード中継ボックスの登録のしかたの手順 1 ～ 3 を行ってください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して対象となる

F コード中継ボックスを選択してください。

3 「F コード中継ボックスの内容を変更するとき」か「F コード中継ボックスを削除すると

き」のどちらかに進んでください。

＞ F コード中継ボックスの内容を変更するとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）登録済の F コードパスワード（4 桁）を入

力してください。

（3）［OK］キーを押してください。

（4）［▲］キーまたは［▼］キーを押して修正す

る項目を選択して、［OK］キーを押してくだ

さい。

修正の方法は 5-27 ページの F コード中継

ボックスの登録のしかたを参照してください。

（5）各項目の修正が終了し、手順（4）に戻れば［▲］キーまたは［▼］キーを押して

「終了」を選択してください。

＞ F コード中継ボックスを削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

（2）登録済の F コードパスワード（4 桁）を入

力してください。

Fコード中継BOX登録:
終了
#01　　5654
#02

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい

Fコード中継BOX:#01
終了

:5654サブアドレス
パスワード :2222

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
4 ［OK］キーを押してください。登録内容の変更あるいは F コードボックスの削除が終了

します。

＞引き続き別の F コード中継ボックスの登録内容変更あるいは削除を行うときは、手順

2 に戻ってください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

F コード中継同報指示送信のしかた

ここでは本機が送信開始機になり相手先の中継機の F コード中継ボックスに原稿を送

り、中継機から最終相手先へ原稿を送る手順を示します。

＜制限事項＞

● F コード通信機能を伴った同様の中継同報指示通信機能を相手機が備えていることが

必要です。機械によっては、送信のみ、受信のみしか行えない場合があるので、それ

ぞれの状況に合わせた機能を備えているかを送信側と受信側の両者で事前に確認して

ください。

●本機が送信側になる場合、サブアドレスは 20 桁まで入力できますが、この有効桁数

は相手機によって異なります。事前に相手側に確認し、受信側機の有効桁数内でサブ

アドレスを入力することが必要です。

＜前提条件＞

●送信側では…

受信側で登録されている原稿受渡しボックス（本機では F コード中継ボックス）の番号

（本機では 4 桁のサブアドレス）と F コードパスワードを入力する必要があるため、そ

れらを事前に知っている必要があります。

本機が送信側の場合、相手先ファクス番号の入力には、F コード用に登録されたワン

タッチダイヤルを使用するかテンキーから入力し F コード用のサブアドレスを入力する

必要があります。

最終相手先は中継機の F コード中継ボックスの登録内容にしたがいます。

●受信側では…

原稿受渡しボックス（本機では F コード中継ボックス）を登録し、その番号（本機では

4 桁のサブアドレス）を送信側に伝えておく必要があります。（5-27 ページの F コード

中継ボックスの登録のしかた参照）

本機が受信側（中継機）となる場合は、F コード中継ボックスの登録の際、最終相手先

のファクス番号入力の全てを、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルで行うことによって

最終相手先に最大 232 カ所に一度の操作で送信することができます。
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ファクスの操作方法（応用編）
参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 原稿をセットしてください。

2 開始時刻を指定するときは、［時刻指定］キーを押してください。メッセージ表示の 1 行

目に「T」の文字が表示されます。

通信予約限度（最大 50 件まで）に達した場合は、エラーメッセージが表示されます。

［OK］キーを押すと操作は中止され、初期モードに戻ります。

開始時刻を指定しないときは、この操作は必要ありません。次の手順 3 へ進んでくださ

い。

3 テンキーを使って、相手先のファクス番号を入

力してください。

相手先番号の入力には F コード通信用に登録し

たワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを使用す

ることもできます。また、その場合には、手順 4 ～ 7 の操作を省略することができま

す。

4 カバープレートを左にし、［F コード］キーを押

してください。

5 テンキーを使って、サブアドレスを入力してく

ださい。

相手側中継機の中継ボックスのサブアドレスを

確認して、0 ～ 9 の数字を使って最大 20 桁まで

で入力してください。

6 ［OK］キーを押してください。

:0_

スタートキーを押して下さい
原 稿 :

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）
5-32



ファクスの操作方法（応用編）
7  F コードパスワードは、F コード通信を行う際

に使用します。相手先との取り決め上、不要な

場合は入力する必要はありません。

＞ F コードパスワードを入力するときは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、“＃”の文字を使って最

大 20 桁までで入力してください。

＞ F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 8 へ進んでください。

8 次のそれぞれの場合に合わせて操作を行ってください。

＞手順 2 で［時刻指定］キーを押したときは、次の手順 9 へ進んでください。

＞手順 2 で［時刻指定］キーを押していないときは、手順 11 へ進んでください。

9 ［OK］キーを押してください。

10 テンキーを使って開始時刻を入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、時刻表示は「00：00」にクリアされます。

11 ［OK］キーを押してください。機械は送信のための動作を開始します。

開始時刻を指定したときは、指定時刻になると機械は送信を開始します。

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_
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ファクスの操作方法（応用編）
F コード中継ボックスリストの出力のしかた

F コード中継ボックスに登録されている内容は、F コード中継ボックスリストを出力す

ることによって確認できます。

参考 • F コード中継ボックスが全く登録されていない場合、F コード中継ボックスリスト

は出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード

BOX リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F コード中

継 BOX リスト」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。F コード中継ボックスリストの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

F コード中継ボックスが全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機

械は初期モードに戻ります。

ユーザー設定リスト
レポート出力:

FコードBOXリスト
暗号BOXリスト

FコードBOXリスト:

Fコード中継BOXリスト
Fコード親展BOXリスト
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ファクスの操作方法（応用編）
受信した原稿を他のファクスに転送する（メモリ転送）

事前に登録した開始時刻から終了時刻までの間に受信した原稿をいったんメモリに記憶

し、登録した相手先に転送する機能です。転送先へは F コード通信を行うこともできま

す。

参考 • 正常に転送できなかった場合は、本機で出力後、受信原稿はメモリから消去されま

す。

• 暗号通信など、通信の種類によってはメモリ転送機能が働かないことがあります。

• メモリ転送を行うときは、事前に設定を行う必要があります。（5-38 ページのメモ

リ転送設定のしかた参照）

登録のしかた

初めて登録を行うときは、下記の手順にしたがって操作を行ってください。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「自局情報登

録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「メモリ転

送」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 テンキーを使って転送先のファクス番号を入力

してください。

転送先の入力には、短縮ダイヤル、ワンタッチ

ダイヤル、チェーンダイヤルを使用することも

できます。また、F コード通信用に登録したワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを使っ

て相手先を入力した場合は、手順 7 ～ 10 の操作を省略することができます。

ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録

自局情報登録

許可ID
メモリ転送
許可ID
メモリ転送

許可TEL

:_

宛先を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
7 F コード通信を行うときは、［F コード］キーを押してください。

＞［F コード］キーを押したときは、次の手順 8 へ進んでください。

＞［F コード］キーを押さないときは、手順 11 へ進んでください。

8 テンキーを使って F コード通信で使用するサブ

アドレスを入力してください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

9 ［OK］キーを押してください。

10 必要であれば、F コードパスワードをテンキー

を使って入力してください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。相手先との取り決め上、不要な場合は入力する必要はありません。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 11 へ進んでください。

11 ［OK］キーを押してください。

入力した内容が正しくない場合は、エラーメッセージが表示されます。［OK］キーを押

すと、メッセージ表示は転送先の入力画面に戻ります。

12 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、受信した

原稿をこの機械でも出力するかどうかを選択し

てください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。ただし最初の設定の際には表示されません。

出力する場合は、「On」を選択してください。

13 ［OK］キーを押してください。

14 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、転送する

時間を指定するかどうかを選択してください。

「時刻指定」を選択すると、転送開始時刻から終

了時刻までの間に受信した原稿だけを転送先に

送信します。「終日」を選択すると、時間に関係なく受信した原稿を全て転送先に送信し

ます。

メッセージ表示の「* 」は、現在設定されていることを示しています。ただし最初の設

定の際には表示されません。

＞「時刻指定」を選択したときは、次の手順 15 へ進んでください。

＞「終日」を選択したときは、手順 19 へ進んでください。

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_

自局出力:
On
Off

転送時間:
時刻指定
終日
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ファクスの操作方法（応用編）
15 ［OK］キーを押してください。

16 テンキーを使って転送開始時刻を入力してくだ

さい。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力された時

刻はクリアされ、「00：00」に戻ります。

17 ［OK］キーを押してください。

18 テンキーを使って転送終了時刻を入力してくだ

さい。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力された時

刻はクリアされ、「00：00」に戻ります。

19 ［OK］キーを押してください。メモリ転送登録が終了します。

20 ［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

登録内容の変更のしかた

一度登録したメモリ転送の内容を変更するときは、下記の手順にしたがって操作を行っ

てください。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 5-35 ページの登録のしかたの手順 1 ～ 4 の操作を行ってください。

2 ［OK］キーを押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して変更したい

項目を選択し、［OK］キーを押してください。

参考 個々の項目の変更手順については、5-35 ページの登録のしかたを参考にして操作を行っ

てください。

4 登録内容の変更が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

メモリ転送開始時刻:00:00

転送開始時刻を入力して下さい

メモリ転送終了時刻:00:00

転送終了時刻を入力して下さい

メモリ転送:
終了
メモリ転送先
Fコード通信 :On

:5555555
5-37



ファクスの操作方法（応用編）
メモリ転送設定のしかた

メモリ転送機能を使用するためには、あらかじめこの設定を行う必要があります。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ファクス初

期設定」を選択して、［OK］キーを押してくださ

い。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「メモリ転

送」を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、受信した

原稿を転送する、しないを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

「On」を選択すると、受信原稿が転送されます。

6 ［OK］キーを押してください。メモリ転送設定が終了します。

7 ［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
レポート出力
パスワードチェック通信
メモリ転送 :OFF

メモリ転送:
On
Off*
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ファクスの操作方法（応用編）
複数の相手先をグループで送信する（グループダイヤル）

ワンタッチキーに複数の相手先を登録しておくと、それらの相手先に順次ダイヤルを行

う機能です。

参考 • グループダイヤルは順次同報送信などの各種機能通信の相手先番号入力にも使用で
きます。

• グループダイヤルとチェーンダイヤルは併用できません。

登録のしかた

参考 • 32 個のワンタッチキーの全てにグループダイヤルを登録することができます。

• 登録する相手先番号の全てを短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤルのいずれかを使っ
て入力する場合は、最大 232 宛先を登録することができます。

• グループ名称を登録しておくと、宛先帳機能を使って検索するときに役立ちます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー
ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「グループダ

イヤル登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 未登録のワンタッチキーを押してください。押

したワンタッチキーのところにグループダイヤ

ルが登録されます。

5 グループ名称を入力してください。

全角文字なら最大 10 文字、半角文字なら最大 20
文字まで登録できます。（2-15 ページの文字を入

力する参照）

グループ名称を登録しない場合は、次の手順 6 へ進んでください。

6 ［確定］キーを押してください。

ファクス登録:
ワンタッチダイヤル登録
プログラムダイヤル登録
グループダイヤル登録

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］
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ファクスの操作方法（応用編）
7 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して画面をスク

ロールさせ、宛先帳タグを選択してください。

8 ［OK］キーを押してください。

9 相手先のファクス番号をテンキーを使って入力

してください。

相手先番号の入力には短縮ダイヤル、ワンタッ

チダイヤル、チェーンダイヤル、宛先帳機能を

使用することもできます。F コード通信用に登録したワンタッチダイヤルや短縮ダイヤ

ルを使って相手先を入力した場合は、手順 10 ～ 13 の操作を省略することができます。

10 F コード通信を行うときは、［F コード］キーを押してください。

＞［F コード］キーを押したときは、次の手順 11 へ進んでください。

＞［F コード］キーを押さないときは、手順 14 へ進んでください。

11 F コード通信で使用するサブアドレスをテン

キーを使って入力してください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

12 ［OK］キーを押してください。

13 必要であれば、F コードパスワードをテンキー

を使って入力してください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。相手先との取り決め上、不要な場合は入力する必要はありません。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 14 へ進んでください。

14 ［OK］キーを押してください。

入力した相手先がすでに登録されている場合は、エラーメッセージが表示されます。

［OK］キーを押して、手順 15 へ進んでください。

相手先の数が多すぎる場合は、エラーメッセージが表示されます。［OK］キーを押して、

手順 16 へ進んでください。

15 引き続き相手先の入力を行うかどうかを選択してください。

＞まだ相手先ファクス番号の入力を続けるときは、手順 7 に戻ってください。

＞相手先の入力が全て終わったときは、次の手順 16 へ進んでください。

16 ［OK］キーを押してください。グループダイヤルの登録が終了します。

＞引き続き別のグループダイヤルの登録を行うときは、手順 4 ～ 16 を繰り返してください。

＞これで登録を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

宛先帳タグ選択:
あ
か
さ

:_

ファクス番号を入力して下さい

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_
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ファクスの操作方法（応用編）
登録内容の変更と削除のしかた

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 5-39 ページの登録のしかたの手順 1 ～ 3 の操作を行ってください。

2 対象となるグループダイヤルが登録されている

ワンタッチキーを押してください。

3 それぞれの手順にしたがって操作を行ってください。

＞登録内容を変更するとき

（1）［▲］キーまたは［▼］キーを押して表示さ

れている登録項目を選択してください。

グループにした相手先の追加、変更、削除

を行うときは、「グループリスト」を選択して

ください。

（2）［OK］キーを押してください。

（3）5-39 ページの登録のしかたを参照して各内容を変更してください。

（4）変更が終了すれば［▲］キーまたは［▼］

キーを押して「終了」を選択して、［OK］
キーを押してください。

＞グループダイヤルを削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

（2）［OK］キーを押してください。グループダイヤルが削除されます。

4 登録内容の変更や削除が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は初

期モードに戻ります。

関東エリア
グループ:06

グループリスト
:あタグ設定

グループ:06
終了

タグ設定
関東エリア

:あ
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ファクスの操作方法（応用編）
使いかた

参考 • グループダイヤルは、チェーンダイヤルと併用することはできません。

• グループダイヤルは通常送信だけでなく、順次同報送信やポーリング受信などの相

手先の入力時にも使用することができます。

1 原稿をセットしてください。

2 使いたいグループダイヤルが登録されているワ

ンタッチキーを押してください。

機械はグループダイヤルに登録されている相手

先全てに送信を行います。

参考 ワンタッチキーを押したときに以下のようなメッセージが表示されるときは、7-7 ペー

ジの相手先の名称を確認してダイヤルする（ダイヤル確認設定）が「ON」になっていま

す。

相手先名称など登録内容を確認して、メッセー

ジ表示のしたに表示される数字をテンキーで入

力してください。ダイヤルを開始します。

:関東エリア

1番のキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（応用編）
グループダイヤルリストの出力のしかた

グループダイヤルに登録されている相手先の番号やグループ名は、グループダイヤルリ

ストを出力することによって確認できます。

参考 • グループダイヤルが全く登録されていない場合、グループダイヤルリストは出力さ

れません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤル登

録情報リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「グループダ

イヤルリスト」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。グループダイヤルリストの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

グループダイヤルが全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機械は

初期モードに戻ります。

レポート出力:
FコードBOXリスト
暗号BOXリスト
ダイヤル登録情報リスト

ダイヤル登録情報リスト出力:
宛先帳リスト

グループダイヤルリスト
プログラムダイヤルリスト
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ファクスの操作方法（応用編）
送信内容をプログラムにする（プログラムダイヤル）

同報送信やポーリング受信などのいろいろな通信形態の操作手順をワンタッチキーに登

録しておくと、プログラムとして使うことができます。相手先や通信時刻などいつも固

定の通信をよく行う場合には、操作を簡略できるので非常に便利です。3 つの通信形態

の操作手順をプログラムとして登録することができます。

A. 通常送信

B. 順次同報送信

C. ポーリング受信

ご注意 • 相手先番号入力時にグループダイヤルはパターン A を使用できません。

• 相手先番号入力時にチェーンダイヤルとグループダイヤルを併用して使用すること

はできません。

• 各通信パターンごとの詳細な注意事項などは、それぞれの機能通信の説明ページを

参照してください。

登録のしかた

参考 • 32 個のワンタッチキー全てにプログラムダイヤルを登録することができます。

• プログラム名称は、省略することもできますが、登録しておくと宛先帳機能を使っ

て検索するときに役立ちます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「プログラ

ムダイヤル登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

ファクス登録:
ワンタッチダイヤル登録
プログラムダイヤル登録
グループダイヤル登録
5-44



ファクスの操作方法（応用編）
4 未登録のワンタッチキーを押してください。

5 希望の通信パターンの操作手順へ進んでください。

A. 通常送信（手順 5 から続く）

6 メッセージ表示で「送信」が選択されていること

を確認してください。

選択されていないときは、［▲］キーまたは［▼］

キーで選択してください。

7 ［OK］キーを押してください。

8 開始時刻を指定するかどうかを［▲］キーまたは

［▼］キーで選択してください。

＞開始時刻を指定する場合は「On」を選択し、次の手順 9 へ進んでください。

＞開始時刻を指定しない場合は「Off」を選択し、手順 11 へ進んでください。

9 ［OK］キーを押してください。

10 テンキーを使って開始したい時刻を入力してく

ださい。

［ストップ / クリア］キーを押すと、時刻表示は

「00:00」にクリアされます。

11 ［OK］キーを押してください。

12 相手先のファクス番号をテンキーを使って入力

してください。

相手先番号の入力には短縮ダイヤル、ワンタッ

チダイヤル、チェーンダイヤル、宛先帳機能を

使用することもできます。F コード通信用に登録したワンタッチダイヤルや短縮ダイヤ

ルを使って相手先を入力した場合は、手順 13 ～ 16 の操作を省略することができます。

A. 通常送信 このページ

B. 順次同報送信 5-47 ページ

C. ポーリング受信 5-49 ページ

プログラム:03:モード選択
送信
同報
ポーリング受信

タイマー通信:
On
Off

通信時刻:22:13

通信時刻を入力して下さい

:_

ファクス番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
13 F コード通信を行うときは、［F コード］キーを押してください。

＞［F コード］キーを押したときは、次の手順 14 へ進んでください。

＞［F コード］キーを押さないときは、手順 17 へ進んでください。

14 F コード通信で使用するサブアドレスを入力し

てください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

15 ［OK］キーを押してください。

16 必要であれば、F コードパスワードをテンキー

を使って入力してください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。相手先との取り決め上、不要な場合は入力する必要はありません。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 17 へ進んでください。

17 ［OK］キーを押してください。

入力した内容が正しくない場合は、エラーメッセージが表示されます。［OK］キーを押

すと、メッセージ表示は宛先入力画面に戻ります。

18 プログラム名称を入力してください。

参考 全角文字なら最大 10 文字、半角文字なら最大 20 文字まで登録できます。（2-15 ページ

の文字を入力する参照）

19 ［確定］キーを押してください。

20 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して画面をスク

ロールさせ、宛先帳タグを選択してください。

21 ［OK］キーを押してください。入力した内容がプログラムダイヤルとして登録されます。

＞引き続き別のプログラムダイヤルの登録を行うときは、5-45 ページの手順 4 に戻って

ください。

＞これでプログラムダイヤルの登録を終了するときは、［リセット］キーを押してくださ

い。機械は初期モードに戻ります。

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

宛先帳タグ選択:
あ
か
さ
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ファクスの操作方法（応用編）
B. 順次同報送信（5-45 ページ手順 5 から続く）

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「同報」を選

択してください。

7 ［OK］キーを押してください。

8 開始時刻を指定するかどうかを［▲］キーまたは

［▼］キーで選択してください。

＞開始時刻を指定する場合は「On」を選択し、次の手順 9 へ進んでください。

＞開始時刻を指定しない場合は「Off」を選択し、手順 11 へ進んでください。

9 ［OK］キーを押してください。

10 テンキーを使って開始したい時刻を入力してくだ

さい。

［ストップ / クリア］キーを押すと、時刻表示は

「00:00」にクリアされます。

11 ［OK］キーを押してください。

12 テンキーを使って相手先のファクス番号を入力

してください。

相手先番号の入力には短縮ダイヤル、ワンタッ

チダイヤル、グループダイヤル、チェーンダイ

ヤル、宛先帳機能を使用することもできます。F コード通信用に登録したワンタッチダ

イヤルや短縮ダイヤルを使って相手先を入力した場合は、手順 13 ～ 16 の操作を省略す

ることができます。

13 F コード通信を行うときは、［F コード］キーを押してください。

＞［F コード］キーを押したときは、手順 14 へ進んでください。

＞［F コード］キーを押さないときは、手順 17 へ進んでください。

14 F コード通信で使用するサブアドレスをテン

キーを使って入力してください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

15 ［OK］キーを押してください。

プログラム:04:モード選択
送信
同報
ポーリング受信

タイマー通信:
On
Off

通信時刻:00:10

通信時刻を入力して下さい

:_

ファクス番号を入力して下さい

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）
5-47



ファクスの操作方法（応用編）
16 必要であれば、F コードパスワードをテンキー

を使って入力してください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。相手先との取り決め上、不要な場合は入力する必要はありません。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 17 へ進んでください。

17 ［OK］キーを押してください。

入力した相手先がすでに登録されていたり、相手先の数が多すぎる場合は、エラーメッ

セージが表示されます。［OK］キーを押すと、メッセージ表示は宛先入力画面に戻りま

す。

18 引き続き相手先の入力を行うかどうかを選択してください。

＞まだ相手先ファクス番号の入力を続けるときは、手順 12 に戻ってください。

＞相手先の入力が全て終わったときは、次の手順 19 へ進んでください。

19 ［OK］キーを押してください。

20 プログラム名称を入力してください。

全角文字なら最大 10 文字、半角文字なら最大 20
文字まで登録できます。（2-15 ページの文字を入

力する参照）

21 ［確定］キーを押してください。

22 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して宛先帳タグ

を選択してください。

23 ［OK］キーを押してください。入力した内容がプログラムダイヤルとして登録されます。

＞引き続き別のプログラムダイヤルの登録を行うときは、5-45 ページの手順 4 に戻って

ください。

＞これでプログラムダイヤルの登録を終了するときは［リセット］キーを押してくださ

い。機械は初期モードに戻ります。

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

宛先帳タグ選択:
あ
か
さ
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ファクスの操作方法（応用編）
C. ポーリング受信（5-45 ページの手順 5 から続く）

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ポーリング

受信」を選択してください。

7 ［OK］キーを押してください。

8 開始時刻を指定するかどうかを［▲］キーまたは

［▼］キーを押して選択してください。

＞開始時刻を指定する場合は「On」を選択し、次の手順 9 へ進んでください。

＞開始時刻を指定しない場合は「Off」を選択し、手順 11 へ進んでください。

9 ［OK］キーを押してください。

10 テンキーを使って開始したい時刻を入力してく

ださい。

［ストップ / クリア］キーを押すと、時刻表示は

「00:00」にクリアされます。

11 ［OK］キーを押してください。

12 相手先のファクス番号をテンキーを使って入力

してください。

相手先番号の入力には短縮ダイヤル、ワンタッ

チダイヤル、グループダイヤル、チェーンダイ

ヤル、宛先帳機能を使用することもできます。F コード通信用に登録したワンタッチダ

イヤルや短縮ダイヤルを使って相手先を入力した場合は、手順 13 ～ 16 の操作を省略す

ることができます。

13 F コード通信を行うときは、［F コード］キーを押してください。

＞［F コード］キーを押したときは、次の手順 14 へ進んでください。

＞［F コード］キーを押さないときは、手順 17 へ進んでください。

14 F コード通信で使用するサブアドレスをテン

キーを使って入力してください。

サブアドレスは、0 ～ 9 の数字を使って最大 20
桁まで入力できます。

15 ［OK］キーを押してください。

送信
プログラム:05:モード選択

ポーリング受信
同報

On
タイマー通信:

Off

通信時刻:22:22

通信時刻を入力して下さい

:_

ファクス番号を入力して下さい

ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ:

サブアドレスを入力して下さい

_
（20桁）
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ファクスの操作方法（応用編）
16 必要であれば、F コードパスワードをテンキー

を使って入力してください。

F コードパスワードは、0 ～ 9 の数字と“ * ”、
“＃”の文字を使って最大 20 桁まで入力できま

す。相手先との取り決め上、不要な場合は入力する必要はありません。

F コードパスワードを入力しないときは、次の手順 17 へ進んでください。

17 ［OK］キーを押してください。

入力した相手先がすでに登録されていたり、相手先の数が多すぎる場合は、エラーメッ

セージが表示されます。［OK］キーを押すと、メッセージ表示は宛先入力画面に戻りま

す。

18 引き続き相手先の入力を行うかどうかを選択してください。

＞まだ相手先ファクス番号の入力を続けるときは、手順 12 に戻ってください。

＞相手先の入力が全て終わったときは、次の手順 19 へ進んでください。

19 ［OK］キーを押してください。

20 プログラム名称を入力してください。

全角文字なら最大 10 文字、半角文字なら最大 20
文字まで登録できます。（2-15 ページの文字を入

力する参照）

21 ［確定］キーを押してください。

22 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して宛先帳タグ

を選択してください。

23 ［OK］キーを押してください。入力した内容がプログラムダイヤルとして登録されます。

＞引き続き別のプログラムダイヤルの登録を行うときは、5-45 ページの手順 4 に戻って

ください。

＞これでプログラムダイヤルの登録を終了するときは［リセット］キーを押してくださ

い。機械は初期モードに戻ります。

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ:_

パスワードを入力して下さい
（20桁）

_

入力終了

名称を入力後　入力終了　→確定
全角漢字

*
［          ］

宛先帳タグ選択:
あ
か
さ
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ファクスの操作方法（応用編）
登録内容の変更と削除のしかた

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 5-44 ページの登録のしかたの手順 1 ～ 3 の操作を行ってください。

2 対象となるプログラムダイヤルが登録されてい

るワンタッチキーを押してください。

3 「＞登録内容を変更するとき」、「＞プログラムダイヤルを削除するとき」それぞれの手

順にしたがって操作を行ってください。

＞登録内容を変更するとき

（1）［▲］キーまたは［▼］キーを押して変更し

たい内容を選択してください。

（2）［OK］キーを押してください。

参考 個々の内容の変更手順については、5-44 ページの登録のしかたを参考にして操作を行っ

てください。

（3）手順（1）の画面に戻れば、［▲］キーを押し

て「終了」を選択して［OK］キーを押してく

ださい。

＞プログラムダイヤルを削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

（2）［OK］キーを押してください。

4 登録内容の変更や削除が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は初

期モードに戻ります。

プログラム:04:同報
終了
同報リスト
関東エリア

プログラム:04:同報
終了
同報リスト
関東エリア
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ファクスの操作方法（応用編）
使いかた

1 原稿をセットしてください。

2 使いたいプログラムダイヤルが登録されている

ワンタッチキーを押してください。

機械は登録されたプログラムダイヤルの内容に

したがって送信や受信を行います。

参考 ワンタッチキーを押したときに以下のようなメッセージが表示されるときは、7-7 ペー

ジの相手先の名称を確認してダイヤルする（ダイヤル確認設定）が「ON」になっていま

す。

相手先名称など登録内容を確認して、メッセー

ジ表示のしたに表示される数字をテンキーで入

力してください。ダイヤルを開始します。

:関東エリア

1番のキーを押して下さい
原 稿 :
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ファクスの操作方法（応用編）
プログラムダイヤルリストの出力

現在登録しているプログラムダイヤルの内容は、プログラムダイヤルリストを出力する

ことによって確認できます。

参考 • プログラムダイヤルが全く登録されていない場合、プログラムダイヤルリストは出

力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤル登

録情報リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「プログラム

ダイヤルリスト」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。プログラムダイヤルリストの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

プログラムダイヤルが全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機械

は初期モードに戻ります。

レポート出力:
FコードBOXリスト
暗号BOXリスト
ダイヤル登録情報リスト

ダイヤル登録情報リスト出力:

宛先帳リスト
ワンタッチダイヤルリスト

プログラムダイヤルリスト
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ファクスの操作方法（応用編）
パスワードが一致したときだけ通信を行う（パスワードチェック通信）

パスワード条件を満足する送信や受信だけを行えるようにする機能です。この機能を使

うと、送信または受信できる相手先を限定することができます。具体的には、事前にパ

スワード（許可 TEL 番号 / 許可 ID 番号）を登録し、パスワードチェック通信を行う旨

の設定を行っておきます。送信操作時や受信時は、この機能についての特別な操作の必

要はなく、通常通りの操作を行います。そして、実際に送信や受信が開始されたとき、

パスワード条件を満足する送信や受信は正常に行われますが、条件を満足しない送信や

受信はエラーとなります。

参考 パスワードチェック通信は、下記の＜前提条件＞や＜パスワード通信成立条件＞をよく

お読みになり、送信や受信を可能にする相手先とも事前によく打ち合わせた上で行うよ

うにしてください。

＜前提条件＞

自機にパスワード（許可 TEL 番号または許可 ID）を登録しておく必要があります。

相手側機に自局 TEL 番号または自局 ID が登録されている必要があります。

あらかじめパスワード通信設定を行う必要があります。（5-59 ページのパスワード

チェック通信設定のしかた参照）

＜パスワード通信成立条件＞

自機に登録されている許可 TEL 番号と相手先の自局 TEL 番号とが一致するとき。

自機に登録されている許可 ID と相手先の自局 ID とが一致するとき。

自機（送信側）に登録された短縮またはワンタッチダイヤルを使って相手先（受信側）

に送信した場合に、その登録されている番号の下 4 桁と受信側のファクス番号の下 4 桁

が一致するとき。（手動送信時を除く）

受信が行われる場合に、自機（受信側）の短縮またはワンタッチダイヤルに登録されて

いる相手先番号の下 4 桁が、送信側のファクス番号の下 4 桁と一致するとき。

許可 TEL 番号の登録のしかた

参考 • 最大 5 個の許可 TEL 番号を登録することができます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。
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ファクスの操作方法（応用編）
2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「自局情報

登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「許可 TEL」
を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、#1 ～ #5
の登録エリアの中から未登録のエリアを選択し

てください。

7 ［OK］キーを押してください。

8 許可 TEL 番号として登録したい番号をテンキー

を使って入力してください。

許可 TEL 番号は 0 ～ 9 までの数字で、最大 20
桁まで入力できます。

9 ［OK］キーを押してください。入力した番号が許可 TEL 番号として登録されます。

＞引き続き別の許可 TEL 番号の登録を行うときは、手順 6 ～ 9 を繰り返してください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録

自局情報登録

:0000
:0000ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝFAX

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝTEL
許可TEL

許可TEL:
終了
#1:
#2:

#1:_

許可番号を入力して下さい
（20桁）
5-55



ファクスの操作方法（応用編）
許可 TEL 番号の変更 / 削除のしかた

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

1 5-54 ページの許可 TEL 番号の登録のしかたの手順 1 ～ 5 の操作を行ってください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、変更ある

いは削除したい許可 TEL 番号を選択してくださ

い。

3 変更あるいは削除の操作を行ってください。

＞登録内容を変更するとき

（1）［OK］キーを押してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、表示されていた番号はクリアされます。

（2）許可 TEL 番号として新たに登録したい番号

をテンキーを使って入力してください。

許可 TEL 番号は 0 ～ 9 までの数字で、最大

20 桁まで入力できます。

（3）［OK］キーを押してください。

＞許可 TEL 番号を削除するとき

［ストップ / クリア］キーを押してください。許可

TEL 番号が削除されます。

4 変更や削除が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

引き続き別の許可 TEL 番号の変更や削除を行うときは、手順 2 に戻ってください。

許可TEL:
終了
#1:5551111
#2:

#1:5551111

許可番号を入力して下さい
（20桁）
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ファクスの操作方法（応用編）
許可 ID の登録のしかた

参考 • 最大 5 個の許可 ID を登録することができます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「自局情報

登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「許可 ID」

を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、#1 ～ #5
の登録エリアの中から未登録のエリアを選択し

てください。

7 ［OK］キーを押してください。

8 許可 ID として登録したい番号をテンキーを使っ

て入力してください。

許可 ID は 0 ～ 9 までの数字を使って 4 桁で入力

してください。

9 ［OK］キーを押してください。入力した番号が許可 ID として登録されます。

＞引き続き別の許可 ID の登録を行うときは、手順 6 ～ 9 を繰り返してください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録

自局情報登録
:0000ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝTEL

許可TEL
許可ID

許可ID:
終了
#1:
#2:

#1:0000

許可IDを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
許可 ID の変更 / 削除のしかた

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 5-57 ページの許可 ID の登録のしかたの手順 1 ～ 5 の操作を行ってください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、変更ある

いは削除したい許可 ID を選択してください。

3 変更あるいは削除の操作を行ってください。

＞登録内容を変更するとき

（1）［OK］キーを押してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、表示されていた番号はクリアされます。

（2）許可 ID として新たに登録したい番号をテン

キーを使って入力してください。

許可 ID は 0 ～ 9 までの数字を使って 4 桁で

入力してください。

（3）［OK］キーを押してください。

＞許可 ID を削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

許可 ID が削除されます。

4 変更や削除が全て終了すれば、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

引き続き別の許可 ID の変更や削除を行うときは、手順 2 に戻ってください。

許可ID:
終了
#1:3333
#2:

#1:3333

許可IDを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
パスワードチェック通信設定のしかた

パスワードチェック通信設定をしておくと、送信する相手先や受信できる相手先を限定

することができます。これらは送信、受信別々に設定ができます。

参考 • 許可 TEL 番号と許可 ID 番号が全く登録されていない場合、この設定を行ってもパ

スワードチェック通信は行われません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選択

してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「パスワード

チェック通信」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 メッセージ表示に「送信」が選択されていること

を確認し、［OK］キーを押してください。

7 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「On」また

は「Off」のどちらかを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

パスワードチェック送信を行う場合は、「On」を選択してください。

8 ［OK］キーを押してください。パスワードチェック送信設定が終了します。

9 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「受信」を選

択してください。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

レポート出力
パスワードチェック通信

発信元記録 :原稿外側

終了
パスワードチェック通信:

受信 :OFF
送信 :OFF

パスワードチェック送信:
On
Off*

終了
パスワードチェック送信:

受信 :OFF
送信 :OFF
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ファクスの操作方法（応用編）
10 ［OK］キーを押してください。

11 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「On」また

は「Off」のどちらかを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

パスワードチェック受信を行う場合は、「On」を選択してください。

12 ［OK］キーを押してください。パスワードチェック受信設定が終了します。

13 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「終了」を選択し、［OK］キーを押してください。

FAX 設定のメニュー画面に戻ります。

14 設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械はファクスの初期モー

ドに戻ります。

パスワードチェック受信:
On
Off*
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ファクスの操作方法（応用編）
原稿を暗号化して通信する（暗号通信）

送信機側で原稿を暗号化して通信を行う方法です。通信途中が暗号化されるので、第 3
者が何らかの方法で送信原稿を盗み見ようとした場合でも、本当の原稿の内容を知るこ

とはできません。送られた原稿は、受信側で元の原稿に戻して（平文化されて）印字出

力されます。第 3 者には絶対に知られたくないような極秘の機密文書などを送る際に非

常に有効な通信方法です。

参考 • 暗号通信を行うためには、相手側ファクスも同方式の暗号通信機能をもった弊社機

であることが必要です。

• 暗号通信では、原稿の暗号化と平文化を行うために、送信側と受信側で同じ 16 桁

の暗号鍵を使用します。暗号鍵が送信側と受信側で合致しない場合、暗号通信は成

立しません。暗号通信を行うときは、送信側と受信側で事前に取り決めを行い、両

者で同じ暗号鍵を 2 桁の暗号鍵番号と一緒に登録しておく必要があります。

送信・受信側での設定内容

アルファベットが同じものは同じ数字を設定してください。例えば、暗号鍵は送信、受

信側で同じ番号です。

設定内容 送信側 受信側 設定の

参照ページ

暗号鍵番号 （A）2 桁 （B）2 桁 5-62 ページ

暗号鍵 （C）16 桁 （C）16 桁 5-62 ページ

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル

の暗号鍵番号

（A）2 桁 2-22 ページ

2-28 ページ

送信先暗号ボックス （D）4 桁 2-22 ページ

2-28 ページ

暗号ボックス番号 （D）4 桁 5-65 ページ

暗号ボックスでの暗号鍵番号 （B）2 桁 5-65 ページ
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ファクスの操作方法（応用編）
暗号鍵の登録のしかた

暗号鍵は、送信側では暗号通信用として使用する短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルの

登録時に、受信側では暗号通信用の暗号ボックスを登録する際に必要になります。

暗号鍵は、0 ～ 9 までの数字とアルファベットの Ａ ～ Ｆ の文字を任意に 16 個列べて作

成します。作成した暗号鍵には、01 ～ 20 の 2 桁の暗号鍵番号をつけて登録します。

参考 • 暗号鍵は最大 20 個まで登録することができます。

• すでに登録されている暗号鍵の変更を行う場合も同様の操作を行ってください。

• 暗証番号については、本体の応用編の使用説明書を参照してください。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「暗号鍵登

録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 テンキーを使って、暗証番号（4 桁）を入力して

ください。

入力された番号が正しくないときは、エラー

メッセージが表示されます。［OK］キーを押した

後、もう一度入力しなおしてください。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、#01 ～ #20
までの中で未登録の暗号鍵番号を選択してくだ

さい。

6 ［OK］キーを押してください。

7 ワンタッチキーを使って、登録したい暗号鍵を

16 桁で入力してください。

ファクス登録:

暗号鍵登録
暗号BOX登録
FコードBOX登録

暗証番号を入力して下さい

暗号鍵登録:
終了
#01
#02

暗号鍵:_

暗号鍵を入力して下さい
（16桁必要）
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ファクスの操作方法（応用編）
＜暗号鍵の作成＞

暗号鍵の作成には、0 ～ 9 までの数字とアルファベットの ＡＦ の文字を使用し、それら

を任意に 16 桁分入力したものが暗号鍵となります。入力にはワンタッチキーを使用し

ます。ワンタッチキーへの文字の配置は下記のとおりです。

＜暗号鍵と暗号鍵番号について＞

作成した暗号鍵は、暗号鍵番号（01 ～ 20 の 2 桁の数字）のもとに登録します。暗号通

信時に使用する暗号鍵の指定は、この暗号鍵番号を使って行われます。

暗号通信により受信した原稿を出力するためには、送信側で指定した暗号鍵と受信側の

暗号用親展ボックスに設定される暗号鍵が合致していなければなりませんが、暗号鍵番

号は合致している必要はありません。例えば、送信側で“暗号鍵番号 18”、“暗号鍵

ABFE468C2569D341”が登録され、それが暗号通信において指定されている場合に、受

信側が同じ内容の暗号鍵を“暗号鍵番号 09”で登録している場合でも、暗号用親展ボッ

クスに“暗号鍵番号 09”を設定しておけば、暗号鍵自体は合致するため暗号通信が成立

し、原稿を正しく出力することができます。

8 ［OK］キーを押してください。入力した内容が暗号鍵として登録されます。

引き続き別の暗号鍵の登録を行うときは、手順 5 ～ 8 を繰り返してください。

9 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「終了」を選択してください。

10 ［OK］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

ワンタッチキー番号 文字

1 1
2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 A

11 B

12 C

13 D

14 E

15 F

16 0
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ファクスの操作方法（応用編）
暗号鍵の登録内容の変更／削除のしかた

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

1 5-62 ページの暗号鍵の登録のしかたの手順 1 ～ 3 の操作を行ってください。

2 テンキーを使って、暗証番号（4 桁）を入力して

ください。

入力された番号が正しくないときは、エラー

メッセージが表示されます。［OK］キーを押した

後、もう一度入力しなおしてください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、変更また

は削除したい暗号鍵を選択してください。

4 以下の手順で変更または削除を行ってください。

＞登録内容を変更するとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）ワンタッチキーを使って、登録したい暗号

鍵を 16 桁で入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと入力を全て

消すことができます。

（3）［OK］キーを押してください。

＞暗号鍵を削除するとき

（1） ［ストップ / クリア］キーを押してください。

（2）［OK］キーを押してください。

5 他の暗号鍵の変更、削除を行うときは、手順 3、4 を繰り返してください。

終了するときは［▲］キーまたは［▼］キーを押して「終了」を選択し、［OK］キーを押

してください。機械は初期モードに戻ります。

暗証番号を入力して下さい

暗号鍵登録:
終了
#01
#02

暗号鍵:667788AABB9BBA_

暗号鍵を入力して下さい
（16桁必要）
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ファクスの操作方法（応用編）
暗号ボックスの登録のしかた

暗号通信の受信側では暗号ボックスの登録が必要です。また、受信した際にすぐに自動

出力を行うか別操作で出力を行うかも選択してください。

参考 • 暗号ボックスは最大 15 個まで登録できます。

• 登録する際に入力する暗号ボックス番号は F コード親展ボックスのサブアドレスや

F コード中継ボックスのサブアドレスと同じ番号は使用できません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ファクス登録］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「暗号ＢＯＸ

登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、未登録の

登録エリアを選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 暗号ボックスのボックス番号として登録する番

号を入力してください。

ボックス番号は、“0000”～“9999”の 4 桁の数

字で入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容は「0000」にクリアされます。

7 ［OK］キーを押してください。

8 ボックス ID 番号として登録する番号を 4 桁で入

力してください。

ボックス ID 番号を「0000」で登録したときは、

その暗号ボックスに対するチェックが行われま

せん。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容は「0000」にクリアされます。

ファクス登録:
チェーンダイヤル登録
FコードBOX登録
暗号BOX登録

暗号BOX登録:
終了
#01
#02

BOX番号:0000

BOX番号を入力して下さい

BOXID:0000

BOXIDを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
9 ［OK］キーを押してください。

10 暗号鍵番号として登録する番号を 2 桁で入力し

てください。

11 ［OK］キーを押してください。

12 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、即時出力

をするかどうか選択してください。

13 ［OK］キーを押してください。

＞引き続き別の暗号ボックスの登録内容変更あるいは削除を行うときは、手順 4 に戻っ

てください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

暗号ボックスの登録内容の変更／削除のしかた

参考 • ボックス ID 番号は変更できません。

• 暗号ボックスにデータがある場合は暗号ボックスは削除できません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 5-65 ページの暗号ボックスの登録のしかたの手順 1 ～ 3 を行ってください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、登録内容

の変更または削除を行う暗号ボックスを選択し

てください。

暗証鍵番号:00

暗号鍵の番号を入力して下さい

即時出力:
ON
OFF

暗号BOX登録:
終了
#01  3333
#02
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ファクスの操作方法（応用編）
3 暗号ボックスの登録内容を変更する場合は「暗号ボックスの登録内容を変更するとき」、

暗号ボックスの削除を行う場合は、「暗号ボックスを削除するとき」に進んでください。

＞暗号ボックスの登録内容を変更するとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）登録されているボックス ID 番号 4 桁で入力

してください。

（3）［OK］キーを押してください。

（4）［▲］キーまたは［▼］キーを押して、変更

する項目を選択して、［OK］キーを押してく

ださい。

（5）5-65 ページの暗号ボックスの登録のしかたを参照して変更を行ってください。

（6）［OK］キーを押してください。手順（4）に戻ります。その他の設定を変更するとき

は手順（4）～（6）を行ってください。

（7）変更が終了したら［▲］キーを押して「終了」を選択してください。

＞暗号ボックスを削除するとき

（1）［ストップ / クリア］キーを押してください。

（2）登録されているボックス ID 番号 4 桁で入力

してください。

4 ［OK］キーを押してください。登録内容の変更あるいは暗号ボックスの削除が終了しま

す。

＞引き続き別の暗号ボックスの登録内容変更あるいは削除を行うときは、手順 2 に戻って

ください。

＞これで終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

BOXID:_

BOXIDを入力して下さい

暗号BOX:#01
終了
BOX番号
BOXID :3333

:3333

BOXID:_

BOXIDを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
送信側の操作のしかた

暗号送信を行う場合は、暗号通信用として登録した短縮ダイヤルまたはワンタッチダイ

ヤルを使用して送信を行います。

参考 • 暗号送信は、単一宛先への送信のほか、順次同報送信、中継先から最終相手先への

同報送信、中継先からの通信結果レポートの返送でも行うことができます。

• 暗号通信時は、F コード通信を行うことができません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 受信側と取り決めた暗号鍵の登録を行ってください。（5-62 ページの暗号鍵の登録のし

かた参照）

すでに登録されている場合は、次の手順 2 に進んでください。

2  暗号通信用として使用するワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルの登録を行ってくだ

さい。（2-22 ページのワンタッチキーで送信する（ワンタッチダイヤル）、2-28 ページの

3 桁の数字で相手先にダイヤルする（短縮ダイヤル）参照）

すでに登録されている場合は、次の手順 3 に進んでください。

3 原稿をセットしてください。

4 手順 2 で登録した短縮ダイヤルまたはワンタッチダイヤルを使って相手先のファクス番

号を入力してください。

5 機械は送信のための動作を開始します。

短縮またはワンタッチダイヤルで指定されている暗号鍵が自機に登録されていない場合

はエラーとなり、送信は行われません。
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ファクスの操作方法（応用編）
受信側の操作のしかた

暗号通信を行う場合、受信側では以下の手順にしたがって操作を行ってください。

参考 • 暗号通信時は、F コード通信を行うことができません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 送信側と取り決めた暗号鍵の登録を行ってください。（5-62 ページの暗号鍵の登録のし

かた参照）

すでに登録されている場合は、次の手順 2 に進んでください。

2 暗号通信用として使用する暗号ボックスの登録を行ってください。（5-65 ページの暗号

ボックスの登録のしかた参照）

すでに登録されている場合は、次の手順 3 に進んでください。

原稿の出力方法については、＜自動出力と手動出力＞を参照してください。

3 相手機側から暗号送信が行われます。暗号通信が正常に行われた場合、暗号原稿は受信

の際に暗号化される前の状態に戻され（平文化）、受信機側に設定された暗号ボックス

に入ります。

暗号ボックス登録時に手動出力が選択されている場合は、次の手順 4 に進んでくださ

い。

暗号ボックス登録時に自動出力が選択されている場合には、受信後、自動的に原稿が出

力されます。

4 受信した原稿を暗号ボックスから出力してください。（5-70 ページの暗号ボックスから

の出力のしかた参照）

＜自動出力と手動出力＞

受信側では、暗号ボックスの登録時、原稿の出力方法について次の 2 通りの選択ができ

ます。（5-65 ページの暗号ボックスの登録のしかた参照）

●自動出力

受信後すぐに暗号ボックスから自動的に原稿を出力させる方法です。

●手動出力

受信後すぐには原稿を出力させず、いったん暗号ボックスに蓄積（記憶）させておき、

出力したいときに、出力操作を行って原稿を出力する方法です。（5-70 ページの暗号

ボックスからの出力のしかた参照）

この方法は、暗号通信機能と親展機能とを組合わせた形態といえます。原稿を出力でき

るのは、暗号ボックスのボックス番号とボックス ID を知っている人に限られるため、

通信途中だけでなく自機への受信後も高い機密性を保持することができます。
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ファクスの操作方法（応用編）
暗号ボックスからの出力のしかた

相手先から自機の暗号ボックスへ送られた原稿は、下記の出力操作を行って出力してく

ださい。出力が正常に行われると、暗号ボックス内の原稿データは消去されます。

参考 • 暗号ボックスの登録時にボックス ID 番号を「0000」で登録したときは、暗号ボック

スからの出力操作時にボックス ID 番号の入力が不要です。入力したボックス番号が

正しければ、出力が行われます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［ボックス入出力］キー

を押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「暗号 ＢＯＸ

出力」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 テンキーを使って、原稿を出力する暗号ボック

スのボックス番号（4 桁）を入力してください。

5 ［OK］キーを押してください。

暗号ボックスの登録時にボックス ID 番号を「0000」で登録しているときは、この時点で暗

号ボックスからの出力が開始されます。次の手順 6 以降の操作を行う必要はありません。

暗号ボックスに原稿がないときは、エラーメッセージが表示され、機械は初期モードに

戻ります。

入力したボックス番号が登録されていないときは、エラーメッセージが表示され、その

後メッセージ表示はボックス番号の入力画面に戻ります。

6 ボックス ID 番号（4 桁）を入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと、入力した内容

は「0000」にクリアされます。

7 ［OK］キーを押してください。暗号ボックスからの出力が開始されます。

入力したボックス ID 番号が正しくないときは、エラーメッセージが表示され、その後

メッセージ表示はボックス ID 番号の入力画面に戻ります。正しい番号を入力しなおし

てください。

ボックス入力先:
Fコード親展BOX入力

暗号BOX出力
Fコード親展BOX出力

BOX番号:0000

BOX番号を入力して下さい

BOXID:0000

BOXIDを入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
暗号鍵リストの出力のしかた

暗号通信時に使用される暗号鍵の登録内容は、暗号鍵リストを出力すれば確認できま

す。

参考 • このリストの出力には、暗証番号を入力することが必要です。入力されたパスワー

ドがあらかじめ登録されているパスワードと一致しなければ、暗号鍵リストを出力

することはできません。

• 暗号鍵が何も登録されていない場合、暗号鍵リストは出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤル登

録情報リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「暗号鍵リス

ト」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 テンキーを使って、暗証番号（4 桁）を入力して

ください。

暗号鍵リストの出力が開始されます。

入力された番号が正しくないときは、エラー

メッセージが表示されます。［OK］キーを押した後、もう一度入力しなおしてください。

レポート出力:
FコードBOXリスト
暗号BOXリスト
ダイヤル登録情報リスト

ダイヤル登録情報リスト出力:

暗号鍵リスト
グループダイヤルリスト
プログラムダイヤルリスト

暗証番号を入力して下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
暗号ボックスリストの出力のしかた

暗号ボックスに登録されている内容あるいはその中に保存されている原稿の情報は、暗

号ボックスリストを出力することによって確認できます。

参考 • 暗号ボックスが全く登録されていない場合、暗号ボックスリストは出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「暗号 BOX
リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。暗号ボックスリストの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

暗号ボックスが全く登録されていない場合、エラーメッセージが表示され、機械は初期

モードに戻ります。

レポート出力:

FコードBOXリスト
ユーザー設定リスト

暗号BOXリスト
5-72



ファクスの操作方法（応用編）
部門ごとに使用を管理する（部門管理機能）

部門コードを入力してから送信や通信予約を行うことによって、最大 100 部門までの

ファクスの使用状況を各部門ごとに把握することができます。

部門管理の内容

＜部門管理の対象となる通信形態＞

• 通常送信

• 時刻指定送信

• 順次同報送信

• F コード中継同報指示送信

• ポーリング通信

• F コード親展通信

• F コード掲示板通信

• 暗号送信

• 本機より相手先へダイヤルした場合の手動送信 / 手動受信

＜使用機能の制限＞

部門管理機能では、一般の利用者が部門コードを、管理責任者が暗証番号を使用するこ

とによって、一般の利用者が使える機能に制限を与えることができます。

＞部門コードを入力した場合に使用できる機能としては、次のものがあります。

項目 内容 参照

部門コードの登録 部門管理を行うときは部門コードを登録す

る必要があります。

応用編使用説明書

ファクス部門管理設定 部門管理を行うときは「設定する」に設定

してください。

応用編使用説明書

ファクス送信制限 部門コードごとに送信できる原稿枚数を設

定します。制限なしや使用不可に設定する

こともできます。

応用編使用説明書

送信カウンタの参照 部門別あるいは全部門の送信枚数の合計を

表示し、参照できます。

応用編使用説明書

送信カウンタのクリア 送信原稿のカウンタをクリアできます。こ

のときコピーの使用枚数もクリアされます。

応用編使用説明書

部門管理レポートの出力 部門管理の対象となる通信について、その

送信の履歴を出力できます。

5-75 ページ

• 通常送信

• 時刻指定通信

• 順次同報送信

• F コード中継同報指示送信

• ポーリング通信

• F コード親展送信

• F コード掲示板受信

• F コード親展ボックスへの入力

• F コード親展ボックスからの出力

• 暗号送信

• 暗号ボックスからの出力

• メモリ編集機能

• 通信予約レポートの出力

• 部門管理レポートの出力

• 本機より相手先へダイヤルした
場合の手動送信 / 手動受信
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ファクスの操作方法（応用編）
ご注意 • 「電話をかける」、「通信結果表示」、「通信管理レポート出力」は、部門コードや暗証

番号の入力なしでも行うことができます。

• 部門管理モード設定時、一括送信機能は部門コードが同一のものについてのみ働き

ます。部門コードが異なる通信は一括送信されません。（1-20 ページの複数の原稿

を一括で送信する（一括送信機能）参照）

• 部門管理レポートの出力設定が「ON」に設定されている場合、50 通信ごとに部門

管理レポートが自動的に出力されます。（7-1 ページの各種レポートの出力条件を設

定する（レポート出力設定）参照）

• 通常、発信元記録には自局名称が印字されますが、部門管理モード設定時に部門

コードを入力して送信を行った場合は、部門名称が印字されます。ただし、暗証番

号を入力して送信した場合は、自局名称が印字されます。

部門管理モードからファクスを使用するとき

1 登録されている部門コードをテンキーで入力し

てください。

2 ［OK］キーを押してください。

3 各操作を行ってください。

ファクス操作終了後、［部門管理］キーを押した

り、オートクリア機能が働くと部門コードの入

力画面に戻ります。

部門コードを入力して下さい
確定

2004年04月01日　02時16分

原稿をセットして下さい
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ファクスの操作方法（応用編）
部門管理レポートの出力のしかた

部門コードを入力すると、入力された部門の通信についてレポートを出力することがで

きます。また、暗証番号を入力すると全部門のレポートを出力したり、部門別のレポー

トを選択して出力することもできます。

参考 • 部門管理モード設定時以外は、このレポートは出力できません。

• 部門管理の対象となる通信が全く行われていない場合、部門管理レポートは出力さ

れません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

●部門コードを使用する場合

1 テンキーを使って部門コードを入力して、［OK］
キーを押してください。

入力内容が正しければ、ファクスの初期メッ

セージが表示されます。

2 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

3 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「部門管理

レポート」を選択してください。

4 ［OK］キーを押してください。部門管理レポートが出力されます。

出力が終わると部門コードの入力画面に戻ります。

●暗証番号を使用する場合

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キーを

押してください。

部門コードを入力して下さい
確定

レポート出力:
通信管理レポート
部門管理レポート
通信予約確認レポート
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ファクスの操作方法（応用編）
2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「部門管理レ

ポート」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 テンキーを使用して、暗証番号（4 桁）を入力し

てください。

5 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「全部門」を

選択するか、各部門コード（部門名称）を選択

してください。

6 ［OK］キーを押してください。選択された「全部門」または各部門コード（部門名称）に

＊マークが付きます。複数の部門を選択する場合は手順 5、6 を繰り返してください。

7 ［▲］キーを押して「終了」を選択し、［OK］キー

を押してください。選択された部門管理レポー

トが出力されます。

レポート出力:
通信管理レポート
部門管理レポート
通信予約確認レポート

暗証番号を入力して下さい

部門管理レポート:
終了
全部門
12347643:京都支店

部門管理レポート:
終了
全部門
12347643:京都支店*
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6 通信情報の管理
通信結果の内容を確認する（通信結果表示）

最近行われた通信の結果を知りたいとき、メッセージ表示で確認することができます。

メッセージ表示には、送信／受信別にそれぞれ最大 50 件までの通信情報が表示されま

す。確認できる内容は、文書番号、通信日、通信時刻、通信先名、通信ページ数、通信

種類、通信結果です。

送信結果表示のみかた

最近行われた送信の情報を最大 50 件までメッセージ表示で確認することができます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 カバープレートを左にし、［通信情報］キーを押

してください。

2 「送信結果表示」が選択されていることを確認

し、［OK］キーを押してください。最新の送信

文書の結果が表示されます。

3 ［▼］キーを押すと、表示中のものより前に行わ

れた送信の情報が、［▲］キーを押すと後に行わ

れた送信情報が順次表示されます。

4 確認が終了したら、［OK］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

表示可能な一番古い送信の情報が表示されているときに［▼］キーを押すと、終了のメ

ニューが表示されます。そのまま［OK］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

通信情報:
送信結果表示
受信結果表示
メモリ編集

文書番号:010 01/23
送信結果:

送信
:本社営業部

OK
P005

24:00
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通信情報の管理
受信結果表示のみかた

最近行われた受信の情報を最大 50 件までメッセージ表示で確認することができます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 カバープレートを左にし、［通信情報］キーを押

してください。

2 ［▼］キーを押して「受信結果表示」を選択して

ください。

3 ［OK］キーを押してください。最新の受信文書の結果が表示されます。

4 ［▼］キーを押すと、表示中のものより前に行わ

れた受信の情報が、［▲］キーを押すと後に行わ

れた受信情報が順次表示されます。

5 確認が終了したら、［OK］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

表示可能な一番古い受信の情報が表示されているときに［▼］キーを押すと、終了のメ

ニューが表示されます。そのまま［OK］キーを押してください。機械は初期モードに

戻ります。

通信情報:
送信結果表示
受信結果表示
メモリ編集

文書番号:010 01/23
受信結果:

受信
:九州支店

OK
P005

24:00
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通信情報の管理
通信管理レポートを出力する（管理レポートの出力）

通信結果やファクス機能についての設定状況などがわかる管理レポート類（通信管理レ

ポート、通信予約確認レポート、ユーザー設定リスト）の出力方法を説明しています。

これらのレポートやリストは、いつでも出力させることができます。

通信管理レポートの出力のしかた

通信管理レポートを出力することにより、本機で行われた送信や受信の状況を確認する

ことができます。送・受信を合わせて、最近通信が行われた 50 件までの情報が印字出

力されます。

参考 • 通信が全く行われていない場合、通信管理レポートは出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キー

を押してください。

2 「通信管理レポート」が選択されていることを確

認した後、［OK］キーを押してください。通信

管理レポートの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

レポート出力:
通信管理レポート
通信予約確認レポート
ユーザー設定リスト
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通信情報の管理
通信予約確認レポートの出力のしかた

通信予約確認レポートを出力することにより、メモリー内で待機している送信や受信の

状況を確認することができます。

参考 • 時刻指定した通信やポーリング送信待機原稿が全くない場合、通信予約確認レポー

トは出力されません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キー

を押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「通信予

約確認レポート」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。通信予約確認レポートの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

ユーザー設定リストの出力のしかた

ユーザー設定リストを出力することにより、ユーザー自身が本機に設定した内容（電話

回線種別等）や登録した内容（自局名称等）を確認することができます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キー

を押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「ユー

ザー設定リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。ユーザー設定リストの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

レポート出力:
通信管理レポート
通信予約確認レポート
ユーザー設定リスト

レポート出力:
通信管理レポート
通信予約確認レポート
ユーザー設定リスト
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7 各種設定と登録
各種レポートの出力条件を設定する（レポート出力設定）

送信や受信が正しく行われたかどうかや通信の予約内容を確認するために、6 種類のレ

ポートを出力できます。各レポートともそれぞれ自動出力させたり、自動出力を禁止し

たりすることができます。

＜通信管理レポート＞

一定回数の通信が行われた後にそれらの通信内容をレポートにして出力します。

＜部門管理レポート＞

部門管理の対象となる通信について、その通信状況を登録されている部門ごとにまとめ

てレポート出力します。

＜送信結果レポート＞

送信が行われた後、送信が正しく行われたかどうかをレポートにして出力します。

特定条件時（通信エラー、順次同報送信、時刻指定送信、暗号送信）のみ出力させるこ

とができます。

＜受信結果レポート＞

受信が行われた後、受信が正しく行われたかどうかをレポートにして出力します。

特定条件時（通信エラー、ポーリング受信、暗号受信、F コード親展受信）のみ出力さ

せることができます。

＜タイマー予約レポート＞

時刻指定をして通信予約を行った後にその予約内容をレポートにして出力します。

＜ NW-FAX 送信レポート＞

ネットワークスキャナ（オプション）を装着し、NW-FAX 送信をした後、送信が正しく

行われたかどうかを E メールに添付して送信します。

特定条件時（通信エラー、順次同報送信、時刻指定送信）のみ送信させることができま

す。
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各種設定と登録
参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、「レポー

ト出力」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、設定を行

うレポートを選択してください。

ここでは、例としてタイマー予約レポートを選

択します。

7 ［OK］キーを押してください。

8 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、そのレ

ポートを自動で出力するかどうかを選択してく

ださい。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

自動出力するときは、「On」を選択してください。

手順 6 で「送信結果」、「受信結果」、「NW-FAX 送信結果」を選択したときは、「特定条

件時のみ出力」が選択できます。左記の特定条件時のみ出力します。

9 ［OK］キーを押してください。そのレポートの出力設定が終了します。

＞引き続き他のレポートの出力設定を行うときは、手順 6 ～ 9 を繰り返してください。

＞他項目の設定を行うときは、「終了」を選択した後、［OK］キーを押してください。

＞設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

:原稿外側発信元記録
:プッシュ回線

レポート出力

送信結果
レポート出力:

タイマー予約 :ON
受信結果 :ON

:ON

タイマー予約レポート:
On
Off

*
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各種設定と登録
掲示板機能の設定をする（掲示板設定）

掲示板機能を使用すると、同じ原稿をポーリング受信したいとの要求が複数の相手先か

らあった場合でも、一度メモリからのポーリング送信の準備をするだけで、それらの相

手先への送信が可能になります。掲示板機能を使用するためには、あらかじめ設定を行

う必要があります。（5-10 ページのポーリング送信のしかた参照）

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「掲示板」

を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、掲示板機

能を選択してください。メッセージ表示の「 * 」
は、現在設定されていることを示しています。

掲示板機能を使用するときは、「原稿を保持す

る」を選択してください。ポーリング送信後、原稿は消去されずに再び待機中の状態で

保持されます。「原稿を消去する」を選択したときはメモリ内の原稿は消去されます。

7 ［OK］キーを押してください。掲示板設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

:OFFメモリ転送
パスワードチェック通信

掲示板 :保持する

掲示板:
原稿を消去する
原稿を保持する*
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各種設定と登録
呼び出しベルの回数を設定する（ファクス専用自動受信）

本機の受信モードが FAX 専用自動受信に設定されているときに、相手先からの呼出し

に対して応答するまでの呼出回数を 1 ～ 15 回の範囲内で設定することができます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ベル回

数」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、呼出回数

を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。FAX 専用自動受信モードの呼出回数設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
:OFFメモリ転送

掲示板 :保持する
ベル回数 : 2回

ベル回数:
1回
2回*
3回
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各種設定と登録
呼び出しベルの回数を設定する（FAX/ 留守番電話自動切替受信）

市販の留守番機能付電話機を併用する場合の FAX/ 留守番電話自動切替受信モードで、

留守番機能が使われないときにファクスに着信するまでの呼出回数を 1 ～ 15 回の範囲

内で設定することができます。相手先からファクス原稿が送られてくると、ここで設定

した回数だけ呼出しが行われた後、ファクスの受信に切り替わります。（5-3 ページの

ファクスと留守番電話を自動で切り替える（FAX/ 留守番電話自動切替受信）参照）

参考 • 呼出回数は電話機側で設定された呼出回数より多く設定してください。ご使用にな

られる電話機が呼出回数を設定できない場合には、本機側の呼出回数を 15 回に設

定してください。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ベル回数

留守電」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、呼出回数

を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。FAX/ 留守番電話自動切替受信モードの呼出回数設定が終

了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
掲示板 :保持する
ベル回数 : 2回
ベル回数留守電:15回

ベル回数留守番電話:
1回
2回
3回
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各種設定と登録
呼び出しベルの回数を設定する（FAX/TEL 自動切替受信）

オプションのハンドセットや市販の電話機を接続して使用する場合の FAX/TEL 自動切

替受信モードで、ファクスで着信するまでの呼出回数を 0 ～ 15 回の範囲内で設定する

ことができます。相手先からファクス原稿が送られてくると、ここで設定した回数だけ

呼出しが行われた後、ファクスの受信に切り替わります。相手先が電話であれば再度呼

出音が鳴ります。（5-1 ページのファクスと電話を自動で切り替える（FAX/TEL 自動切替

受信）参照）

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ベル回数

自動」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、呼出回数

を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

「０回」を選択した場合、相手先からの呼出しに対してすぐに応答します。

7 ［OK］キーを押してください。FAX/TEL 自動切替受信モードの呼出回数設定が終了しま

す。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻りま

す。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

ベル回数留守電:15回
: 0回

: 2回

ベル回数自動

ベル回数

ベル回数自動切換え:
0回
1回

*

2回
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各種設定と登録
相手先の名称を確認してダイヤルする（ダイヤル確認設定）

ダイヤル確認設定を「On」にすると、ワンタッチキーを使うダイヤル（ワンタッチダイ

ヤル、グループダイヤル、プログラムダイアル）使用時に相手先などの確認のメッセー

ジが表示されます。相手先へのダイヤルが開始されるまでにメッセージ表示で一度確認

することができるので、原稿を送ってはいけない相手先に誤って送信するのを未然に防

ぐことができます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ダイヤル

確認」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、ダイヤル

確認を行うかどうか選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。ダイヤル確認設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
ベル回数留守電:15回

:OFFダイヤル確認
: 0回ベル回数自動

ダイヤル確認:
On
Off*
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各種設定と登録
スピーカの音量を調節する（音量調整）

本機から聞こえるブザー音、モニタ音、スピーカ音のボリュームは調整することができ

ます。必要がなければ音を鳴らさなくすることもできます。

＜ブザー音量調整＞

通信エラー発生時になるエラー音、操作パネルのキーを押したときになるキー音の音量

を調整します。

＜モニタ音量調整＞

［オンフック］キーを使わずにオフフック状態になったときに、内蔵スピーカから聞こ

える音量を調整します。

＜スピーカ音量調整＞

［オンフック］キーを押してオフフック状態になったときに、内蔵スピーカから聞こえ

る音量を調整します。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「音量調

整」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

:OFFダイヤル確認
: 0回ベル回数自動

音量調整
7-8



各種設定と登録
6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、音量を調整する項目を選択してください。

＞「ブザー音量」を選択したとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）［▲］キーまたは［▼］キーを押して、音量

を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定され

ていることを示しています。

ブザー音量は「OFF」、「小」、「大」の中から選択できます。「OFF」を選択すると、

音が聞こえなくなります。

＞「モニター音量」を選択したとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）［▲］キーまたは［▼］キーを押して、音量

を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定され

ていることを示しています。

モニタ音量は「OFF」、「小」、「中」、「大」の中から選択できます。「OFF」を選択す

ると、音が聞こえなくなります。

＞「スピーカー音量」を選択したとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）［▲］キーまたは［▼］キーを押して、音量

を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定され

ていることを示しています。

ブザー音量は「OFF」、「小」、「中」、「大」の中から選択できます。「OFF」を選択す

ると、音が聞こえなくなります。

7 ［OK］キーを押してください。メッセージ表示は音量調整メニューに戻ります。

＞他項目の設定を行うときは、「終了」を選択した後、［OK］キーを押してください。

＞設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻

ります。

ブザー音量:
OFF
小*
大

モニター音量:
OFF
小

*中

スピーカー音量:
OFF
小*
中
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各種設定と登録
原稿の読み込み条件を設定する（原稿送り装置読込設定）

原稿を原稿送り装置から読み込むとき、A4 サイズなどの定形サイズとして読み込むか、

長尺原稿（給紙される方向に長い原稿）として読み込むかのどちらかを事前に設定して

おくことができます。

参考 • 両面原稿を送信するためには、「定形原稿」を選択しておく必要があります。（3-1
ページの両面原稿を送信する（両面送信）参照）

• 「長尺原稿」を選択した場合、回転送信は行われません。（1-20 ページの原稿を回転

して送信する（回転送信機能）参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「原稿送り

装置」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、設定する

原稿の形態を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。原稿送り装置読込設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
:OFFダイヤル確認

音量調整
:定形原稿原稿送り装置

原稿送り装置:
定形原稿
長尺原稿

*
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各種設定と登録
送信方法の初期値を設定する（送信モードの初期値設定）

初期モードで選択される送信モードをメモリー送信、ダイレクト送信のうちから選択で

きます。ここでダイレクト送信を選択すると、ダイレクト送信表示が点灯します。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「送信モー

ド初期値」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、送信モー

ドを選択してください。

メッセージ表示の「* 」は、現在設定されている

ことを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。送信モードの初期設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
音量調整
原稿送り装置
送信ﾓｰﾄﾞ初期値

:定形原稿
:メモリ

送信モード初期値:
ダイレクト送信
メモリ送信*
7-11



各種設定と登録
受信方法を設定する（受信モード設定）

“自動受信”には 2 つの受信モードがあります。初期モードで選択される受信モードを

FAX 専用自動受信または、FAX/TEL 自動切替受信のうちから選択してください。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「受信モー

ド」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、受信モー

ドを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。受信モード設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

:ファクス受信受信モード
:メモリ送信ﾓｰﾄﾞ初期値
:定形原稿原稿送り装置

受信モード:
ファクス受信
ファクス/TEL自動切替

*
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各種設定と登録
受信した日時の記録方法を設定する（受信日時記録設定）

受信日時記録は、受信原稿が出力されるときに、各ページの先頭に受信した日時、相手

先の情報、ページ数を本機側で付加し印字する機能です。この機能を使うと、時差があ

る地域から原稿を受信したときに、こちら側の時間で受信した日時を見ることができる

ので非常に便利です。受信日時記録を印字するためには、事前に設定しておく必要があ

ります。

参考 • 受信原稿が複数ページに分割出力されるときは、最初の 1 ページのみに受信日時記

録が印字され、2 ページ目以降には印字されません。

• メモリ転送設定時、転送先で出力される受信原稿には受信日時記録は印字されませ

んが、設定回数リダイヤルが行われたにもかかわらず、正常に転送されなかった場

合、自機で出力される原稿には印字されます。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「受信日時

記録」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、受信日時

記録を印字するかどうか選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

受信日時記録を印字するときは、「On」を選択してください。

7 ［OK］キーを押してください。受信日時記録設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

:ファクス受信受信モード
:メモリ送信ﾓｰﾄﾞ初期値

:OFF受信日時記録

受信日時記録:
On
Off*
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各種設定と登録
使用する用紙を設定する（ファクス給紙設定）

ファクスモードでは、受信した原稿を印字出力するときや、レポート / リスト類を出力

するときの用紙の給紙モードとして、自動給紙、サイズ固定、カセット段固定の 3 つの

モードがあります。給紙モードは、これらの 3 つの中から選択することができます。

参考 メモリ内に原稿が蓄積（記憶）されている場合、ファクス給紙設定を変更することはで

きません。

< 自動給紙モード >

機械が自動で用紙を選択し給紙するモードです。

< サイズ固定モード >

受信サイズを指定し、その指定したサイズの用紙がセットされているカセットから出力

するモードです。指定したサイズがセットされていない場合には代行受信が行われま

す。

複数の用紙サイズの設定はできません。

指定したサイズの用紙が 2ヶ所以上にセットされている場合は、上段にあるカセットか

ら優先して出力を行います。

< カセット段固定モード >

受信サイズに関係なく指定されたカセットから出力するモードです。指定したカセット

に用紙がセットされていないときは、代行受信が行われます。

複数のカセット段の設定はできません。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：
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各種設定と登録
4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ファクス

給紙」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、給紙モー

ドを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

＞「自動選択」を選択したとき

手順 7 へ進んでください。

＞「サイズ固定」を選択したとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）［▲］キーまたは［▼］キーを押して、指定

する用紙のサイズを選択してください。

＞「カセット段固定」を選択したとき

（1）［OK］キーを押してください。

（2）［▲］キーまたは［▼］キーを押して、指定

するカセット段を選択してください。

カセットが装着されていなければ、使用不

可を知らせるメッセージが表示され、選択

できません。

7 ［OK］キーを押してください。ファクス給紙設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

ファクス初期設定:
:ファクス受信受信モード

受信日時記録
ファクス給紙

:OFF
:自動選択

ファクス給紙:

カセット段固定
サイズ固定
自動選択*

サイズ固定:

1段目
カセット段固定:

2段目
3段目
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各種設定と登録
2 枚の原稿を 1 枚にまとめて受信する（2 in 1 受信設定）

2 in 1 受信は、A5 サイズの連続した受信原稿 2 ページを A4 サイズの用紙 1 枚に印字出

力させる機能です。2 in 1 受信を行うためには、事前に設定しておく必要があります。

参考 • 2 in 1 受信と両面受信を併用することはできません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「2 in 1 受

信」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、2 in 1 受

信を行うかどうかを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

2 in 1 受信を行うときは、「On」を選択してください。

7 ［OK］キーを押してください。2 in 1 受信設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
:OFF受信日時記録

ファクス給紙
2in1受信

:自動選択
:OFF

2in1受信:
On
Off*
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各種設定と登録
ファクス通信網を使用して受信する（F ネット無鳴動受信設定）

この設定は初期値が OFF になっていますので、F ネット無鳴動受信を行なう場合は設定

を変更してください。

参考 • F ネット無鳴動受信に関しては、1-22 ページの NTT の F ネットを使用する（F ネッ

ト無鳴動受信機能）を参照してください。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「F ネット

無鳴動受信」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、F ネット

無鳴動受信を行うかどうか選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。F ネット無鳴動受信設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
2in1受信
ダイヤルイン

:OFF
:OFF

Fﾈｯﾄ無鳴動受信:OFF

Fﾈｯﾄ無鳴動受信:
On
Off*
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各種設定と登録
宛先帳のタグを選択する（宛先帳タグ設定）

宛先帳（2-34 ページ参照）で使用する宛先帳タグは、「かな」と「数字」の 2 種類のう

ちのどちらかを選ぶことができます。

「かな」と「数字」それぞれの場合に使えるタグは次の通りです。

「かな」：あ、か、さ、た、な、は、ま、や、ら、わ、英数字

「数字」：0、１、２、３、４、５、６、７、８、９

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「宛先帳タ

グ」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、宛先帳タ

グの種類を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。宛先帳タグ設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
ダイヤルイン
Fﾈｯﾄ無鳴動受信
宛先帳タグ

:OFF
:かな

:OFF

宛名帳タグ:
かな
数字

*
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各種設定と登録
年月日の表示のしかたを設定する（年月日表示設定）

メッセージ表示、各種レポートの先頭および発信元記録における年、月、日の表示ある

いは記録方法を設定します。「漢字」、「アルファベット」、「数字」から選択することが

できます。

【例】「漢字」：2004 年 07 月 08 日　12 時 00 分

「アルファベット」：2004 - JUL - 08  12:00

「数字」：2004 - 07 - 08  12:00

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「年月日表

示」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、表示方法

を選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。年月日表示設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:

リモート診断 :OFF
:漢字

:かな

年月日表示

宛先帳タグ

年月日表示:
漢字
アルファベット

*

数字
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各種設定と登録
サービスセンターから通信で機械を診断する（リモート診断設定）

本機で問題が発生したときにサービス実施店等に連絡をいただくと、弊社サービスセン

ターのコンピュータから電話回線を介して機械にアクセスし、その状況や問題点などを

確認することができます。

参考 • リモート診断機能を使用するときは、あらかじめサービス実施店と契約の上、決め

られた個別 ID を本機に登録する必要があります。詳しくは弊社サービス実施店また

はお買い求めいただいた販売店にお問い合わせください。（7-21 ページのリモート

診断のための ID を登録する（個別 ID 登録）参照）

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「リモート

診断」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、リモート

診断機能を使用するかどうかを選択してくださ

い。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

リモート診断機能を使うときは、「On」を選択してください。

7 ［OK］キーを押してください。リモート診断設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
Fﾈｯﾄ無鳴動受信
宛先帳タグ :かな

:OFF

:OFF

リモート診断

リモート診断:
On
Off*
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各種設定と登録
リモート診断のための ID を登録する（個別 ID 登録）

本機でリモート診断サービスを受けるときは、サービス実施店から指定された個別 ID
を登録する必要があります。

参考 • 登録内容を変更するときも、同様の操作を行ってください。

• 特に登録をしなくても、初期値（0000）でリモート診断サービスを受けることがで

きます。

• リモート診断を行うためには、7-20 ページのサービスセンターから通信で機械を診

断する（リモート診断設定）で「ON」を選択する必要があります。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 カバープレートを左にして、［ファクス登録］

キーを押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「自局情報

登録」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「個別 ID」

を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 テンキーを使って、個別 ID として登録する番号

を 4 桁の数字で入力してください。

［ストップ / クリア］キーを押すと入力した内容

は「0000」にクリアされます。

7 ［OK］キーを押してください。個別 ID の登録が終了します。

登録を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

ファクス登録:

暗号鍵登録
自局情報登録

暗号BOX登録

自局情報登録
メモリ転送

:55リモート切替
個別ID :0000

個別ID:0000

個別IDを入力して下さい
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各種設定と登録
受信サイズを等倍、縮小から選択する（受信サイズ設定）

ファクス給紙設定で「自動選択」が選択されているとき、セットされている用紙サイズ

より受信原稿サイズの方が大きい場合、等倍を優先して複数の用紙で受信するか、縮小

を優先してできるだけ 1 枚の用紙で受信するか選択できます。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「受信サイ

ズ」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して等倍を優先

するか、縮小を優先するか選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。受信サイズ設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
リモート診断
年月日表示
受信サイズ

:漢字
:縮小優先

:OFF

受信サイズ:
縮小優先
等倍優先

*
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各種設定と登録
受信原稿を一括で出力する（ファクス受信一括出力設定）

この設定を「On」にすると、送信されてくる画像データを蓄積し一括して出力します。

受信と出力を別々に一括して行うため、受信中にコピーなどをすることができます。

参考 • この設定を「On」に設定していても、画像データを蓄積するメモリが少ない場合

は、自動的に一枚ずつの出力に変わります。

• この設定を「On」に設定していても、両面受信、メモリ転送が「On」状態、また

は代行受信中であれば、そちらの機能を優先します。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ファクス

受信一括」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、ファクス

受信一括出力を行うかどうか選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。ファクス受信一括出力が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
年月日表示
受信サイズ
ファクス一括受信

:縮小優先
:OFF

:漢字

ファクス一括受信:
On
Off
*
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8 オプション
ハンドセット

オプションのハンドセットを取り付けると、電話で会話ができるようになります。ま

た、手動での送信や受信も行えるようになります。

各部の名称とはたらき

(A) ハンドセット台－ハンドセットをセットしておくための台です。

(B) ハンドセット－電話をするときや手動送受信を行うときに使用します。

(C) 回線種別切替スイッチ－電話回線はダイヤル方法の種別によりダイヤル（パルス）

回線の 10PPS または 20PPS と、プッシュ（トーン）回線の 3 種類に分かれます。ご

利用になられる電話回線の種別に合わせて選択してください。

もし回線種別を誤って選択すると、電話をかけたり原稿を送信したりすることがで

きなくなりますので注意してください。

(D) ダイヤルボタン－電話をかけるときに相手先の電話番号を入力するために使用しま

す。

(E) 呼出音量調節スイッチ－“H”側にすると音量は大きくなり、“L”側にすると音量

は小さくなります。“OFF”側にすると呼出音は鳴りません。

(F) フックボタン－回線を切るときや、ダイヤルをもう一度やりなおすときに押してく

ださい。
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オプション
電話のかけかた

電話をかけるときは、以下の手順にしたがって操作を行ってください。電話の受けかた

は、3-23 ページの手動で受信する（手動受信）を参照してください。

1 電話をかける前に、送信や受信が行われていないことを確認してください。

送・受信が行われていないときは、通信中表示が消灯しています。

2 ハンドセットを上げるか、［オンフック］キーを

押して［オンフック］表示を点灯させてくださ

い。

［オンフック］表示が点灯すると、音声は機械本

体側のスピーカーから聞こえます。

3 ハンドセットのダイヤルボタンまたは本体操作パ

ネルのテンキーを使って相手先の番号を入力して

ください。

本体の短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、宛

先帳機能も使用できます。

チェーンダイヤルも併用できます。

4 相手先が応答したら会話をしてください。

手順 2 で［オンフック］キーを押しているとき

は、話し声が本体側のスピーカーから聞こえま

す。

ハンドセットを上げると［オンフック］表示が

消灯し、相手と電話で話ができるようになりま

す。

5 会話が終わったら、ハンドセットをハンドセット台に置いてください。
8-2



オプション
両面ユニット

オプションの両面ユニットを装着すると、機内で用紙を反転させ、用紙の表裏に印字す

る“両面受信”ができるようになります。受信した複数ページの原稿の幅が全て同じで

あるとき、原稿サイズと同幅の用紙に両面で印字出力を行います。

参考 • 両面受信するためには両面受信設定で「On」が設定されている必要があります。

• 両面受信設定が「On」になっているときは、受信モードに関わらず、すべての原稿

を一度メモリに蓄積（記憶）してから、一括して印字出力を行います。

2 枚の受信原稿を両面に記録する（両面受信設定）

両面機を使用している場合、受信した原稿を用紙の表裏に印字することができます。両

面受信する場合は事前に設定しておく必要があります。

参考 • 両面受信と 2 in 1 受信は併用することはできません。

• 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モー

ドに戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「両面受

信」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、両面で受

信するかどうかを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

両面受信を行うときは「On」を選択してください。

7 ［OK］キーを押してください。両面受信設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻ります。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
ファクス給紙
2inI受信
両面受信

:OFF
:OFF

:自動選択

両面受信:
On
Off*
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オプション
オプションメモリ

オプションメモリは 32MB でビットマップ展開

用メモリが増加し、ウルトラファインモードで

の送信／受信が可能になります。また、メモリ

に蓄積できる受信／送信原稿のページ数を増や

すことができます。
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9 Network FAX 設定（オプション）
この章ではネットワークスキャナ（オプション）を使用して Network FAX 機能、とくに

セットアップ方法および本体での各種設定方法について説明しています。設定を行う場

合には、接続するコンピュータ（以下 PC と記述します）の環境によって、設定すべき

内容に差異がありますので、必要な部分をお読みいただき、正しい設定を行ってくださ

い。付属の CD-ROM に納められている使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）と

あわせてお読みください。これには、Network FAX 機能を使用した送受信のしかたや各

種設定方法など PC からの操作方法について説明しています。

使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）について

使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）は PDF（Portable Document Format）形式

で付属の CD-ROM に収録されています。

使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）には Network FAX 機能を使用するための

アプリケーションの使用方法が説明されています。主な内容は以下の通りです。

• 各種アプリケーションのインストールのしかた

• 各種設定のしかた

• Network FAX 送信のしかた

• Network FAX 受信のしかた

• アドレス帳の使用のしかた

• アドレス編集のしかた

オンラインマニュアルの開き方

オンラインマニュアルを参照するときは以下の手順で行ってください。

1 付属のネットワーク FAX ライブラリの CD-ROM を PC の CD-ROM ドライブに入れてく

ださい。自動でセットアップ用のメインメニュー画面が表示されます。

2 メインメニュー画面で［ドキュメント］をクリックしてオンラインマニュアルを開いて

ください。

オンラインマニュアルをご覧になるには Adobe Acrobat Reader 5.01 以上がインストール

されている必要があります。システムにインストールされていないときは、付属の

CD-ROM からインストールしてください。
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Network FAX 設定（オプション）
セットアップの方法

Network FAX 機能を使用するには以下のセットアップが必要です。

(1) 本体とコンピュータを接続する

本体にネットワークケーブル

（100BASE-TX、10BASE-T）を接続します。

→ 9-3 ページ参照

（2) 機械本体の操作

本体での基本設定（Network FAX 受信設定、送

信原稿保存設定、ファイル形式設定）を行って

ください。）→ 9-4 ～ 9-6 ページ

(3) コンピュータの操作

各種専用ソフトのインストール（同梱 CD-ROM
に収録）、及び各種設定

→ 使用説明書　機能編（オンラインマニュアル）

参照

セットアップ完了

PC

Hub

PC
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Network FAX 設定（オプション）
本体とコンピュータの接続

1 本体のメインスイッチを OFF（○）にしてくだ

さい。

ご注意 ネットワークケーブルを接続する際は、必ず本機の電源を OFF にしてから接続してく

ださい。

2 本体のスキャナインタフェースコネクタにイー

サケーブル 10BASE-T または 100BASE-TX のコ

ネクタを接続してください。

3 本機のメインスイッチを ON（｜）にしてくださ

い。
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Network FAX 設定（オプション）
本体での初期設定

Network FAX 受信設定のしかた

Network FAX 受信を行うときはこの設定を ON にしてください。また、受信した原稿を

本体で出力させることもできます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「NW-FAX
受信」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、Network 
FAX 受信するかどうかを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

「ON（自局出力 ON）」は受信した原稿を本機で出力し、指定のフォルダにも保存されま

す。「ON（自局出力 OFF）」は受信した原稿を本機で出力せず、指定のフォルダに保存

されます。

7 ［OK］キーを押してください。Network FAX 受信設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
ファクス給紙
2inI受信
NW-FAX受信

:OFF
:OFF

:自動選択

NW-FAX受信:
ON(自局出力ON)
ON(自局出力OFF)
Off

*

9-4



Network FAX 設定（オプション）
送信原稿保存設定のしかた

送信した原稿をサーバー PC（付属の Scanner File Utility がインストールされた PC）で保

存するかどうか設定できます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「送信原稿

保存」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、原稿を保

存するかどうかを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。送信原稿保存設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
ファクス給紙
NW-FAX受信
送信原稿保存

:ON(ON)
:ON

:OFF

送信原稿保存:
ON
OFF*
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Network FAX 設定（オプション）
ファイル形式設定のしかた

サーバー PC（付属の Scanner File Utility がインストールされている PC）で保存される送

信した原稿、または受信された原稿のファイル形式を設定します。PDF ファイルまたは

TIFF ファイルのどちらかを設定できます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 ［システムメニュー］キーを押してください。

2 ［▼］キーを押して、「ファクス初期設定」を選

択してください。

3 ［OK］キーを押してください。

4 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「ファイル

形式」を選択してください。

5 ［OK］キーを押してください。

6 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して、PDF ファ

イルか TIF ファイルを選択してください。

メッセージ表示の「 * 」は、現在設定されてい

ることを示しています。

7 ［OK］キーを押してください。ファイル設定が終了します。

設定を終了するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モードに戻り

ます。

プリンタ初期設定
マシン初期設定

ファクス初期設定

システムメニュー/カウンタ：

ファクス初期設定:
NW-FAX受信
送信原稿保存
ファイル形式

:OFF
:PDF

:ON(ON)

ファイル形式:
PDF
TIFF*
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Network FAX 設定（オプション）
Network FAX 設定リストの出力のしかた

このリストには、Network FAX 受信の設定、自局出力の設定、保存フォルダ番号など

Network FAX 機能に関係する設定状態が記載されます。

参考 操作を途中で中止するときは、［リセット］キーを押してください。機械は初期モード

に戻ります。

1 カバープレートを左にし、［レポート出力］キー

を押してください。

2 ［▲］キーまたは［▼］キーを押して「NW-FAX
設定リスト」を選択してください。

3 ［OK］キーを押してください。NW-FAX 設定リストの出力が開始されます。

メッセージ表示は初期モード画面に戻ります。

通信予約確認レポート
レポート出力:

ユーザー設定リスト
NW-FAX設定リスト
9-7



Network FAX 設定（オプション）
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10 ご参考
仕様

機械の仕様は予告なく変更されることがあります。

形式 オプション FAX キット

相互通信 G3

適用回線 加入電話回線、F ネット

伝送時間 3 秒未満 (33600bps, JBIG, ITU-T #1 chart)

伝送速度 33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/1
4400/12000/9600/7200/4800/2400bps

符号化方式 JBIG/MMR/MR/MH

誤り訂正 ECM

原稿サイズ 最大原稿幅：297mm、最大原稿長さ：1600mm

原稿自動給紙枚数 50 枚

走査線密度 主走査 × 副走査

ノーマル (8 dot/mm x 3.85 line/mm)

ファイン (8 dot/mm x 7.7 line/mm)

スーパーファイン (8 dot/mm x 15.4 line/mm)

ウルトラファイン (16 dot/mm x 15.4 line/mm)

記録解像度 600 x 600 dpi

中間調 128 階調（誤差拡散）

ワンタッチダイヤル 最大 32 宛先（01 ～ 32）

短縮ダイヤル 最大 200 宛先（000 ～ 199）

同報送信 最大 232 宛先

ポーリング受信 最大 232 宛先

ビットマップ展開用メモリ容量 4 MB

画像蓄積用メモリ容量 4 MB

直流抵抗値 370Ω（※本装置は、電話回線や地域などの条件によっ

てはご使用になれない場合がございます。)

出力レポート類 通信管理レポート、通信予約確認レポート、ユーザー設

定リスト、ワンタッチダイヤルリスト、短縮ダイヤルリ

スト、宛先帳リスト、プログラムダイヤルリスト、グ

ループダイヤルリスト、暗号鍵リスト、部門管理レポー

ト

オプション ハンドセット、オプションメモリ（32MB）、
ネットワークスキャナ
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ご参考
メニュー構成一覧

操作パネル上の各機能キーを押したときのメニュー構成は、以下の通りになっていま

す。ファクスを使用する上での参考にしてください。

［ファクス登録］キー 短縮ダイヤル

ワンタッチダイヤル

プログラムダイヤル

グループダイヤル

チェーンダイヤル

Ｆ コード BOX Ｆ コード親展 BOX

Ｆ コード中継 BOX
暗号ボックス

暗号鍵

自局情報 自局番号

自局名称

自局 ID

ダイヤルインファクス

ダイヤルイン TEL

許可 TEL

許可 ID

メモリ転送

リモート切替

個別 ID

日時
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ご参考
＊ 1：ネットワークスキャナ装着時

＊ 2：自動両面ユニット装着時

［システムメニュー］キー 回線設定

発信元記録

レポート出力 通信管理

部門管理

送信結果

受信結果

タイマー予約

NW-FAX 送信結果＊ 1
パスワードチェック 送信

受信

メモリ転送

掲示板

ベル回数（自動受信）

ベル回数（留守電切替）

ベル回数（FAX/TEL 自動切替）

ダイヤル確認

音量調節 ブザー音量

モニター音量

スピーカ音量

原稿送り装置

送信モード初期値

受信モード

受信日時記録

ファクス給紙

2 in 1 受信

両面受信＊ 2

ファクス一括受信

Network FAX 受信＊ 1

送信原稿保存＊ 1

ファイル形式＊ 1

ダイヤルイン

F ネット無鳴動受信

宛先帳タグ

リモート診断

年月日表示

受信サイズ
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ご参考
［レポート出力］キー 通信管理レポート

部門管理レポート＊ 2

通信予約確認レポート

ユーザー設定リスト

NW-FAX 設定リスト＊ 1

F コード BOX リスト

暗号 BOX リスト

ダイヤル登録情報リスト

F コード親展 BOX リスト

F コード中継 BOX リスト

短縮ダイヤルリスト

ワンタッチダイヤルリスト

宛先帳リスト

プログラムダイヤルリスト

グループダイヤルリスト

暗号鍵リスト

［通信情報］キー 送信結果表示

受信結果表示

メモリ編集 内容印字

即時通信

変更追加

削除

＊ 1：ネットワークスキャナ装着時

＊ 2：部門管理が ON の時
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ご参考
［ポーリング］キー ポーリング送信

ポーリング受信

［ボックス入出力］キー Ｆ コード親展 BOX 入力

Ｆ コード親展 BOX 出力

暗号 BOX 出力

［同報］キー 順次同報送信

［両面送信］キー 両面原稿の送信

［時刻指定］キー タイマーを使った通信のための開始時刻の設定

［留守電 / 手動受信］キー FAX/ 留守番電話自動切替受信、手動受信、自動受信の切り替え

［ダイレクト送信］キー メモリ送信とダイレクト送信の切り替え

［Ｆ コード］キー Ｆ コード通信の設定

［画面切替］キー デュアルアクセス機能動作時の状況確認

［短縮／宛先帳］キー 短縮ダイヤルでのダイヤル

宛先帳でのダイヤル

［ファクス］キー ファクスモードへの切り替え
10-5



ご参考
出荷値設定一覧表

本機で設定可能な項目の工場出荷時の設定は下表の通りです。

※ 1：ネットワークスキャナ（オプション）装着時のみ設定可

※ 2：両面ユニット ( オプション ) 装着時のみ設定可

項　　目 設　　定　　範　　囲 出荷時設定値

回線 プッシュ回線、ダイヤル回線 10PPS、
ダイヤル回線 20PPS

プッシュ回線

通信管理レポート出力 ON、OFF ON

部門管理レポート出力 ON、OFF ON

送信結果レポート出力 ON、OFF、特定条件時のみ出力 特定条件時の

み出力

受信結果レポート出力 ON、OFF、特定条件時のみ出力 OFF

タイマー予約レポート出力 ON、OFF ON

NW-FAX 送信レポート※ 1 ON、OFF、特定条件時のみ出力 特定条件時の

み出力

発信元記録 原稿外側、原稿内側、印字なし 原稿外側

パスワードチェック送信 ON、OFF OFF

パスワードチェック受信 ON、OFF OFF

メモリ転送 ON、OFF OFF

掲示板 原稿保持、原稿消去 原稿保持

ベル回数 ( ファクス受信用 ) 1 ～ 15 回 2 回

ベル回数 ( 留守番電話接続用 ) 1 ～ 15 回 15 回

ベル回数 (FAX/TEL自動切替用 ) 0 ～ 15 回 0 回

ブザー音量 OFF、小、大 小

モニタ音量 OFF、小、中、大 中

スピーカ音量 OFF、小、中、大 小

原稿送り装置読み込み 定形原稿、長尺原稿 定形原稿

送信モード初期値 メモリー送信、ダイレクト送信 メモリー送信

受信モード ファクス受信、FAX/TEL 自動切替 ファクス受信

受信日時記録 ON、OFF OFF

ファクス給紙段 自動選択、サイズ固定、カセット段固定 自動選択

2 in 1 受信 ON、OFF OFF

両面受信※ 2 ON、OFF OFF

Network-FAX 受信※ 1 OFF、ON(自局出力 ON)、ON( 自局出力
OFF)

OFF

送信原稿保存※ 1 ON、OFF OFF

ファイル形式※ 1 PDF、TIFF PDF

ダイヤルイン ON、OFF OFF

リモート診断 ON、OFF OFF

年月日表示 漢字、アルファベット、数字 漢字

F ネット無鳴動受信 ON、OFF OFF

リモート切替ダイヤル 任意の 2 桁の数字 (00 ～ 99) 55

個別 ID 任意の 4 桁の数字 (0000 ～ 9999) 0000

受信サイズ 縮小優先、等倍優先 等倍優先

ファクス一括受信 ON、OFF OFF
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受信サイズと出力用紙優先順位表

受信した原稿のサイズと、同サイズ同方向の用紙がカセットにセットされていない場

合、本機が印字出力の際に自動で選択する用紙の優先順位は以下の通りです

＜表のみかた＞

*1：回転受信を示しています。

 は 2 枚の用紙に分割して出力されることを示しています。

�
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ご参考
エラーコード一覧表

通信エラーが発生すると、送信／受信結果レポートや通信管理レポートには、以下のよ

うなエラーコードが記録されます。以下の内容を確認してください。

参考 V34 で送った場合エラーコードの“U”は“E”になります。

エラーコード 原因及び処置方法

Busy 設定されている回数の自動リダイヤルが行われたにもかかわらず、相手先

と回線がつながりません。もう一度送信または受信の操作をやりなおして

ください。

Stop 送信中に［ストップ / クリア］キーが押されたため、送信が中断されまし

た。

受信中に［ストップ / クリア］キーが押されたため、受信が中断されまし

た。

マルチ通信中（ポーリング受信など）に中断操作を行ったため、それ以降

の相手先へのダイヤルが行われませんでした。

U00300 送信中に相手機側（受信側）で記録紙切れが発生しました。相手先を確認

してください。

U00420 - 
U00462

相手先からの受信の際に、回線はつながったが相手機側（送信側）と通信

機能に不一致があったため、受信が中断されました。

U00600 -
U00690

自機の不具合により、通信が中断されました。もう一度送信または受信し

なおしてください。

U00700 相手機側の不具合により、通信が中断されました。相手先を確認してくだ

さい。

U00800
U00810

正しく送信できなかったページがあります。もう一度送信しなおしてくだ

さい。

U00900
U00910

正しく受信できなかったページがあります。もう一度受信しなおしてくだ

さい。

U01000 - 
U01092

送信中に通信エラーが発生しました。もう一度送信しなおしてください。

U01100 -
U01199

受信中に通信エラーが発生しました。もう一度受信しなおしてください。

U01400 時刻指定をして通信を予約した際に、相手先の番号を短縮ダイヤルやワン

タッチダイヤルなどの自機に登録されている番号を使って入力していたが、

指定した時刻が来て、機械がダイヤルを開始した時点で、その番号が自機

に登録されていないため、該当する相手先との通信ができませんでした。

自機を確認してください。

U01500 高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。もう一度送信を行っ

てみてください。

U01600 高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。相手先の送信速度を

下げてもらってもう一度送信してもらってください。

U01700
U01720

高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。もう一度送信を行っ

てみてください。
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U01721 高速の送信速度で送信時、通信エラーになりました。相手先に使用した送

信速度が無いかもしれません。短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルで送信

を行うときは送信開始速度を中速か低速に下げて再送信してください。

U01800 - 
U01820

高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。相手先の送信速度を

下げてもらってもう一度送信してもらってください。

U01821 高速の送信速度で受信時、通信エラーになりました。本機に使用した送信

速度が無いかもしれません。相手先の送信速度を下げてもらってもう一度

送信してもらってください。

U02200 F コード中継指示送信を中継機で受信したが最終相手先が F コード中継

ボックスに指定されていないため送信できません。F コード中継ボックス

を確認し、もう一度送信開始機に送信を行ってもらってください。

U02400 F コード中継指示送信を中継機で受信したが送信先で入力されたパスワー

ドと F コード中継ボックスの F コードパスワードが一致しないため通信エ

ラーになりました。F コード中継ボックスを確認し、もう一度送信開始機

に送信を行ってもらってください。

U03000 ポーリング受信機能を使って原稿を受信しようとしたが、相手先の機械に

原稿がセットされていなかったため、受信できませんでした。相手先を確

認してください。

U03200 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先の F
コード親展ボックスから原稿を受信しようとしたが、指定した F コード親

展ボックスには何も入っていなかった。相手先を確認してください。

U03300 次の (1) と (2) のどちらかが原因でエラーとなりました。相手先を確認して

ください。

(1) 相手機が弊社機である場合に、ポーリング受信機能を使って相手先から

原稿を受信しようとしたが、相手機側でパスワード通信が設定されており、

必要なパスワードが不一致であったため、通信が中断された。

(2) 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先

の F コード親展ボックスから原稿を受信しようとしたが、相手機側でパス

ワード通信が設定されており、必要なパスワードが不一致であったため、

通信が中断された。

U03400 ポーリング受信で相手先から原稿を受信しようとしたが、相手先で入力さ

れたパスワードと受信側の自局 ID が一致しなかったため、受信が中断され

ました。相手側を確認してください。

U03500 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先の F
コード親展ボックスから原稿を受信しようとしたが、指定した F コード親

展ボックスが相手機に登録されていませんでした。相手先を確認してくだ

さい。相手先を確認してください。

U03600 相手機が弊社機である場合に、F コード掲示板受信機能を使って相手先の F
コード親展ボックスから原稿を受信しようとしたが、指定した F コードパ

スワードが一致しなかったため、受信が中断されました。相手先を確認し

てください。

U03700 F コード掲示板受信機能を使って相手先から原稿を受信しようとしたが、

相手機に F コード掲示板送信機能がないか、どの原稿受渡しボックス（F
コード親展ボックス）にも原稿が入っていなかった。

エラーコード 原因及び処置方法
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ご参考
U04000 相手機が弊社機である場合に、F コード親展送信機能を使って相手先の F
コード親展ボックスに原稿を送信しようとしたが、指定した F コード親展

ボックスが相手機に登録されていなかった。

U04100 相手先の原稿受渡しボックス（F コード親展ボックス）に原稿を送信しよ

うとしたが、相手機には F コード親展受信機能がなかった。

U04200 暗号送信を行ったが、指定した相手先の親展ボックスが暗号通信用でない

か、あるいは暗号ボックスが登録されていないため、送信が中断されまし

た。

U04300 暗号送信を行ったが、相手先の機械には暗号通信機能がなかったため、送

信が中断されました。

U04400 暗号送信を行ったが、暗号鍵が不一致であったため、送信が中断されまし

た。

U04401 暗号送信を行ったが、暗号鍵が未登録であったため、相手先へのダイヤル

が行われませんでした。

U04500 暗号受信を行ったが、暗号鍵が不一致であったため、受信が中断されまし

た。

U05100 送信を行ったが、自機にパスワード送信の設定がされており、そのために

必要なパスワードが不一致であったため、送信が中断されました。相手先

を確認してください。

U05200 相手先から原稿が送信されてきたが、自機にパスワード受信の設定がされ

ており、そのために必要なパスワードが不一致であったため、受信が中断

されました。

U05300 送信を行ったが、相手先側でパスワード受信が設定されており、そのため

に必要なパスワードが不一致であったため、相手先側から受信を拒否され

ました。相手先を確認してください。

U09000 相手側機と通信形態が異なる（相手側機は G2 機）ため、通信できません

でした。

U12000 F コード中継指示送信を中継機で受信したが、F コード中継ボックスのメモ

リがいっぱいになりました。メモリに空きを確保してからもう一度送信開

始機に送信を行ってもらってください。

U14000 F コード親展ボックスへの受信が行われたが、自機のメモリオーバーによ

り受信が中断されました。メモリ内に蓄積（記憶）されている原稿を出力

しメモリをあけるか、F コード親展受信をとり止めてください。

U14100 相手機が弊社機である場合に、相手先 F コードボックスへの送信を行った

が、相手機のメモリオーバーにより送信が中断されました。相手先を確認

してください。

エラーコード 原因及び処置方法
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U19000 代行受信が行われたが、自機のメモリオーバーにより受信が中断されまし

た。メモリ内に蓄積（記憶）されている原稿を出力しメモリを空けてから、

もう一度受信しなおしてください。

U19100 相手先への送信を行ったが、相手先の機械のメモリオーバーにより送信が

中断されました。相手先を確認してください。

U19200 メモリ送信中にデータに異常が発生し、送信が中断されました。もう一度

この送信に関する操作をやりなおしてください。

U19300 送信中にデータに異常が発生し、送信が中断されました。もう一度この送

信に関する操作をやりなおしてください。

U19400 受信中にデータに異常が発生し、受信が中断されました。もう一度この受

信に関する操作をやりなおしてください。

エラーコード 原因及び処置方法
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本機器は社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会が定めた複写機及び

類似の機器の高調波対策ガイドライン（家電・汎用品高調波抑制対策ガイド

ラインに準拠）に適合しています。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（ＶＣＣＩ）の基準に

基づくクラス Ｂ 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用すること

を目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して

使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。
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